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    　オープニング　床ゆかオナニストの誤算


    



    　鬼おに頭がしら慶けい介すけは焦あせっていた。


    　第三次ベビーブーム。


    　長年にわたる少子化で産婦人科の数が減っていたとはいえ、そのすべてで人手が足りなくなるほどの急激な出生率の増加。


    　それはすなわち、下ネタテロリスト《ＳＯＸソツクス》による正しい性知識が、無視できないレベルで全国に浸透してしまったということだ。


    　広まってしまったのは性知識だけではない。


    　これまで政府が推し進めてきた性表現規制と、それに伴う《ラブホスピタル》などの少子化対策、それらに対する不信感が全国規模で膨ふくらんでいるのだ。


    　それらはいますぐ《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》を撤廃させるような激しい流れを生み出すほどのものではない。強制放送による《第三次ベビーブーム》への印象操作で政府への不信感も少しずつ矛ほこ先さきを逸そらされていくだろう。


    　──だが、そんな状況を《ＳＯＸ》が放置するだろうか。


    　政府へ向けられた不信感はいまがピークだ。この先は強制放送によるプロパガンダでずるずると熱も下がっていくだろう。それは《ＳＯＸソツクス》も感じ取っているはず。


    　なにか仕掛けてくるかもしれない。


    《捕ほ乳にゆう類》や《絶対領域》をその傘さん下かに収め、これまで組織に属してこなかった変態たちをも勢力に取り入れた《ＳＯＸ》には、それだけの力がある。それによって万が一にでも現体制が瓦が解かいしたらどうなる。


    　いまの慶けい介すけには、将来の性産業を牛ぎゆう耳じるための元手がなにもない。


    　優秀な絵え描かきも過去の遺産も、その多くが《ＳＯＸ》の手中だ。


    　海外の連中が生み出す異次元のエロ本こそ手中にあるが、あれはあくまで海外の人間が作り出したエロ本だ。食べ物で言えばパンであり、《ＳＯＸ》が米がごときエロをバラまいたあとではチンピク度が足りない。そもそも慶介は元から海外のエロを国内に浸透させる気は毛もう頭とうないのだ。そんなことをすれば、日本の性産業は海外のエロ資本に牛耳られるだけである。


    　そうなれば慶介は破は滅めつだ。積み上げてきた十数年の投資が水すい泡ほうに帰きす。鬼おに頭がしら家けエロノミクスの崩ほう壊かいだ。


    　だから慶介は焦あせっていた。


    　先行きの見えぬ体制に、なんのアドバンテージもない現状。


    　さらに唯ゆい一いつのアドバンテージたりうる日に本ほん村むらの連中も、いつまで慶介に騙だまされていてくれるかわからない。しっかりと見張りをつけてはいたものの、あの大騒動の中で《ＳＯＸ》の子こ狸だぬきがなにか仕込んでいないとも限らないのだ。


    　そこで慶介は前々から進めていたある計画を、遂に実行に移すことにしたのだった。


    　いまの慶介が大量のエロ資源を手にすることのできる、唯一の策。


    　リスクは大きいが、準備は入念に進め勝算も大きい。


    　だから作戦が始まってからも慶介は悠々と報告を待っていたのだが──。


    



    「全滅……？　全班、応答なし……？」


    　自室にて。


    　部下からの報告を受けた鬼頭慶介は、呆ぼう然ぜんと声を漏もらした。


    「そんなバカな……日本村で長年戦ってきた連中を、全部で百人も侵入させたんだよ……？」


    　警備体制も内部構造もすべて把握していた。


    　何人かの関係者に金とエロ本を握らせ、警備に穴をつくらせた。


    　海外産のエロ本をその施設に寄付し続けることで少しずつコネと信頼を築き、満まんを持じして実行に移した作戦だった。


    　事実、作戦はほとんど成功していた。


    　目的のブツ──その施設に溜ため込まれていたお宝の一部と「利用者データ」を無事回収したという連絡を受けたのはつい一時間ほど前である。


    　あとはそれらを施設外に運び出すだけだった。


    　無論、あの施設の重要性を考えれば、事前に集めた情報とは別に幾重もの罠わながあったとしても不思議ではない。実際、施設の最さい奥おう部ぶに到達するまでには慶けい介すけにも想定外の、相当の性知識がなければ突破できない謎なぞの試練があったそうだ。


    　しかし仮にだ。


    《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》が不意打ちで襲おそってくるような凶悪極まりない警備体制が帰路に展開されていたとして。あの変態戦士百人が逃げに徹すれば、目的を達成することなど容易たやすかったはずである。


    　それが全ぜん滅めつ。


    　加えて、逃走補助のために施設の外に待機していた者たちとも連絡がとれなくなっているという。


    「どうなってるんだ……」


    　慶介は頭を抱え、おもむろにズボンを脱ぎ捨てた。


    　こういうときは下半身に溜たまった白い毒素をしかるべき反復運動によって絞り出す必要がある。毒素を排出することでストレスを軽減し、頭の回転をあげるのだ。


    　余談だが、人は涙を流すことでストレス物質を体外に排出し、心の平へい穏おんを保つという。白い毒素を放出することも涙を流す行為も、ともに人間をスッキリさせる効果があると言える。


    　ともあれ女性に比べて目から涙を流すことが難しい男性は、もっぱら下半身でスッキリすることが多い。下半身の涙るい活かつ、すなわち精活である。


    　──と、慶介がいままさに下半身から男の涙をあふれさせるべく準備を整えていたときだった。


    「……？」


    　邸てい内ないがなにやら騒がしい。


    　その喧けん噪そうは確実にこちらに近づいてきていた。


    　慶介はその瞬間、寄る年波を感じさせない疾しつ風ぷうのごとき速度で動いた。手近に引き寄せていたティッシュ箱をそれなりの距離まで遠ざけ、椅い子すから立ちあがり一瞬でズボンをはく。それから股こ間かんの盛り上がりを隠すように扉とびらに背を向け、いかにも威厳があるように背中で手を組んだ。


    　一連の動作が一瞬でも遅れていたらと思うと慶介はぞっとする。


    　なぜなら。警備の人間が止めるのも聞かず、扉をぶち破る勢いで部屋に入ってきたのは、


    「善ぜん導どう課だ。鬼おに頭がしら慶介、貴き様さまには現在、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》違反の容疑がかかっている。一緒に来てもらおう」


    　背中越しにその声を聞いただけで、慶介の額ひたいには幾筋もの冷や汗が流れる。


    　何十人もの部下を引き連れて現れたのは、《鋼鉄の鬼女》こと奥おく間ま爛らん子こ。《公序良俗健全育成法》が制定されて以来、何人もの変態を闇やみに葬ほうむってきた最悪の善ぜん導どう課職員だ。


    　その殺気にあてられ、慶けい介すけの股こ間かんの銃じゆう身しんから一気に血の気が引く。


    「え～？　なんの話かな～。こんな夜遅くに自宅にまで押しかけてくるなんて、よっぽどの確証があるんだよねー？　ちょっと教えてよーぴっぴろぴー」


    　しかし、慶介はわざと奥おく間ま爛らん子こを挑ちよう発はつするようにおどけた声を発した。


    　爛子の放つ気配が、いまにも慶介の首をはねかねないそれに変わる。


    「……相変わらずふざけた男だ。おい、連れていけ」


    　しかし爛子は慶介の自室に押し入った理由を説明することなく、慶介を連行するよう命じた。


    「ふーむ」


    　慶介は善導課職員に引きずられていきながら考える。


    　捕まった外国人部隊が自分との繫つながりを自白する可能性については当然警戒していた。


    　だからこそ、彼らとの繫がりを示す物証が残ってしまわないよう、慎重に行動してきた。


    　問答無用で暴力を行こう使ししない奥間爛子の態度からも、慶介と外国人部隊の繫がりを示す決定的な証しよう拠こが見つかっていないことは明らかだ。


    　──にもかかわらず、善導課が動いている。こんなにも早く。迷いなく。


    　それはつまり、外国人部隊の自白などという弱い根こん拠きよをもってして、政界にパイプを持った大財ざい閥ばつの当主を拘こう束そくしろという無茶苦茶な命令を善導課に下せる人間がいるということだ。


    　そして恐らくその人間は、あの施設で外国人部隊百人を一いち網もう打だ尽じんにした人間と強い繫がりがある。もしくは同一人物なのだろう。


    　考えたくはないが、善導課の対応の早さを考えれば後者の可能性が極めて高い。


    「いやはや」


    　背後にいた爛子が「貴き様さま、なにやらいかがわしい臭においがするな」と殺気を強めたこととは別に、慶介は顔色を悪くする。


    「参ったなぁ」


    　善導課をこんなにも強引に動かすことができ、なおかつ百ひやく戦せん錬れん磨まの外国人部隊をものともしないナニカが、あの施設には潜ひそんでいたわけだ。長年にわたって情報収集してきた慶介にその存在を気け取どられることなく、大きな動きを見せることもなく、ただひっそりと。


    　なにかろくでもない臭いがする。


    　作戦の失敗によりエロ資源を獲得する目がなくなったこと以上に、慶介はその得え体たいの知れないナニカの存在に不吉な未来を予見していた。


    



    　　　　　　●


    



    　小さな島国に存在する要よう塞さい都市、通称日に本ほん村むらは長年にわたり、日本の大財閥の当主である鬼おに頭がしら慶けい介すけと一種の協力体制を築いていた。


    　貿易で財を成す鬼頭グループ管かん轄かつの交易ルートを使って日に本ほん村むら産のエロ本を日本国内に送り込み、日本を蝕むしばむ《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》に海外から立ち向かうためだ。


    　長年にわたるその協力体制によって、日本村の住人は鬼頭慶介に対して一定の信頼を寄せていた。日本のヘンタイ文化を守るという使命をともにする同志と認め、慶介主導の危険な作戦に日本村の変態紳士百人を派遣してもよいとするほどに。


    　しかしつい先日、とある少女が秘ひ密みつ裏りに手にした反則級のハッキング技術により、とんでもない事実が判明する。


    　鬼頭慶介は日本村で生産されたエロ本のほとんどを善ぜん導どう課に引き渡し、政府に対する点数稼かせぎに使っていたのだ。そのうえ、変態紳士百人を投入する予定だった作戦は《公序良俗健全育成法》を打倒するためではなく、どうやら慶介の私し腹ふくを肥やすことが目的とわかった。


    　そこで彼らは考えた。


    　いままで散々自分たちを騙だまして利用してきた男に一いつ矢し報むくいてやらねば気がすまぬ。


    　慶介が自分たちを利用して手にするはずだった利用者データとやらをかすめ取り、慶介の正体を暴いた少女が信頼を寄せる本物の同志《ＳＯＸソツクス》へと託す。


    　それが慶介への最大の意い趣しゆ返しになると確信し、少女を含めた日本村の面々はしめしめとほくそ笑みつつ変態紳士百人を日本へ送り出したのだった。


    　しかし、


    「へ、ヘンタイなことになっちまったデース」


    　慶介の正体を暴いた張本人、金髪碧へき眼がんの少女、アニー・ブラウンは絶句していた。


    　日本村の隠れ家に引きこもり、先日手に入れたＰＭ無効化技術や日本へのハッキング技術をさらに高めようと解かい析せきを続けていたときのことだった。


    　息抜きも兼ねて鬼頭慶介周辺の通信を傍ぼう受じゆしていたところ、とんでもない情報が立て続けに飛び込んできたのだ。


    　信じて送り出した歴戦の変態紳士百人は一いち網もう打だ尽じんでアヘ顔ダブルピース。


    　首しゆ謀ぼう者しやである鬼頭慶介も捕まり、現在取り調べ中であるという。


    　関係者の通信を引き続き傍受したところ、慶介のほうは忌いま忌ましくも事前に幾つか予防線を張っていたようで、そう遠くない時期に釈放されるとの見通しだった。


    　変態紳士百人のほうは既に日本国内最大の監かん獄ごくエリアが存在する北海道への護送が始まっているらしく、日本村への帰国はもはや絶望的と言わざるをえなかった。


    「……」


    　アニーはしばしじっとして考えをまとめると、すぐさま行動に移った。


    「ニッポンに再入国するなら、いまがチャンスデース」


    　慶介が善導課に捕まったいま、自分に向けられた監視の目は確実に緩ゆるんでいる。


    　本当なら変態紳士百人が慶けい介すけに協力するフリをしてあの場所から盗み出した利用者データや宝物、それから完かん璧ぺきな状態に仕上げたＰＭ無効化技術を手て土産みやげに愛いとしの専用肉バイブと劇的な再会を演出する予定だったが、もうそんなことは言っていられない。


    　予定を遥はるかに下回る手土産しか持っていけそうにないが、慶介の邪魔が入らないうちに《ＳＯＸソツクス》と合流しなければ。


    「……それにしても、ニッポン村の紳士が全員ヤられるなんて」


    　アニーは荷物をまとめながら呟つぶやいた。


    「ニッポンの地下国会図書館は怖いところデース」


    



    　　　　　　●


    



    「よくも騙だましたナ！　このメスブ──モガッ」


    　片言の罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐き出していたその口が、ウィンウィンと規則的に蠢うごめくバイブによって塞ふさがれた。突っこまれたバイブがさらに口の中で振動を始め、日に本ほん村むらの変態紳士アンディの口内を容よう赦しやなく蹂じゆう躙りんする。悔くやしい、けど感じちゃう！　と頭の中で無意味に叫びながら、アンディは胸毛で覆おおわれた分厚い胸板をビクンビクンと振るわせた。


    「ふむ。やはり特別生きのいい二人を選んだだけのことはありんすな。まだ抵抗の意思が残っているとは。──だが」


    　アンディの前方に立っていた人物──顔の右半分を赤布で覆い隠した一人の女性が怪しく口角をつり上げる。


    　彼女の視線の先には、アンディと同じく日本村の変態紳士であるフランクが、乳ち首くびにピンクローターを貼はり付けられたまま力なくくずおれていた。その瞳ひとみには既に抵抗の意思はなく、それどころか赤布の女性にすがるような色みさえ帯びはじめている。


    「相棒は既にこのざま。九十八人のお仲間はとっくに監かん獄ごくでありんす。抵抗する意味など、とっくにありんせん。そうであろう？」


    「ミズ、クメェ」


    　なおも抵抗の意思を見せ、バイブを突っこまれた上の口から女性の名を忌いま忌ましげに呼ぶアンディの頰ほおを、彼女はいたぶるように優しく撫なでた。


    「まあ、妾わらわの暇ひまつぶし用のおもちゃとして頑張りたいというのなら、好きにしなんし」


    　赤布の女性はアンディの乳首にもピンクローターを貼り付け、手元のつまみを焦じらすように『弱』に設定し、アンディとフランクの繫つながれたその部屋をあとにした。


    　アンディの悶もだえる声を背後に聞きながら、赤布の女性はため息をつく。


    「あの二人も素材としては悪くないでありんすが……」


    　けだるげな様子で言葉を漏もらす。


    「もっと骨のある、妾わらわ好みの人材に侵入してきてほしいものでありんすなぁ。……まったく。祀まつ影かげ様の最後の策が、祀影様の望む以上の成果をもたらすよう、妾も準備に忙しいというのに」


    　いっそのこと自分の足で素材を探しに……いやでもそれは疲れるし……そんなことを悶もん々もんと考えながら、女性は無機質な通路をのろのろと歩くのだった。

  


  
    



    　第一章　変態の季節


    



    　蚊かに亀き頭とうを刺されたら一体どうなってしまうんだろう。


    　──などとという疑問がふと頭に浮かび、おもむろに試して合がつ点てんしてみたくなる季節、それが春だ。


    　女の子たちが堅けん牢ろうな冬服から少しずつ薄着に移ろっていく様はある種のチラリズムであり、男の下半身をじれったく、だが確実に刺激する。


    　ポカポカの陽気を受けて草木が芽吹くその様子は勃ぼつ起き以外の何ものでもなく。空気中には大量の空飛ぶ精せい子し（花粉）が漂ただよい、人々を汁まみれにする。


    　大自然が地球規模で「発情せよ」と命じているとしか思えない季節、それが春だ。


    　かつては町中に変態が大量出没していたというけれど、それもうなずける話である。


    　けれど、春という季節が人の理性をはぎ取り変態を量産する最大の要因は別にあるのだと、いまの僕は痛感していた。


    



    「忙しすぎる！」


    　諸もろ々もろの書類を手に廊下を走りながら、僕は小さく悲鳴を漏もらしていた。


    　三月に入り、卒業シーズンを迎えた時とき岡おか学園。


    　生徒会のこなすべき業務は普段と比べて格段に多くなり、僕は目を回しそうになりながら校内を駆かけ回っていた。


    　春は変化の季節。多くの人がなにかと忙しい時期だ。


    　学年が変わるクラスが変わる、その準備にはかなりの労力を必要とする。これが進学や就職、それに伴う引っ越しなんて話になればなおのことだろう。僕も去年のいま頃は第一清せい麗れい指定都市への引っ越し準備で大忙しだった。


    「忙」という漢字は心を亡くすと書く。人は忙しいと理性をなくし、本能のままに行動しやすくなってしまうんじゃないかと思う。


    　現に僕はいま、諸もろ々もろの要因が重なってありえないほど忙しくなってしまっている現状を前にして、理性のタガが飛んでしまいそうになっている。


    　けれど大丈夫。なんだかんだ言って僕も理性の鬼だ。この程度の忙しさ、全然なんの問題も──んあああああ！　背骨折り曲げてセルフフェラしたいでござりゅうううう！


    「もし、奥おく間まさん。大丈夫ですか」


    「──はっ」


    　淡々とした声に呼び止められて、ぼくは意識を取り戻した。


    「廊下の隅で、お辞じ儀ぎの練習ですか？」


    「あ、いや、ええと、あはは」


    　じーっと無表情に視線を向けてくる不ふ破わさんに、僕は適当な笑え顔がおを返す。


    　まさか『無意識のうちにセルフフェラの練習をしてました』なんて言えないからね。仕方ないね。


    「そ、それより不破さん。生徒会の仕事にはもう慣れた？」


    「ええ、なんとか」


    　そう言う不破さんの目の下にあるクマは数日前に比べてずっと濃い。


    「ですが、もう少し引き継ぎに余裕がほしかったところですね」


    「うん、まあ、轟ごう力りき先輩の後継を決める選挙の準備が遅れたのは謝るけどさ……」


    　僕は不破さんと一緒に小走りで生徒会室に向かいながら、小さくため息をついた。


    　先月は海外の下ネタテロリスト・アニーの襲しゆう来らいに始まり、携帯電話を奪われた華か城じよう先輩、日に本ほん村むらでの大立ち回りと、疾しつ風ぷう怒ど濤とうのギシギシアンアンだったのだ。


    　卒業する轟力先輩の代わりに新たな生徒会役員を選出する必要があるなんてこと、すっかり失念していた。正常位エロイラストで不自然に透明化している男がごとく、轟力先輩とその後あと釜がまのことなんて意識から消し去ってしまっていた。


    　それに関しては全面的に僕らの責任だ。


    「でも、事態をさらにややこしくしたのは不破さんでしょ」


    　産婦人科に突撃して赤ん坊のつくり方を質問するなど、以前からいろいろと問題を起こしている不ふ破わさんの立候補は数々の波乱を生んだ。


    　結局最後は不破さん自身の支持率の高さ、それから轟ごう力りき先輩の卒業以外に深刻な人手不足を予想していた生徒会の推薦によって役員選挙は半ば強引に幕を閉じたわけだけど……それでもかなりの時間と労力を浪費してしまったことは間違いない。


    「そのことに関しては申し訳ない気持ちでいっぱいですが」


    　不破さんがちっとも申し訳なさそうに言う。


    「多少強引な手を使ってでも、こうして奥おく間まさんといっしょにいて不自然でない立場が欲しかったのです」


    「え？」


    「わたしたちはそろそろ、もう一歩進んだ関係になるべきだと思うのです」


    「は？」


    　不破さんが不意に僕の手を握り、懇こん願がんするように見上げてきた。


    「奥間さんにもなにか考えがあるのだろうとこれまでは遠慮してきましたが、もうそろそろ、わたしも自分を抑え切れそうにないのです。……まったく。わたしのほうからこんなことを言わせるとは、奥間さんも人が悪い」


    　え？　え？　なにこれ？　忙しすぎてついに幻げん覚かくが？


    「というわけで、もしあなたがわたしとの間にある〇・〇三ミリの壁を取り払う気があるのなら、わたしの質問に正直に答えてください。これはわたしたちの関係を前に進めるための重要な質問です」


    　僕と不破さんとのあいだにはいつの間にかコンドームがぶら下がっていたらしい。


    「わたしは本気ですので。奥間さんも相応の誠意を見せてください」


    「え、あ、ああ、うん」


    　困惑する僕をよそに、不破さんは握った僕の手を胸元に寄せつつ、その重要な質問とやらを口にした。


    「髪の毛が金色の方は、下の毛も金色なのでしょうか？」


    　あー春だなー、と僕は思った。


    「あの、不破さん？　なんでそんなことを訊きくのかな？」


    「先日、校内に珍しく外国の方が入り込んでいたでしょう。それでふと気になったのですよ」


    「いや、そうじゃなくて……もういいや」


    　僕は不破さんの手をゆっくりほどいた。


    　生徒会室はもうすぐそこだ。早くこの書類を届けないと。


    「あの、奥間さん。海外の方の下の毛はどうなってるんでしょうか？　色と、あと形状など」


    「知らないよそんなの！」


    　ここは仮にも時とき岡おか学園。そして僕はそこの生徒会役員だ。


    　禁止単語の発声や記述に反応して善ぜん導どう課に通報する情報端末──通称ＰＭに反応するかどうかにかかわらず、卑ひ猥わいな話をするわけにはいかない。少なくとも表向きは。


    　たとえ下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》として活動している最中にこっそり何度も協力体制を築いたことのある不ふ破わさんが相手でも、パンツもかぶっていないときにそんな質問に答えるわけにはいかない。なにを言ってるかわからねーと思うが、まあ下ネタを言うときは時と場合をわきまえましょうということだ。ちんこちんこ。


    「失礼します！」


    　僕は不破さんを振り切るように生徒会室へ足を踏み入れた。


    「……テロ組織はいよいよ、わたしたち一般市民としっかり手を組むべき段階に入ろうとしていると思うのですが……わたしの前でまだ猫をかぶり続けるということは、まだそのときではないと考えているのでしょうか」


    　不破さんがなにやらぼそぼそと呟つぶやきながら後をついてくるが、いまはとにかく目の前の仕事を片付けることに精いっぱいだ。


    「先輩、諸もろ々もろの書類、先生方から判子もらってきました」


    　僕は《生徒会長（代理）》と書かれた席に座る三つ編み眼鏡めがねの女性──華か城じよう先輩の前に書類を置いた。


    　華城先輩は難しい顔でノートパソコンに向き合っていて、書類を一いち瞥べつすると「ご苦労様」とだけ言ってパソコン画面に視線を戻す。


    「それ、まだやってたんですか」


    　ひょいとパソコンを覗のぞきこむ。


    　華城先輩が苦戦しているのは卒業式での在校生代表挨あい拶さつ、その文面作成だ。


    「ええ。慣れてないからうまくいかなくて──っ!?」


    　突とつ如じよ、華城先輩が飛び退のくようにして僕から距離をとった。


    「ち、近すぎよ！」


    　華城先輩の顔が真っ赤かに染まり、糾きゆう弾だんの声を上げる。


    「え、あ、す、すみません」


    　華城先輩のリアクションがなぜか酷ひどく心に刺さって、僕の謝罪は尻しりすぼみになった。


    「え、あ、いや、別にそんな、謝ることじゃなくて……その、なんていうか……ええと……」


    　華城先輩がもにょもにょと口を動かすが、僕もそれになんと返していいのかわからず口をもにゅもにゅと動かすに留とどまる。


    「……？　なんだか身体からだがむずむずしますね。なんでしょう。以前、産婦人科で感じたあの甘ったるい気配をさらに濃縮したようなこの空気は」


    「な、なな、にゃにを……っ」


    　落ち着かない様子で自分の二の腕あたりをさする不ふ破わさんの言葉に、いよいよ華か城じよう先輩は呂ろ律れつが怪しくなり、僕も初めての快楽に放心する乙おと女めのように口をぱくぱく動かすことしかできなくなる。


    　先月、日に本ほん村むらから帰還して以降……正確には華城先輩からチョコを受け取ってから、僕たちはずっとこんな調子だった。


    　仕事の話や下ネタテロの打ち合わせをする分には特に問題はない。けれどふとした瞬間、些さ細さいなことをきっかけにこうして意思疎そ通つうが不可能になってしまう。


    　居い心ごこ地ちがいいのか悪いのか判断がつかないこの謎なぞの空気。打ち破るには華城先輩が「荒ぶる痴ち女じよのポーズ！」とか適当な下ネタを叫ぶまで待つしかないだろう。けれどまさか不破さんが見ている前でＰＭを無効化するわけにもいかず、いつまでも謎の沈黙が続いてしまう。


    「ところで」


    　そのとき、僕と華城先輩の謎空間に、淡々と切り込んでくる声が上がった。不破さんだ。鼓こ修す理りや早さ乙おと女め先輩なら変な顔をして無視を決め込む場面なだけに、助かったと言わざるをえない。まあ、この空間をつくるきっかけの一つも不破さんだったんだけどね……。


    「その在校生代表挨あい拶さつとやらは確か、明日あしたが締め切りだったはずですが」


    「そうなのよね……」


    　不破さんの指摘を受けて、華城先輩が気まずそうに漏もらす。


    「私が壇上に立つことになりそうだから、自分で考えるべきだと思ったのだけれど……慣れないことはするものじゃないわね。ほかの仕事も押しているし、代筆を頼んだほうがいいかしら」


    　いまや生徒のほとんどが性知識で汚染されて見る影もないが、時とき岡おか学園は仮にも風紀優良度ランキング第三位の学校である。その卒業式の代表挨拶だ。普通の学校よりもさらに厳格な内容が求められる。


    　しかし華城先輩は華城先輩だ。「私はペニマックス。あなたの貞てい操そうを奪います」みたいな頭の悪い文章は湯水のごとく湧わき出ても、公式の場での祝辞となると途端に渇かつ水すい状態になってしまう。


    「そのほうがいいでしょうね。ですが」


    　不破さんが華城先輩に同意し、感情のこもらない目で閑かん散さんとした生徒会室を見渡す。


    「最も理想的なのは、生徒会長本人が復帰してくれることなのですが」


    「「……」」


    　さっきとはまるで違う、気まずいだけの沈黙が僕と華城先輩の間に落ちる。


    　僕が日本村から帰ってきてからのおよそ三週間。


    　想像妊娠によって打ちのめされてしまったアンナ先輩は、僕や華城先輩との連絡を一切絶ち、学校にも来なくなってしまっていた。


    



    



    　　　　　　●


    



    『お引き取りください。アンナ様はいま、あなたとお話しができる状態ではありませんので』


    　放課後、アンナ先輩の住むマンション。そのエントランスホールにあるインターホン越しに聞こえてくるのは、もう何十回も聞いた月つき見み草ぐさの無機質な声だった。


    「そこをどうにか」


    『なりません。お引き取りください』


    　アンナ先輩の付き人である月見草はアンナ先輩の不登校に伴い学校に来なくなり、アンナ先輩に頼まれたのだろうか、こうして僕や華か城じよう先輩の接触をはねのけ続けていた。


    「アンナ先輩に、謝らなくちゃいけないことがあるんだ」


    『……なりません』


    　性欲と恋愛感情の区別がついていないアンナ先輩の気持ちに応こたえるわけにはいかない──だからこそアンナ先輩からのアプローチをかわし続けた。命の危機があったためにはっきりとアンナ先輩をふることができず、ずるずると中途半端な関係を引き延ばしてしまった。


    　その結果があの想像妊にん娠しん騒ぎだ。


    　僕にはもう、アンナ先輩を慰なぐさめる資格なんてない。


    　それでも僕はアンナ先輩の気持ちには応えられないとはっきり告げ、そして正面から謝罪する必要があった。


    『お帰りください。これ以上食い下がられますと、警察を呼ばなければならなくなります』


    「……また来るよ」


    　今日きようも空振りだ。


    　予想していたこととはいえ、自然とため息が漏もれる。


    「いつになったら、アンナ先輩と話ができるんだろう……」


    　そうして、僕はマンションをあとにした。


    



    　　　　　　●


    



    「だからそのとき私は言ってやったのよ。『それじゃチャンコ鍋じゃなくてチンコ鍋じゃないの！』ってね──あら狸たぬ吉きち、遅かったわね」


    「なんの話をしてるんですか……いや言わなくていいです」


    　月見草に門前払いされたあと、僕はいつもの喫茶店へと足を向けていた。


    　下ネタテロ組織《ＳＯＸソツクス》のリーダーである華城先輩が「緊急の議題がある」と、下校時に招集をかけたためだ。


    　華か城じよう先輩も生徒会業務で疲れているだろうに、よほど重大な話なのだろう。そう身構えていたというのに、当の本人は先に集まっていた鼓こ修す理りや早さ乙おと女め先輩を前にいい笑え顔がおで絶好調だ。


    　その手には僕が先日取り戻したＰＭ無効化ケータイが握られている。


    　ケータイにはポケットから伸びる紐ひもがくくりつけられていた。ケータイが盗まれたりしないよう、紐はポケット内部に縫ぬい付けているらしい。


    　先日の一件で禁止単語を喋しやべれなくなったのが相当こたえたらしく、先輩は絶対にケータイをなくさないよう、かなり神経質になっているのだ。


    　ケータイを握っていないと心臓がドキドキして落ち着かないというのだから、その依存度は最早中毒の域だろう。


    「そうそう。ついさっきね、カリ首輪というアイテムを思いついたわ。裏筋に鈴が当たるよう、カリ首を紐でくくるの。新しい射しや精せい管理アイテムね。いざ射精するときはドクンドクンのリズムに合わせてチリンチリンと鈴が鳴るわ」


    「風流っスね！」


    　華城先輩のイカれたバカ話に、鼓修理が謎なぞの賞賛を送る。この腹黒中学生め。良識だけでなくついに言語感覚まで壊れたか。風流と風俗はまったく別物だぞ？


    「ところで狸たぬ吉きち」


    　華城先輩の表情が急に真ま面じ目めなものになった。いよいよ本題か。


    　手に持った鉛筆で黙々とスケッチブックに向き合う早乙女先輩の隣に座り、僕は居住まいを正した。


    　場の空気が整ったことを確認するように一拍おいてから、華城先輩が続きを口にする。


    「──耳かきと大人ペニスの違いって、なんなのかしらね？」


    「華城先輩はバカなんですか？」


    　あ、しまった。つい本音が。


    「バカとはなによ！　至極まっとうな疑問じゃないの！」


    「どこかだ！」


    「だって、おかしいわよ！　耳かきは根元がふっさふさで、棒状で、用途は穴の中を往復すること。加えて先端は穴の中の白いものを搔かき出しやすい形状になっているのよ？　狙ねらってるとしか思えないくらい大人ペニスと似ているわ！　あ、でも耳かきは根元のふっさふさが白いから、そこが決定的な違いになるのかしらね」


    「もっとほかにあるだろ！」


    「へー？　なにがあるの？　ほら、言ってみなさい？」


    「それは、その、ＰＭがあるから口にできません！」


    「うわ～、ＰＭに感知されるから口にできない答えとか、狸吉の脳内は卑ひ猥わいだらけね。脳みそが海かい綿めん体たいでできてるんじゃないかしら。興奮すると頭がぬらりひょんみたいに膨ぼう張ちようするの」


    「意味がわからねえ！」


    『──ちっ、イチャついてんじゃねえぜ』


    「「っ!?」」


    　鼓こ修す理りのＰＭから聞こえたその呟つぶやきに、僕と華か城じよう先輩の動きが止まった。


    「あっ、このまな板！　変な茶々入れてんじゃねえっスよ！」


    『誰がまな板だああ!?』


    　それまで一切発言がなかったから気づくのが遅れたけれど、第一清せい麗れい指定都市から離れた町で暮らしているゆとりも、いつものようにＰＭを介してこの場に参加していたらしい。まな板と罵ののしられた彼女の絶叫が響き渡る。だ、大丈夫だよゆとり。ゆとりはまな板なんかじゃないよ。だって乳ち首くびくらいあるでしょ？


    「ああ、まな板じゃなくて胸むな板いたの間違いだったっスわ」


    『……いい度胸だぜ。いますぐぶん殴りに行ってやるから、首洗って待ってろだぜ』


    「空気抵抗がないぶん、早く到着しそうっスね」


    　煽あおりよる。ところでさっき「乳首洗って待ってろ」って聞こえたんだけど、乳首洗わせてどうするんですか。吸うんですか。それとも僕の耳がおかしかっただけですか。


    「そ、そそそ、それじゃあ、挨あい拶さつ代わりの雑談で心のま●こもほぐれたことだし、そろそろ本題に入ろうかしらね！」


    　盛大に目を泳がせながら、華城先輩が裏返った声を発した。


    「そうですね！」


    　僕もゆとりの呟きは聞かなかったことにして華城先輩に同意する。


    　しかし、


    「まあ待つのじゃ」


    　それまで黙って鉛筆を動かしていた早さ乙おと女め先輩が口を開いた。


    「表向きの仕事もしっかりやらねばならんのでな。もう少しそのままテンパっておれ」


    「それってどういう……って、あれ？　そういえば早乙女先輩、なんで手でイラスト描かいてるんですか」


    　にやりと笑う早乙女先輩のスケッチブックを覗のぞきこんでみる。だが信じられないことに、そこに描えがかれていたのは僕が期待するようなモザイク必須勃ぼつ起き不ふ可か避ひのエロイラストではなかった。


    　善ぜん導どう課本部のロビーに飾ってあってもおかしくない、あまりの爽さわやかさに心が浄化され華城先輩なら直視するだけで消しよう滅めつしてしまいそうな──そんな青春画が描かれていたのだ。


    「さ、早乙女先輩!?　熱でもあるんですか!?」


    「なに言っとるんじゃ。お主ぬしらには以前、わしの進路について話しておいたじゃろ」


    「……エロイラストの密造・密売だったかしら」


    　華か城じよう先輩がＰＭを無効化して言う。


    「密売とは人聞きが悪いの。《ＳＯＸソツクス》傘さん下かのテロリストどもに格安でオカズを提供する慈善事業じゃよ。それに、そっちは裏の仕事」


    　早さ乙おと女め先輩が悪い笑え顔がおを浮かべる。


    「相応の収入を怪しまれぬよう、普通の絵え描かきとしての仕事もしっかりこなさねばならん。正直そこがネックでいろいろと悩んでおったのじゃが……」


    　そして早乙女先輩は僕と華城先輩を交互に見やるとにんまり笑い、


    「よいサンプルが近くに現れたのでな。しばらくは心配あるまい」


    「だああっ！　だから余計なことをするなっつってるっスよ！」


    　それまでゆとりを煽あおりまくっていた鼓こ修す理りがテーブルを飛び越えて早乙女先輩の口を塞ふさいだ。


    「こういうのは外野が余計なことするとこじれるっス！　なにか頼まれたりしない限り、生暖かく見守っとくのが無難なんっスよ！　いくら外から見て丸わかりで、吐き気を催もよおすほどの初うい々ういしさに心が折れそうになって、『いい加減はっきりしろよ』とか思って口出ししたくなっても、原則放置がベタなんっス！」


    　そうしてゆとりは僕たちのほうにのっぺりした笑顔を向けると、


    「さあ綾あや女め様！　邪魔者の戯ざれ言ごとは無視して、とっとと本題に入りましょうっス！」


    　何事もなかったかのような顔で──いや、何食わぬ顔で言った。
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    「……」


    　鼓こ修す理りお前、もしかしてわざとだったりしない？


    　薄っぺらい笑え顔がおで話を先に進めようとする鼓修理に非難の目を向けるも、鼓修理は僕の視線なんてガン無視だった。


    　けれど鼓修理のそのムカつく表情が、次の瞬間凍りつく。


    「………ええと、鼓修理、その、丸わかりって、それは私と狸たぬ吉きちどっちのことを言って──」


    　思わず漏もれてしまった……そんな調子の華か城じよう先輩の声は尻しりすぼみでどんどん小さくなっていき、やがてそれは室内の沈黙と同化する。


    　明後日あさつての方向に視線を逸そらした華城先輩の顔には「やっちまった！」という表情がありありと浮かんでおり、鼓修理は笑顔を浮かべたまま微動だにせず、早さ乙おと女め先輩はにやにやしっぱなしである。


    　なにこれどうすればいいの？


    　そうして室内の静寂が、オナニー現場を母親に目撃された中学生に匹ひつ敵てきする気まずさを孕はらみ始めたころ、


    「巨きよ根こんショタはエロマンガ界の〝最弱かつ最強〟！」


    　突とつ如じよ立ちあがった華城先輩が謎なぞのポーズとともに奇声を上げ、呼吸を整える。


    「な、なんだか話がそれまくっちゃったわね！　頭の悪い話は置いておいて、とっとと本題に入りましょうか」


    　そうして、


    「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うわ。今日きよう集まってもらったのはほかでもない、性に関する歪ゆがんだ情報と認識を我慢汁みたいに垂れ流す体制にトドメを刺す決定的な一撃げき──これをみんなに考えてもらいたいの」


    　ようやく切り出された議題は、予想を遥はるかに超えて大きなものだった。


    



    「それはまた、随分と過激な話じゃな」


    　早乙女先輩が絵を描かくこともやめて華城先輩に顔を向ける。


    「アンナの母親と《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》が起こしたデモ、第三次ベビーブーム。それに加えて、卑ひ猥わいな知識の流る布ふは全国規模で続いておるのじゃろ？　体制への不信は既に十分すぎるほど膨ふくらんでおるはずじゃが。それではいかんのか？」


    　これまでどおり地道に活動していればいいのではないか？　と言げん外がいに語る早乙女先輩。


    『まあ、そうなんだけどな……』


    　それに苦い声で応じたのは、ＰＭ越しのゆとりだった。


    『《捕ほ乳にゆう類》や《絶対領域》のやつらが報告してくるに、確かに第三次ベビーブームのおかげで卑猥な知識を広めたり、テロの協力者を募つのるのはかなり簡単になったらしいぜ。テロ組織の規模は、確実に大きくなってる』


    《捕ほ乳にゆう類》と《絶対領域》は育成法成立前から存在する下ネタテロ組織だ。


    　いまはゆとりを経由して僕たち《ＳＯＸソツクス》と手を組み、全国規模で性知識の流る布ふ、協力者の確保に勤いそしんでくれている。


    　彼らによれば第三次ベビーブーム以降、随分と活動しやすくなったという。まだかなりの時間を要するだろうけれど、全国規模のデモを起こすことも夢ではないほどに。


    　しかしその一方で、とゆとりは続ける。


    『なんだかな、よくない風潮がそこかしこに芽生え始めてるらしいんだぜ』


    　嫌な予感がした。


    「生まれてくる赤ん坊を隔かく離りする必要があるんじゃないか、って話ね」


    　事前にゆとりから報告を受けていたのだろう。華か城じよう先輩がゆとりの言葉を引き継ぐ。


    　それは、アンナ先輩が想像妊にん娠しんしていたとき、母さんが危き惧ぐしたありえない未来。その一いつ端たんだった。


    「マジっスか、それ」


    　表現規制なんかよりよっぽど常じよう軌きを逸いつした話に、鼓こ修す理りが半はん信しん半はん疑ぎといった声を漏もらす。


    「ええ、残念ながらね」


    　華城先輩がＰＭを操作する。


    　虚こ空くうに映しだされたのは、ここしばらく毎日流されている金かね子こ玉たま子こ議員の強制放送、それを録画したものだ。


    『第三次ベビーブームで産まれる子供たちはみな、《こうのとりインフルエンザ》に耐たい性せいがあるのです！　この子たちは将来、自分が感染していることに気づかないまま！　自分たちだけは発病しないまま！　卑ひ猥わいな知識という病びよう原げん菌きんをまき散らし！　周囲の人間を子供ができない体にしてしまうでしょう！　皆さん！　《ＳＯＸ》などというテロ集団の策略に乗せられては国が滅ほろびます！　病気の根こん絶ぜつにご協力を！』


    「こんなものが毎日繰り返し放送されてるんじゃあ、そういう風潮も生まれるでしょうね。最初はその気なんてなかったのに、時間をかけてじっくり全身を愛あい撫ぶされてるうちにいつの間にか体が火ほ照てってきてチンポには勝てなくなっちゃう、みたいな。世論なんてそんなものよ」


    　どういうたとえだ。


    『んで、そういう空気を真に受けた親しん戚せきやらなんやらからプレッシャーかけられて、本当に出産していいのか不安がってる人らが増えてるみたいなんだぜ。この調子だと、そういうケースはどんどん増える』


    　ゆとりはうんざりしたように言う。


    『この前まで第三次ベビーブームでみんな浮かれてたはずなのにな。プロパガンダってのは本当に厄やつ介かいだぜ。このままだと隔離政策なんてのも、あながちありえない話じゃねーな。……あたしも親世代から又聞きしただけで本当かは知らねーけど、育成法が制定されたときには、過か剰じような卑ひ猥わい廃はい絶ぜつの世論に追い詰められて、子供を捨てさせられたやつもいたって話だしな』


    「……狸たぬ吉きちが時とき岡おか学園にやってきてから、もうすぐ一年」


    　華か城じよう先輩は金かね子こ玉たま子この映像を消し、小さな声で言う。


    「つまり狸吉が一八二五回のオナニーをやってのけるこの短い期間に──」


    「さっきから変なたとえを挟むのはやめてくれませんかね？」


    　しかもそれ、一日五回計算なんですけど。


    「──私たちの活動がここまで大きなものになるなんて思わなかったわ。ちんこもびっくりの膨ぼう張ちよう率りつよ」


    「……急にどうしたんですか？」


    　感かん慨がい深げに紡つむがれた華城先輩の言葉に、けれど喜びの色はあまり混じっていなかった。下ネタは混じっていたけれど。


    「私たちが好き勝手に下ネタをまき散らした結果、たくさんの人が苦しむことになるなんて、想像もしてなかったってことよ」


    「いや綾あや女め様、それは違うっスよ！」


    　鼓こ修す理りが華城先輩の言葉を遮った。


    「こんなの、わけのわかんない放送してる政府の連中が悪いんじゃないっスか！」


    「それでも私たちは責任を取らなければならないわ。中出しした者の当然の義務よ」


    　頭のネジが飛んだ比ひ[image: ]ゆを駆く使しする華城先輩の表情に、けれど一切の迷いはない。


    「なにが正しいのか正しくないのか、歪ゆがんだ情報に振りまわされて傷つく人を──アンナみたいな人をこれ以上増やすわけにはいかないわ」


    　その思い詰めたような言葉に、僕だけでなくほかのメンバーも反論する気はないようだった。


    　華城先輩は話をまとめるように僕らを見まわす。


    「強制放送なんかで好き勝手に世論をつくれる政府相手に長期戦は不利。第三次ベビーブームの余よ韻いんが残ってるいまのうちに、なにか手を打っておきたいの。というわけで、健全（笑）を押しつけてくる体制を崩すのにあともう一押し、なにかアイデアはないかしら」


    　とは言うものの。


    　母さんとソフィアがデモを起こしたときのような、学生の手には負えそうにない議題を前にして、大した策が浮かぶはずもないのだった。
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    「結局というかなんというか、ろくな案が出ませんでしたね」


    「出るのは狸吉の股またからの液ばかり……どっちもろくなものじゃないわね」


    「華か城じよう先輩の頭も大概ろくなもんじゃないですよ」


    　喫茶店からの帰り道。


    　僕と華城先輩は並んで歩きながら、話し合いを続けていた。


    　途中まで早さ乙おと女め先輩と鼓こ修す理りもいたのだけど、二人とも急に用事ができたとかでいきなりいなくなり、なし崩し的に僕が華城先輩を家まで送ることになったのだった。


    「いまのところ思いつくのはやっぱり、どうにかしてアニーと接触することでしょうか」


    　アニー・ブラウン。


    　華城先輩のＰＭ無効化ケータイを瞬時に解かい析せきし、限定的とはいえ自力でＰＭを無効化してみせた海外の下ネタテロリスト。


    　彼女の力を借りることができれば、学生の身でも戦略の幅は相当広がるだろう。


    　けれど、


    「難しいわね。彼女は海外にいるし、なにより慶けい介すけのガードがかなり堅いみたいだから」


    　そうなのだ。


    　日に本ほん村むらから無事帰還したあと、《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》にも協力を仰あおぎ、僕らは何度かアニーとの再接触を試みた。けれど、僕たち《ＳＯＸソツクス》とアニーたち海外のテロ組織が手を組むことを恐れているらしい慶介のガードは男子高校生のアナル処しよ女じよのように堅けん牢ろうで、いまだに出し抜くことができないでいる。


    「ＰＭ無効化とかもそうですけど、アニーとはできるだけ早く再会したいです。誤解されたままなのは、やっぱり嫌ですから」


    　日本村で、僕はアニーのことを裏切らざるをえなかった。


    　アニーの大好きな変態小説の一節を引用するという華城先輩の奇策のおかげで、『裏切りには理由がある。本当は君たちの味方なのだ』という最低限の意思をアニーに伝えることはできたものの……慶介の配下である腐ふ多た子ごちゃんの監視下では詳しい事情まで説明する機会は得られず、僕は今日きように至るまで、ずっと胸にモヤモヤしたものを抱えて過ごしていた。


    　アンナ先輩のことといい、体制打倒のことといい。


    　僕のまわりは今、向き合わなければならない問題でいっぱいだ。


    「……狸たぬ吉きちは、その」


    　と、山さん積せきした問題に思いを馳はせていたときだ。


    　華城先輩の雰ふん囲い気きが先ほどまでとはまるで違う、酷ひどく弱々しいものになっていた。


    「……狸吉はやっぱり、アニーみたいに、はっきりと好意を示してくれる子のほうが、いいのかしら」


    「……ぁぅぅ」


    　つっかえつっかえ、けれどはっきりと紡つむがれた華城先輩の言葉に、僕は喉のどを詰まらせる。


    　なにか言葉にしなければならない。けれどいまの僕は華城先輩に抱いだくこの気持ちがなんなのかはっきりとわかっていなくて、だから軽々しく口を開くことができないでいた。


    　どうしていいのかわからない沈黙が華か城じよう先輩との間に流れ、自分の心音と二人の足音、遠くで走る車の音だけがかろうじて聞こえてくる。


    「……あ、や、違う、違うわ！」


    　しばらくして沈黙を破ったのは、華城先輩だった。


    「そんなこと、体制を潰つぶす話になんの関係もないじゃないの！　どうかしてるわね、私。喫茶店のコーヒーに媚び薬やくでも入っていたのかしら！」


    　華城先輩はパタパタと手を振って、


    「そうだわ狸たぬ吉きち！　じゃんけんをしましょう！」


    「なんですか急に!?」


    「グーはフィストファックのグー、チョキは手マンのチョキ、パーはスパンキングのパー。どの手を出したかによって性せい癖へきがバレるわ！」


    「おいなんだその妙な心理戦っぽいじゃんけんは！」


    　グーとか絶対出せないだろ。


    「もし狸吉が負けたら、男同士でニプルファックの刑よ！」


    「なんですかそれ!?　どうやるんですか!?」


    「勃ぼつ起きした男の乳ち首くびを、もう片方の男の尿によう道どうに入れてこりこりするのよ！」


    「新あら手ての拷ごう問もん!?」


    「さあいくわよ、最初はフィストファック、じゃんけん──」


    「えっ、ちょっ、待っ」


    　華城先輩の勢いに飲まれ、慌ててじゃんけんに応じた結果、僕はパーを出してしまった。


    「ふっふっふ。私の勝ちよ、このスパンキング男！」


    　手マン女こと華城先輩が、チョキを振りかざして勝ち誇る。


    「さーて、負けた狸吉にはニプルファックの刑ね。お相手はやっぱり轟ごう力りき先輩かしら。卒業記念に一発、ってとこね」


    「その罰ゲーム、本気なんですか!?」


    「嫌なの？」


    「当たり前じゃないですか！」


    「仕方ないわねー」


    　言うと、華城先輩は僕の数歩先に躍り出る。


    「罰ゲームはなしにしてあげるわ。その代わり」


    　そうして僕に背中を向けたまま、


    「あと十日もしないうちに三月も半分を過ぎちゃうわ」


    　そんなことを言うのだった。


    「えと、それって……」


    　言葉の真意を探るための僕の呟つぶやきを、華か城じよう先輩はこちらを振り返ることなく遮った。


    「それだけ、覚えておいてね」


    「…………はい」


    　僕のまわりはいま、向き合わなければならない問題でいっぱいだ。


    　それは体制打倒のこと、アニーのこと、アンナ先輩のこと。


    　そして、華城先輩とのことだった。


    　三週間ほど前、華城先輩がくれた小さな小さなチョコレート。


    　いくら童どう貞ていレベルがカンストしているとはいえ、その真意に気づかないほど鈍にぶくはない。鈍いのはＴＩＮＴＩＮの感度だけで十分だ。


    　問題は僕自身にあった。


    　華城先輩に抱いだくこの気持ち。


    　これになんと名前をつければいいのか、僕にはよくわからないのだ。


    　この気持ちは、昔僕がアンナ先輩に抱いていた憧あこがれに近いものなんじゃないのか。ちょっとしたことがきっかけで簡単に消えてしまい、その結果、アンナ先輩がいまそうなっているように、華城先輩を傷つけてしまうのではないか。過ちを繰り返してしまうのではないか。


    　そもそもこの気持ちはおちんちんから生み出される類たぐいのそれではないのか。


    　たかだか十六歳。それも性表現に連なる恋愛表現まで禁じられたこの世界で生きてきた僕にとって、それはとても難しい問題のように思われた。


    「あ、もう着いちゃったわね」


    　いつの間にか、そこは華城先輩の住むアパートの前だった。


    「じゃ、また明日あしたね。卒業式までまだ忙しいんだから、オナニーで体力消しよう耗もうしちゃダメよ？」


    「そっちこそ、変なことばっかり言ってないで、しっかり休んでくださいよ！」


    　華城先輩がパタンと扉とびらを閉じ、僕はぽつんと一人、暗い夜道に取り残される。


    「……はぁ」


    　体制を叩たたき潰つぶす、もう一押し。


    　それと同じように、僕は自分の中にある気持ちを確信するためのあと一押しを、いつまでも見つけられないでいた。


    「「ブ～ッ！　ブ～ブ～ッ！」」


    　そのときだった。


    　暗くら闇やみから謎なぞのブーイングが僕の耳に届いたのは。


    　おい、この声まさか……。


    「ちょっ、鼓こ修す理り!?　早さ乙おと女め先輩まで!?」


    　二人は、両手の親指を下に向けてムカつく表情とともに激しくブーイングを繰り返しながらこちらに近づいてきた。


    「マジで信じらんないっス。綾あや女め様が不器用なりにあんだけわかりやすい球投げてるのにオール見送り三振とか！　なんなんっスか。そこにぶら下がってる肉バットは飾りっスか？」


    「ぶちゅー、が見られるかと期待しておったのに。情けないやつじゃ。それともまさか、わしの絵が魅力的すぎて、三次元で興奮できぬようになったか？」


    　クソがぁ……こいつら用事ができたとか言って、こっそり後をつけてきてやがったのか。


    　華か城じよう先輩と二人きりなことに気を取られすぎて、気配を感知することもできなかった。


    「……」


    　好き放題に僕のことを罵ののしってくる二人。


    　けれど僕は反論できなかった。


    　確かにこの件に関しては、いつまでも自分の気持ちを把握できない僕に責任がある。


    　育成法にアニーにアンナ先輩にと、ただでさえ問題山積みのところに僕がこんなでは、同じ《ＳＯＸソツクス》のメンバーとしてブーイングの一つも飛ばしたくなるだろう。


    　だから僕は、ある一つの決断をすることにした。


    「……あー、その、鼓こ修す理り」


    「あん？　なんっスか、そこのスッカラポン玉」


    　酷ひどい罵ば声せいをなんとかスルーし、僕は鼓修理に頭を下げる。


    「ホワイトデーのお返し選びを、手伝ってほしいんだ」


    「………………あ？」


    「この気持ちがなんなのかはっきりさせて、華城先輩に伝えたい」


    「……」


    　僕の頼みを聞いた鼓修理は、心底意外そうに目を見開いていた。
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    　翌日。


    　僕は生徒会業務の合間を縫ぬって時間をつくり、駅前で鼓修理と待ち合わせをしていた。


    　少し時間を過ぎてしまったことに焦あせりながら待ち合わせ場所まで走ると、


    「遅いっス」


    　そこには心底不機嫌そうな鼓修理がいて、開口一番、


    「女の子待たせるとか、マナーがなってないっスよ」


    「……いや、いまの鼓修理がマナーとか言う？」


    　ところどころ穴のあいたジャージ、寝ね癖ぐせのついた髪の毛、死んだ魚のような目。


    　よくぞここまで全身から全力でやる気のなさを醸かもし出せるものだと、一周回って感心する。


    「あー？　このパーフェクトプリチー鼓こ修す理りちゃんと街を歩けるだけでありがたいと思うっスよ」


    　なんだこいつは。シラフで常時絶頂状態のお花畑なのか？　とは思いつつ、ホワイトデーのお返し選びを手伝ってほしいと頼んだのは僕なわけで。


    「とりあえず、今日きようはよろしく」


    「『よろしくお願いします、鼓修理様』っス」


    「……ヨロシクオネガイシマスコスリサマ」


    　そうして僕と鼓修理は並んで街に繰り出すのだった。


    



    「じゃ、プレゼントはこれで決まりっスね。渡すときは綾あや女め様を壁際に追い詰めて『もう逃がさないよ俺おれのお姫様』って耳元で囁ささやくっス」


    「……あの、鼓修理様？」


    　鼓修理が先導するままお店に入ってものの数分。


    　なんだかやけに洒しや落れたお店の妙に垢あか抜ぬけたイヤリングを指さしながら頭がフットーしそうなことをほざく鼓修理に、僕は耐えきれなくなって口を挟んだ。


    「それ、ただしイケメンに限るってやつじゃないですかね？」


    　イケメンはあれだからね。道の真ん中に勃たってるだけでいつの間にか童どう貞てい卒業しちゃうような人種だからね。なにやっても行き着く先はレッツフィーバーな歩くエロマンガだからね。


    「んなことないっスよ。うちに隠してあった少女漫画にはそれで女の子はトゥンクするって描かいてあったっス。ゆとりもありだと思うっスよね、この渡し方」


    『あっ!?　バカお前！　あたしがＰＭ繫つないでるのは秘密にするって約束じゃねーか！』


    　と、鼓修理のＰＭからゆとりの声が響いた。


    「あ、もしかしてゆとりも手伝ってくれるの？　お返し選び」


    　なにやらニヤニヤと黒い笑え顔がおを浮かべる鼓修理はまあいつもどおりなので、とりあえず無視して、


    「助かるよ。今日はよろしく」


    『……………………お前も鼓修理も、地獄に落ちろだぜ』


    　鼓修理はともかくなんで僕まで!?


    「くっくっく。どいつもこいつもウジウジもじもじして鬱うつ陶とうしいんっス。まな板もそろそろ現実を直視して吹っ切れる時期なんっスよ」


    「……鼓修理？　それはどういう……？」


    「んなことよりっス！　ほらゆとり、さっき鼓修理が言ったシチュエーション、ありっスよね？」


    　鼓修理がＰＭに向かって叫ぶ。


    『………………』


    　けれどゆとりから返ってくるのは沈黙だけだ。


    「ほら鼓こ修す理り、やっぱり壁ドンなんて──」


    「相手は狸たぬ吉きちっスよ？」


    『……ありだけど』


    　ありなの!?


    　なんてこった。


    　ということは、僕はまさか、歩くエロマンガだったのか？　清せい廉れん潔けつ白ぱくな心と性器をもつこの僕が！


    『……あ、やっぱ無理だぜ。よく考えたら気持ち悪くなってきた』


    　……あの、考え直すにしてももう少し言葉を選んでくれないかな？


    「そこで狸吉に壁ドンされる相手を自分じゃなくて綾あや女め様にして想像し始めちゃうのが、まな板の限界っスね」


    　僕が打ちひしがれていると、鼓修理がなにかをぼやきながら首をすくめ、


    「まあ、渡し方は任せるとして、とりあえずプレゼントはこれで決まりっスね」


    「いやいやちょっと」


    　店員さんを呼ぼうとした鼓修理を再び引き留める。


    「渡し方云うん々ぬんもそうだけど、そもそもお返しがこれってどうなの？」


    　僕はそのイヤリングを指さした。


    「はー？　鼓修理のチョイスに文句つけるんっスか？　このイヤリングなら耳が痛くなったりもしないっスし、センスもばっちりっスよ。……あ？　もしかしてお前、指輪とか買うつもりだったっスか？　それはさすがに重すぎてキショイっスよ？」


    「違うよ！　そもそも宝飾品の時点で重いっていうか、あからさまにド本命すぎるっていうか……」


    　ぼそぼそ喋しやべっていると、鼓修理がうんざりしたように息を吐いた。


    「今日きようの目的は、プレゼント選びの過程で綾女様への気持ちを確認するきっかけを見つけること、なんっスよね？」


    　僕は頷うなずいた。だから鼓修理のチョイスはあまりに一足飛びすぎる……そう思っていたのだけど、続く鼓修理の言葉に僕は目を剝むいた。


    「ならプレゼントはそのイヤリングで決まりっスよ。当日までにその大おお仰ぎような、本命としか思えないお返しを渡す決心がつくかどうかでお前の気持ちは確実に判明するっス。渡せそうになかったら、お前の気持ちはその程度。そのときはあからさまに義理義理なクッキーにでも切り替えればいいんっスし、ここでイヤリングを買っとくのは、いい選択だと思うっスけど？」


    「……確かに」


    　この明らかに仰々しいお返しを渡せるかどうか。


    　それは自分の気持ちをはっきりさせるために、そもそもなにをどう考えればいいのかわからないでいた僕にとって、わかりやすい指標になる。


    「あ、もし渡せそうになかったら、イヤリングは鼓こ修す理りに渡すっス。未練が残らないよう売りさばいて、売り上げは鼓修理の懐ふところでかわいがってやるっスから」


    　日本有数の財ざい閥ばつ・鬼おに頭がしら家けのご令嬢とは思えない卑いやしさだった。


    「うん、まあ、そうだね。鼓修理のアドバイスどおり、これにするよ」


    『いいのかー。本当にいいのかー。もっとよく考えたほうがいいぜー』


    　ゆとりがなぜか恨みがましい声で念を押してくる。


    「うん、大丈夫。これに決めた」


    　渡せるかどうかはこれから考えるのだから。


    　僕ははっきり宣言し、近くで鼓修理に不審そうな目を向けていた店員さんに声をかけた。


    「店員さん。これお願いします──え!?」


    　僕は改めて確認したイヤリングの値段にびっくり射しや精せいしそうになった。びっくり射精とはうれションの仲間である。


    　しかしゆとりにきっぱり「これに決めた」と言ってしまった手前、いまさらイヤリング購入を中止することもできず、泣く泣く支払いをすませる。


    　鬼頭家のご令嬢は良識だけでなく、金銭感覚までバグっているらしかった。


    



    　　　　　　●


    



    　鼓修理といっしょに店を出て、ゆとりも交えて雑談をしながら駅に向かっていたときだった。


    「……奥おく間ま様」


    　後ろから、急に肩をつかまれる。


    　指が食い込むようなその力強さに驚いて振り返ると、


    「え？　月つき見み草ぐさ？」


    「……あなたは、一体なにを、していらっしゃるのですか」


    　そこには買い物袋を下げた月見草が立っていた。


    　僕の肩をつかむために放り投げたのだろう、もう一方の買い物袋の惨さん状じようを気にする様子もなく僕を見つめる月見草の顔には気のせいだろうか──憤ふん慨がいしているような気配があった。


    　幼おさないころから施設で育ち、機械的に卑ひ猥わいを狩るための教育を受け、アンナ先輩の付き人として淡々と命令に応じるだけだった月見草。


    　母さんとソフィアがデモを起こした際に自我を見せたことはあったものの、感情らしい感情を表に出すことは僕の知る限りなかったはずだ。


    　そんな月見草の、ささやかだが確かに豹ひよう変へんと言える様子に、僕は呆あつ気けにとられる。


    「アンナ様が傷しよう心しんなさっているというのに……奥おく間ま様はほかの女性と、デートですか」


    「は？　デート？」


    　まさかと思い、僕は傍かたわらの鼓こ修す理りを見下ろした。


    　おっさんのようなジャージ、わざとじゃないかと疑うほど乱れた頭髪、僕への好意など一切関知できない死んだ魚そのものの瞳ひとみ。そしてなにより人目をはばからずぼりぼりと尻しりを搔かくその恥じらいのなさ！


    　これのどこがデートだ！


    　いやまあ、男女が往来を並んで歩いていればそれはもうほとんどデートなんだろうけど、傷心中のアンナ先輩に付きそう月つき見み草ぐさがブチ切れるほど不ふ謹きん慎しんなイチャラブデートに興じていたつもりはない。


    　しかしどうやら月見草からしてみれば、僕と鼓修理の立ち振る舞いはラブホ直行レベルの仲むつまじいラブラブデートに見えたらしい。月見草は僕の肩をつかんだまま離さない。って、ちょっ、痛い痛い！　濡ぬれてないのに激しく手マンされてる気分だよ!?


    「私はこれまで、アンナ様が元気になられるにはどうすればいいか、ずっと考えてきました。そしていまのアンナ様を元気づけられるのは奥間様しかいないと結論づけながら、アンナ様のご要望もあり、奥間様の接触を拒み続けてきました」


    　それと僕がデートしているように見えたことになんの関係が……と思ったそのときだ。


    「しかしいま、確信いたしました。やはり奥間様を、アンナ様のもとに連れていくべきだと」


    　月見草はもう片方の手にもっていた買い物袋も投げ捨て──どこからか取りだした鎖くさりで僕をぐるぐる巻きにした。


    『え？　おい!?　なにしてんだぜ!?』


    　鼓修理のＰＭからゆとりの声が響く。


    「奥間様には、アンナ様を慰なぐさめていただきます」


    　そして月見草は僕をずるずると引きずり始めた。


    　それにしてもあれですな。縛しばられるのが気持ちいいのは荒あら縄なわまでで、鎖ともなると純粋に痛いだけでんあああっ！　金玉が〝こりゅ〟ってなった！　〝こりゅ〟って！


    『お、おいバカ鼓修理！　なにぼーっとしてんだぜ！　そのペテン紛まがいの口くち八はつ丁ちよう手て八はつ丁ちようでまわりの人間たぶらかしてでも狸たぬ吉きちを助けるんだぜ！』


    「だりぃっス」


    『てめえはそれでも人間か!?』


    「いや、これでいいんだよゆとり」


    『え？』


    　僕は金玉こりゅこりゅで引きずられながら、ゆとりに呼びかけた。


    「よくわかんないけど、これでアンナ先輩と話ができる！」


    　これまで僕がアンナ先輩と接触することを拒み続けてきた月つき見み草ぐさが、デート（？）をする僕を見てなにをどう心変わりしたかはわからない。


    　けれどとにかく、これはアンナ先輩との関係に不完全ながらも責任を果たすチャンスだった。


    「心配しないで、少し話をしたら、すぐに戻ってくるよ。けど、これだけお願い！」


    　僕は鎖くさりの隙すき間まから鼓こ修す理りにイヤリングを投げ渡した。


    　キャッチした鼓修理がＰＭ内蔵のカメラを介してゆとりにドヤ顔を見せ、


    「ほら、鼓修理はそうだろうなーと思ってたんっス」


    『……本当だろーな』


    　ゆとりの心配そうな声に見送られ、僕は無抵抗のまま月見草に引きずられていった。


    



    　アンナ先輩との関係にしっかりと責任をとろうとすれば。


    　当たり前だが、謝るだけですむはずがない。


    　なにが正しいのわからなくなっているアンナ先輩に、清せい濁だく入り交じった性愛について学び直してもらい、きちんとした認識のもとにパートナーを選んでもらう。


    　そこまでやって初めて、僕はアンナ先輩に対して責任を果たしたと言えるのだろう。


    　けれどそれは、現時点では不可能だ。


    　なにが正しいのか、間違っているのか。


    　下ネタテロリストと政府の主張がぶつかりあっているこの状況で、それを客観的に判定することなんてできやしない。


    　片や正しい性知識をばらまけど、あくまで非ひ力りきなテロリスト。片や無茶苦茶なことを言いつつ強力なプロパガンダ能力を有する政府。


    〝絶対にイカない女ＶＳ絶対にイカせるマシンバイブ〟めいた対立は人々を振りまわし、第三次ベビーブームで子供を授さずかった人々だけでなく、まったく性知識に触れずに育ったアンナ先輩を苦しめている。


    　華か城じよう先輩が言っていた「体制にトドメを刺す一撃げき」は、だからとても重要な議題だ。


    　しかし、だからといってその途方もない目的が達成されるまで、アンナ先輩を放置しておくこともできない。


    　だからせめて、いまできる精いっぱいを。


    　真正面からの謝罪をアンナ先輩に告げる。必要とあれば好きなだけタコ殴りにしてもらっても構わない。とにかく、いまとれる責任をとるべきだと思い、僕は無抵抗のまま月見草に引きずられてきたのだった。


    　──のだけど。


    「あの、月見草……さん？」


    「なんでしょうか」


    「あの、大丈夫だよ？　僕、逃げる気なんてないから、そろそろあの、鎖くさりをですね……解いていただけませんかね。下半身の一部だけ鎖を解くなんて不ふ可か解かいなことしないでさ」


    「それはできかねます」


    　アンナ先輩が住むマンションのエレベーターの中、月つき見み草ぐさの無機質な声が無慈悲に響く。


    「私はずっと考えていました。どうすれば、アンナ様が元気を取り戻してくださるのか」


    　月見草が、鎖をつかむ手に力をこめる。


    「結論は早々に出ました。奥おく間ま様との逢おう瀬せを重ねている際、アンナ様はあんなにも幸せそうだったと」


    　……あー、嫌な予感がするなー。ビンビン感じちゃうなー。


    「翻ひるがえって、奥間様はそうではなかった……ように思えました。ですからほかに手がないか、奥間様に迷惑がかからない方法をずっと考えていたのです。しかし」


    　月見草の声こわ音ねに、力がこもる。


    「なぜか先ほど、デートをする奥間様を見て、そういった配慮が急にどうでもよくなり」


    　嫌な予感が確信に変わる。


    「アンナ様に笑っていただくため、奥間様を献けん上じようすることにいたしました」


    　んあああああああああああっ！


    　やっぱりそうだ！　こいつ、僕を生いけ贄にえとして扱うつもりだ！


    　おかしいと思ったんだよ！　いつまで経たっても拘こう束そくを解かないくせに、なぜか股こ間かんのあたりだけ鎖を外すし！　『アンナ様を慰なぐさめていただきます』ってなーんか言い回しが怪しいと思ったら、慰み者的な意味じゃんか！


    　僕はアンナ先輩にしっかり謝罪するつもりはあっても、精せい液えき牧場になるつもりはないんだよ！　早さ乙おと女め先輩が描かいた搾さく乳にゆうものでオナーニしたの謝るから誰か助けて！


    　が、ダメ！


    　泣こうが喚わめこうが助けは来ず、縛しばられているのでＰＭも起動できない。


    　エレベーターが、チン！　と淫いん猥わいな音で目的の階に到着したことを知らせ、僕は廊下をずるずると引きずられる。


    　……うふふ。オナーニしたあとって、マリオ●ーティを一人でプレイするような虚むなしさがあるよね──などと現実逃避していたときだった。


    「ん？　月見草？」


    　月見草がぴたりと歩みを止めた。


    　どうしたんだろうと進行方向に首を向ける。


    



    「……うぅ、疲れたでありんす」


    



    　アンナ先輩が住んでいる部屋の、扉とびらの前。


    　そこに、一人の女性が行き倒れていた。


    　年は二十歳くらいだろうか。


    　胸元あたりにまで届く艶つやのある黒髪。そこからわずかに覗のぞく横顔だけでそれが絶世の美女だとわかる。黒をベースにした振り袖そではその高級感とは反対に少し扇せん情じよう的てきなくらい着崩されていて、決して露出度は高くないはずなのに不覚にもムスコが鉄てつ塊かいを体得してしまいそうだ。


    「……うぅ、慣れないことをするものではないでありんすな……早く家に帰って飯ままを食い、体を慰なぐさめて眠りこけたいでありんす……」


    　……前言を少しだけ訂正しよう。一人の変態が行き倒れていた。


    　なんだこの人は。


    　せっかくの美人さんなのに、飯食ってオナって寝たいときた。オナニートかよ。


    「あの、大丈夫ですか」


    　いつまで経たっても動かない月つき見み草ぐさに代わり、僕はその女性に声をかけた。


    「……立ちあがるのも面倒くさい……誰か知らぬが、手を貸しておくんなんし」


    「あー、すみません。ちょっと縛しばられてて、手を貸せそうにないです」


    　オナニーに手を貸してくれという話なら、鎖くさりを引きちぎってでもなんとかしましたがね。


    　助けてほしいのはむしろこちらである。


    「縛られておるとは、おかしなことを言う……うむ？」


    　オナニート（仮名）さんが倒れたまま、肩越しにこちらを見た。


    「そなた、月見草ではないか。ちょうどよいところに帰ってきた。この扉を開け、妾わらわをアンナのところへと運んでおくんなんし」


    　この人、月見草やアンナ先輩の知り合いなのか？


    「……藻みず女くめ様……お言葉、ですが」


    　声をかけられた月見草がようやくオナニートさん（名前はミズクメというらしいけれど）に反応する。


    「アンナ様はいま、傷しよう心しん中ちゆうでして……なにか御用なら、また後日ということにはできないでしょうか」


    「……ふむ」


    　月見草の言葉に、オナニートさんが上半身を起こす。


    　ぺたりと床ゆかに座り込んだような形になったオナニートさんは肩越しに振り返り──右目が赤い布で隠されたその整った顔は、心底嬉うれしそうな笑みを浮かべていた。


    「しばらく見ぬ間に、随分と変わるものでありんすなぁ。いつの間にかただの木で偶く人形ではなくなっていたようで。……まぁ、相変わらずやることはトンチンカンのようではありんすが」


    　オナニートさんが鎖で縛られた僕に目を向けた。


    「……まさかとは思うが、傷しよう心しん中ちゆうのアンナを慰なぐさめるために、その男おの子こを無理やり連れてきたとか、そういうことではあるまいな？」


    「お察しのとおり、この方は生いけ贄にえでございます」


    　いま生贄って言った！　月つき見み草ぐさこの野や郎ろう、はっきりと僕を生贄だと宣言しやがったな!?


    「悪いことは言いんせん。本当にアンナを救いたいのなら、すぐにその男おの子こを解放し、アンナの相手は妾わらわに任せるでありんす」


    　オナニートさんは呆あきれたように言い、扉とびらの向こうのアンナ先輩を見透かすように視線を泳がせた。


    「まったく。あんなに優しく聡そう明めいであった子が、無知を強要されたばかりにここまでふさぎ込むことになるとは……この世はまこと、ろくでもないでありんすなぁ」


    「……？」


    　なんだ？　この人は。


    　まるでアンナ先輩の妊にん娠しん騒動を知っているかのような、アンナ先輩を幼おさないころから知っているかのような──そしてなにより、この規制体制に反感を抱いだいているかのような、その言葉。


    　一体何者なのだろうか。


    　声こわ音ねからしてアンナ先輩のことを本気で心配しているのは確かなようだけれど……。


    「奥おく間ま様」


    　アンナ先輩を心配してやってきたらしいオナニートさんの気持ちが本物だと月見草も感じたのだろうか。月見草は僕を拘こう束そくしていた鎖くさりを解くと、


    「申し訳ありませんが、今日きようのところも、お引き取り願います」


    　これまで何度も聞かされたセリフを口にした。


    　って、お前な……縛しばって引っ張ってきたあげく放置プレイとか、僕がＭ豚だったらいまごろブギィィィィッ！　って喘あえぎ声あげながら金玉空っぽだぞ？


    　月見草は僕に背を向けるとオナニートさんに肩を貸し──「おんぶしておくんなんし」──訂正、月見草はオナニートさんをおんぶして、アンナ先輩が引きこもる部屋へと続く扉を開ける。


    「あの」


    　精せい液えき牧場化は避けられたものの、同時にアンナ先輩と対話する機会を逃のがした僕は、アンナ先輩の相手をすると言う謎なぞの女性に思わず声をかけていた。


    「あなたは一体……」


    　するとオナニートさんは月見草の背に体を預けたまま僕をじっと見つめ、


    「む？　なんだ、月見草が適当に見み繕つくろった生贄かと思えば……そなたもアンナの関係者か」


    　僕を安心させるように優しく微笑ほほえんだ。


    「心配する必要はありんせん。なに、妾は怪しい者ではない。妾はこやつの──月見草の先輩にあたる。大おお雑ざつ把ぱに言ってしまえば、アンナの身内のようなものでありんすよ」


    　そうしてオナニートさんは扉とびらの奥へと消え、僕は一人、廊下に取り残された。


    「……先輩ってことは、あの人も施設育ちなのか？」


    　それにしては随分、感情豊かというか、なんというか。ゴーヤや大根、にんじんやキュウリを下の口で食べるのが好きそうな人だった（セクハラ）。


    　施設育ちでアンナ先輩の身内みたいなもの──どう考えても体制側の人間、それも錦にしきノの宮みや祀まつ影かげと繫つながっていてもおかしくなさそうな人なのに、その言葉の端々には僕たち下ネタテロリストのような世の中への不満が見え隠れしているようだった。


    「なんなんだろう、あの人」


    　突とつ如じよ現れた謎なぞの女性オナニートさんにしかし、アンナ先輩が少しでも慰なぐさめてもらえるよう祈りながら、僕はその場をあとにする。


    　アンナ先輩に拒絶されてしまっているいま、僕にできることはそう多くはないのだった。
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    　オナニートさんとの出会いから数日後。


    「あー、もうダメ。私の心はいま、十回連続強制オーガズムを達成させられたチンポそのもののように枯れきっているわ。この気持ち、ちんちんの化身である狸たぬ吉きちならわかってくれるわよね？」


    「意味不明もここまでくれば立派なものですね」


    　体育館の扉にぐったりと体を預けた華か城じよう先輩がＰＭを無効化し、どんよりとした目つきで下ネタを口にする。


    　それにツッコミを入れながら、僕は遠くの喧けん噪そうを眺めていた。


    　今日きようは時とき岡おか学園の卒業式。


    　いろいろな事件（主に僕たちが原因）のせいでこの一年は散々だっただろうけれど、それでも三年生の誰もが晴れやかに卒業の日を祝いあっている。


    　卒業というのはめでたいものだ。処しよ女じよを〝喪そう失しつ〟というのに対し、童どう貞ていを〝卒業〟と呼ぶことからも、卒業というのがいかに喜ばしいことかわかるというものである。


    　けれどそんな晴れやかな一幕にあって、僕の気持ちは沈んだままだった。


    「アンナ先輩、結局今日まで学校に来ませんでしたね……」


    「まん……そうね。予想はしてたけど、やっぱりモヤモヤするわギナ」


    　その結果、在校生代表挨あい拶さつは華城先輩が行おこなうことになった。


    　不ふ破わさんがなんとか書き上げてくれた原稿を卒業式で読み上げた華城先輩はいま現在このとおり、憔しよう悴すいしきっている。しんみりしてしかるべきシーンでも自じ重ちようしきれず禁止単語が漏もれ出してくるほどに。


    　悪魔が聖書を音読させられたようなものだと考えれば納得のダメージだが。


    「ほとんどの生徒が校庭に移動してますけど、誰に聞かれるかもしれませんから、卑ひ猥わいな冗談はもう少しだけ我慢してくれませんかね」


    「大丈夫よ。人が近づいてきたら、狸たぬ吉きちが探知してくれるでしょ？」


    　だから遠慮なくとばかり、


    「そういえば、来年度入学してくる女子生徒に〝ミカン〟って珍しい名前の子がいたんだけど、この子冬場は大変よね。〝ミカンの皮を剝むく〟ってなんの変哲もない文章が一気に下ネタ化しちゃうもの」


    「だから自じ重ちようしてくださいってば！」


    「無理無理。下ネタは私の心の亜あ鉛えん、そしてバイアグラ。自重するなんて不可能よ。……いろいろうまくいかなくて、疲れているときは特にね」


    　そのときだ。


    「っ！　人が来ますって！」


    　駆かけ寄ってくる気配を感じて「しーっ！」と人さし指を立てる。


    　はたしてこちらに飛びかかってきたのは、


    「綾あや女め様──っ！」


    　なんのことはない、ただの鼓こ修す理りだった。


    　その後ろには卒業証書の入った筒できゅぽんきゅぽんと音を鳴らしている早さ乙おと女め先輩。


    　……そのきゅぽんきゅぽんってやつ、ひょっとこフェラみたいで興奮するからやめてくれません？


    「ああ綾女様！　そんなに憔しよう悴すいしきって」


    「ふっ、股こ間かんに矢を受けてしまってな……」


    　芝しば居いがかって言う華か城じよう先輩に鼓修理が抱きつき、三さん文もん芝居を繰り広げる。


    「そうじゃ狸吉」


    　そんな間の抜けた光景を尻しり目めに、早乙女先輩がどうでもよさそうに言った。


    「なんですか？」


    「ゴリラがお主ぬしを捜しておったぞ」


    「轟ごう力りき先輩ですか？」


    　そうか、いろいろあってうっかりしてたけど、挨あい拶さつにくらいこっちから行かないと。


    　そう思って駆け出したときだった。


    「あれ？」


    　卒業生とその保護者、一部の在校生が名な残ごり惜おしげに留とどまっている校庭が、急にそのざわめきを大きくしていた。


    　ざわめきは校門のあたりから少しずつこちらに近づいてくる。


    　なんだ？　と思っていると、ざわめきとは別の何者かがこちらに近づいてくる気配がしたため「まんまんまん♪　蜜みつが飛ぶ♪」と呑のん気きに歌う華か城じよう先輩を黙らせる。


    「奥おく間まさん」


    　近づいてきたのは不ふ破わさんだった。


    「なにやらあなたを捜している方が」


    「轟ごう力りき先輩のこと？」


    「いえそれが──」


    　不破さんが言い終える前に。


    　それが誰なのか、僕は悟った。


    



    「どなたかーっ、ワタシのダーリンを知らないデスネーっ」


    



    　その特徴的な発音が耳に届くと同時。


    　人混みが割れ、キラキラと陽光をはじく金髪が姿を現した。


    「えっ!?」


    　それはほんの一か月前、僕たちが裏切り、誤解のあるままに別れることとなった海外の少女──アニー・ブラウンだった。


    　その彼女が晴れやかな表情でまた時とき岡おか学園に現れただけでも驚きなのに、その服装がまたしても僕たちの目をおねだりま●このようにくぱぁと見開かせた。


    　アニーは時岡学園の制服を着用していたのだ。


    　なんだ!?　コスプレか!?　野外イメクラか!?


    「あっ！」


    　僕の声が届いたのだろう。アニーの視線が僕を捉とらえる、次の瞬間。


    「会いたかったデーぶちゅぐっ!?」


    　走り出そうとしたアニーがその場でスッ転んだ。


    　僕は慌あわてて駆かけ寄り、吹っ飛んでいた眼鏡めがねを拾って手渡す。


    「そのドジっぷり、まさか本当に本物のアニーなの!?」


    「ああ、そっちこそ、本物のタヌキチデース！」


    　眼鏡をかけ直したアニーは目に涙さえ浮かべながら、卒業生やその保護者の視線を気にすることなく、


    「ワタシの専用肉バイブ！　もう放さないのデース！」


    　言い放った。


    　それは天然のブリザード、春の陽光を吹き飛ばし、時間と股こ間かんを停止させる。


    「いろいろと話したいことありマス！　けどまずは、たっぷり体でお話し合いデース！　夜のボディランゲージデース！　おっぱいぷるんぷるん！」


    　なおも続くアニーの暴ぼう挙きよ。なんだ？　新あら手ての自じ爆ばくテロか？　これは復ふく讐しゆうなのか？


    　なぜか作動しないアニーのＰＭに疑問を抱いだく間もなくパニックに陥る。


    　そのときだ。


    「奥おく間ま君！　いま禁止単語が聞こえたようだけど!?」


    　僕とアニーのもとに駆かけ寄ってきた華か城じよう先輩が、生徒会モードの表情で声を張り上げる。


    「皆さん落ち着いてください！　どうやら頭のおかしい賊が紛まぎれ込んでいたようです！　生徒会が責任をもって善ぜん導どう課に引き渡します！」


    　言うと、華城先輩はこちらに駆け寄りながら、鼓こ修す理りからパスされたロープとガムテープを受け取る。そして鬼の形ぎよう相そうでアニーに迫ると、


    「突然現れたかと思えば、いきなりなにをしてくれてるのかしら、このアホま●こは……っ！」


    　ストレートな罵ば倒とうを耳元で囁ささやき、僕からアニーを引きはがす。


    「ンフフ～？　シットは見苦しいデスネ～？　素直にプリーズチンポミーと言えばいいのデース」


    「……下半身に脳みそが搭載されてるような人といっしょにしないでくれるかしら……？」


    　ニヤニヤ顔で肩をすくめるアニーに、けれど華城先輩の表情はまるで赤鬼のようになり、


    「むぐぐ～!?」


    　一瞬でアニーの口を塞ふさぐと、次の瞬間にはぐるぐる巻きで地面に転がしていた。


    「もう安心です！　お騒がせしました！」


    　華城先輩は卒業生たちに頭を下げると、人ひと気けのない校舎の中へアニーをずるずると引きずっていく。生徒会役員としての立場もあるとはいえ、華城先輩、なんだか私し怨えんめいたものが混じっているような……。引っかかるものを感じながら僕もそれについていこうとしたところ、


    「奥間さん」


    　不ふ破わさんに後ろから服の裾すそを引っ張られる。


    「あの方を善導課に引き渡すということですが、生徒会役員としてわたしもごいっしょしてよろしいですか」


    「え？　えーと、その」


    　生徒会の一員ではあっても《ＳＯＸソツクス》の一員ではない不破さんの申し出。僕は内心の焦あせりを表に出さないよう注意しながら、


    「いや、こっちは大丈夫だから。不破さんは保護者や卒業生の人たちが不安がらないようフォローしてあげて」


    「……わかりました」


    　適当に理由をでっちあげると、不破さんは意外にも素直に頷うなずいてくれた。


    　僕はそれを少し不思議に思いながらも、アニーを引きずっていった華か城じよう先輩の後を追うことにすぐ意識を切り替える。


    「わたしは蚊か帳やの外のままですか……しかしまあ、それがあなた方の判断ならば」


    　どこか不満げな不ふ破わさんの声は、卒業式のざわめきにかき消されてよく聞こえなかった。


    



    　人ひと気けのない校舎をしばらく行くと、地面に転がされたアニーを華城先輩と鼓こ修す理り、それから早さ乙おと女め先輩が囲んでいた。


    「どうなってるのよ……」


    　口を塞ふさがれ簀す巻まきにされたままで「むぐぐ～」と懇こん願がんするようにこちらを見上げてくるアニーを踏みつけながら、華城先輩がぼやく。


    「私の携帯電話を奪ったわけでもないのに、ＰＭが作動しないなんて。それに時とき岡おか学園の制服なんてどこから手に入れたのかしら」


    　華城先輩は精神統一のためか、顔の横で両手をシコシコと動かすと、


    「とにかく、この子からはじっくりしっぽり話を聞く必要があるわ。鼓修理、早乙女先輩。卒業式の片付けが終わったら私たちもすぐ向かうから、この金色陰毛を喫茶店に連行しておいて」


    「了解っス！」


    「くふふ。ひん剝むいて思う存分スケッチしてやるのじゃ」


    「むぐぐ～っ！」


    　こうして。


    　アニーは春一番のような勢いで、再び僕たちの前に姿を現したのだった。
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    「あの方の毛はどこまで金色でしたか？」「教えてくださる気になったらいつでもどうぞ」などと隙すきを見つけては質問してくる不破さんをごまかしつつ、卒業式の片付けを速攻で終わらせ、僕と華城先輩は喫茶店へと急いだ。


    「つまり、狸たぬ吉きちが処しよ女じよを──じゃなくてケータイを奪ったときには既に、ほとんど解かい析せきが終わっていたということね？」


    　アニーの話を聞いた華城先輩がわざとらしく間違えながら確認をとる。


    「そうデース！　日本国内でのハッキングやＰＭの無効化、身分の偽ぎ装そうまで自由自在デース！」


    　ケーキを頰ほお張ばりながら、アニーが得意気に胸を張る。


    「アニー。一応ここ、普通の喫茶店としても営業してるから、声は控えめにね。あと、口にクリームついてるよ」


    　僕が指摘するとアニーは首を傾かしげ、


    「白いものを食べるときはガンシャの真ま似ねをするのがニッポンのテーブルマナーだと聞きマシタデス」


    　それはどっちかっていうとベッドマナーの類たぐいだね。


    「信じられんが、ＰＭの監視を無効化しておるのは確かなようじゃな。それは無制限かの？」


    　早さ乙おと女め先輩が興味深げに言う。


    　アニーは渾こん身しんのドヤ顔で、


    「あたりめーデース！　どっかのウルトラマ●コみたいな時間制限なんてありまセン！」


    　アニーはテーブルナプキンを手に取ると、早乙女先輩から受け取った鉛筆で「花よりちんぽ、朝飯前のおはようフェラ」と書き殴る。


    　禁止単語の筆記は発声と違って摘てき発はつまでに少し時間がかかるからまだ確信はもてないけれど、どうやらＰＭの監視を無効化できるのは発声に限らないらしい。この調子だと手でエロイラストを描かくことも可能なのだろう。


    「それだけじゃありまセン！　一度やったら後戻りできなくなるデスけど、ＰＭを完全停止して、一生善ぜん導どう課の追跡から逃のがれることもできちゃいマース！」


    　ＰＭを無理やり外したり壊そうとすると、その瞬間極小の発信器を打ち込まれ、即善導課に逮たい捕ほされてしまう。けれどアニーの手にかかればそれすら回避してＰＭの束そく縛ばくを無効化してしまえるという。ただし、ＰＭの完全停止は電子マネーの使用や身分証明も不可能になってしまうという点でリスクが大きいみたいだ。ＰＭを完全停止したが最後、日本社会から完全に孤立して生活することを余よ儀ぎなくされるという。


    　その信じられないアニーのＰＭ無効化技術がどこまで本当かはわからない。けれどアニーが好き勝手に禁止単語を喋しやべりまくっていることからして、ＰＭによる禁止単語の発声監視を無効化できることは間違いのない事実らしい。


    「？　綾あや女め様？　どうかしたっスか？」


    　鼓こ修す理りが不思議そうな声を上げる。見れば、アニーの対面に座る華か城じよう先輩がそわそわと落ち着かない様子でアニーをチラ見していた。


    「ええと、ちょっと質問なのだけど」


    　心なしか、華城先輩の瞳ひとみが期待に輝かがやいているような気がした。


    「そのＰＭ無効化って、アニーだけでなく、たとえば私にも適用できたりするのかしら」


    「もちろんデース！　一日中チンコ連呼しても問題ないデース！」


    「本当に!?」


    　ガタッ！　と華城先輩が立ちあがる。我慢しきれないというようにその口がもぞもぞと動く。


    「じゃあ！　早速私のＰＭも無効化して──」


    「ん～？　どうしよっかなデース」


    　アニーがニヤニヤと笑い、僕の肩にもたれかかる。


    「タヌキチをワタシにくれるなら、考えてあげてもいいデスヨ？」


    「……意味がわからないわね？」


    「Ｏｈオー……さてはあなた、頭が悪いデース」


    　華か城じよう先輩の額ひたいに青筋が走り、成熟して血管が浮き出たチンコのような面おも持もちになる。


    「タヌキチをワタシの専用肉バイブにしてくれたら、あなたはずーっと下ネタを言い続けることができるのデース」


    「……」


    　華城先輩が寒い日の金玉のように酷ひどく顔をしかめ、裸はだかの美女に囲まれた童どう貞ていのように目を泳がせる。


    「ほらほら～、どうなんデース」


    「アニー、ちょっと、当たってる、当たってるって！」


    　抱きついてくるアニーを押し返すも、アニーは一向に怯ひるまない。お、おっぱいの進しん撃げきが止められません！　まさに進撃の巨きよ乳にゆう。ウォール理性がいまにも陥かん落らくしそうである。


    　ドカン！


    　と、華城先輩がなにかを吹っ切るように机を叩たたく。


    「ふ、ふん！　ＰＭの無効化なんて一日三分で十分よ！　私の上の口は、下ネタへの誘惑なんかに絶対負けない！」
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    　まさにどの口が言うのか。あとそのセリフ、負けフラグですよ。


    「それは残念デース」


    　アニーが変わらずニヤニヤしながら、おっぱいを進しん撃げきさせたまま僕に耳打ちする。


    「本当は、確実に無効化できるの、外国人用ＰＭだけなのデース。ニッポンの人がつけてる正規のＰＭ無効化にはもう少し微調整が必要なのデース」


    　悪いた戯ずらが成功した子供のような笑え顔がおのアニーに僕は呆あきれかえる。


    　勘弁してくれアニー。


    　危あやうく僕、下ネタのために華か城じよう先輩に捨てられるところだったぞ？


    「大体あなた！　まだ慶けい介すけの息がかかってるんじゃないの!?　そんな相手との取引に応じるわけないでしょ！」


    　華城先輩がアニーを指さす。


    　アニーは「そういえば、まだそれについて話してなかったデスネ」と自身のＰＭを操作した。


    『──作戦が終了次第、連中は切り捨てだよ』


    　録音らしいその音声に、それまでダルーンとやる気なさげに腰かけていた鼓こ修す理りが不愉快そうに顔をしかめる。


    「この声……？」


    「そうデース。あなたのパパの声デース、オニガシラコスリサン？」


    　素す性じようを明かした覚えはないはずなのにと、鼓修理が警戒心剝むき出しでアニーを見み据すえる。


    「さっき言ったはずデスネ。日本国内へのハッキングも自由自在だと。ケースケの本ほん性しようもなにもかも、ついでにセーヘキも全部お見通しのスケスケデース」


    「あ、ありえないっス！」


    　鼓修理が叫ぶ。


    「パパがどれだけ厳重にセキュリティ構築してると思って──」


    「鼓修理。この子の技術がどれだけチートなのか、わかってるはずよ」


    　動揺する鼓修理を華城先輩が押しとどめる。


    「残念だわ。その頭脳が工学系情報系でなく生物系に向いていたなら、副作用なく感度だけ上げる媚び薬やくや粘ねん液えきを噴出する触しよく手しゆ、なんでもアリだったでしょうに」


    「バイブなら任せるデース！」


    「詳しく聞かせてもらえるかしら」


    「いやそれより！」


    　僕は逸それそうになる話を全力で修正にかかる。


    「つまりアニーは、あのとき僕が裏切った理由とかも全部──」


    「わかってマース」


    　アニーが僕の言葉を押しとどめる。


    「事情は全部わかってマス。タヌキチがあのときああするしかなかった理由も、そのうえで肉バイブ先生の作品を使ってメッセージを残してくれたことも……第三次ベビーブームを起こしてくれたのが《ＳＯＸソツクス》で、ワタシたちの味方だということも、全部デース」


    　ただし、とアニーが濡ぬれた瞳ひとみを近づけてくる。


    「タヌキチに裏切られたと思ったとき、ワタシとっても傷つきました。タヌキチには相応の慰い謝しや料りようを払う義務がありマース。百億万円デース。お金がないなら体で払うデース」


    「いやちょっと……」


    　白昼堂々迫ってくるアニーを押し返していると、対面から地鳴りのような声が届いた。


    「そこの盛さかった犬二匹。ちょっと待ちなさい」


    　華か城じよう先輩の目が据すわっていた。あの目はヤバイ。アナル開発したあげく、開発過程を全世界にバラまいてやるという顔だ。


    「アニーが私たちの事情を察してくれているとして、ならどうしてすぐ私たちとコンタクトをとらなかったの？　慶けい介すけの妨害があったにせよ、それだけのハッキング技術があるなら入国は難しくても連絡くらいできたはずでしょう？」


    　確かに華城先輩の言うとおり、アニーがこうしてまた僕たちと接触してくるまでには妙なタイムラグがある。


    「それは……」


    　するとアニーは言いづらそうに顔を伏せ、考え込むように沈黙してしまう。


    　言うか言うまいか、酷ひどく迷っているようだった。


    　けれどやがて、


    「ワタシ、一度はケースケに騙だまされて、完全に《ＳＯＸ》をぶっころすつもりデシタ。ですからゴメンナサイの意味も込めて、幾つか手て土産みやげを持ってくるつもりだったのデース」


    「手土産？」


    　刈り取った慶介の乳ち首くびかなにかだろうかと言げん外がいに訊たずねる。


    　けれど帰ってきた答えは、まったく思いも寄らないものだった。


    「地下国会図書館に眠るいっぱいのウスイホンと、そこの利用者データデース」


    「地下……国会図書館？」


    　国会図書館ならば国会議事堂の近くにある施設としてそれなりに有名ではあるが、地下国会図書館という聞き慣れない単語に、僕も華城先輩も眉まゆをひそめる。


    「はいデス。ケースケが言うには、これまでニッポンで出版されたすべてのウスイホンが保存されていて、ニッポンの有力者の最上の娯楽施設になってる極秘の場所だそうデース」


    　とんでもない話に華城先輩が目を剝むく。


    「それはつまり、国が管理するエロエロパラダイスってこと？」


    　なんでそんなにおっさんくさいセンスなんですか、華城先輩。


    「そのとおりデース」


    　その信じられない施設の存在を、アニーが肯こう定ていする。


    　日に本ほん村むらなんていう、世界の底知れない広さを痛感する場に放りこまれた経験のある僕ですら、日本国内にそんな施設があるなんて話はそうほいほい信じられない。


    　仮にそんな夢の施設が存在したとして、


    「利用者データなんてテロリストだけに好都合なものがあるとは思えないんだけど」


    「そうとは限らないわよ」


    　アニーより先に、華か城じよう先輩が僕の疑問に答えた。


    「エロの魅力に負けて一度でも施設を利用してしまえば、失脚を恐れて国の方針に逆らえなくなる。そういう意味で利用者データは卑ひ猥わいを規制しようとしてる連中にとっても都合がいいのよ」


    「確かにそうですけど……そんなハイリスクな施設、誰が利用するんですか」


    「ケースケの話だと、国会議員や大企業の社長、ゲーノージンなんかが五百人以上利用してたらしいデース」


    「は!?　五百!?」


    　とんでもない数字が出てきて、さらに現実味が薄れる。しかし華城先輩はむしろ「うんうん」と納得したように頷うなずき、


    「誰だって、エロの前にはリスクを無視してしまうということね。遥はるか昔、男たちはたとえウイルス感染の危険があってもエロサイトを飛び回り、近所の噂うわさになることも恐れずゴミ捨て場でエロ本を漁あさったと聞くわ。その延長ね」


    　酷ひどいたとえだけどなんだか納得してしまう話である。


    「それに、それだけの連中が利用者データなんてものに弱みを握られてたんなら、《エイチ禁止法》だの《ラブホスピタル》だの、無茶苦茶な話が持ち上がってきたのも納得だわ。まったく、よくも悪くも世の中はエロを中心に回っているのね」


    　華城先輩は肩をすくめてからアニーに向き直り、


    「それで、そんな素敵なデータがあるならぜひ欲しかったのだけど、『持ってくるつもりだった』ってことは、失敗したのね？」


    　アニーはしょんぼりとわかりやすくうな垂れる。


    「……ケースケはニッポン村の戦士を捨て駒ごまとして使って、地下国会図書館の利用者データを盗み、それと引き換えに図書館内のウスイホンのすべてを手にするつもりだったようデース。だからワタシたちはケースケに騙だまされたままのふりをして計画に従い利用者データと一部のウスイホンを入手、ケースケではなく《ＳＯＸソツクス》に届けるつもりだったのデス……けれど計画は失敗に終わりマシタ」


    「失敗って、どうなったの？」


    「……地下国会図書館に潜入したのは、ニッポン村の精せい鋭えい百人デース」


    　アニーの言葉を聞いて、僕の脳のう裏りには日に本ほん村むらで蠢うごめく筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの変態たちの姿が浮かぶ。


    　母さんほどではないにしろ、一人一人が凄すさまじい戦闘能力を誇る変態戦士たちだ。


    「それが一人残らず捕まったようなのデース。それも、図書館から脱出することもできずに」


    「まさか……」


    　ありえないと、僕は反射的に感じた。


    　あのイカれた変態たちの恐ろしさはお尻しりが覚えている。母さんが十人も二十人も待ち構えていたわけでもないだろうに、一人も逃げ切ることができなかったとは考えにくい。


    「もしかして、アニーたちの裏切りに気づいてた慶けい介すけにハメられたとか？」


    　僕の言葉に、アニーが「それはないデース」首を横に振った。


    「ケースケ本人も、善ぜん導どう課に連れていかれマシタ」


    「あのバカ親父、やっとお縄なわになったっスね！」


    　鼓こ修す理りがガッツポーズを決める。


    「おい、一人娘」


    　そのあんまりな態度に一応ツッコんでみるも、鼓修理は僕の言葉なんてまるで意に介さず、


    「大丈夫っスよ。どーせ有罪にはならないよう、決定的な証しよう拠こは残してないに決まってるっス。本当にヤバかったら、後継者が云うん々ぬんで鼓修理のとこに連絡こないわけないっスし」


    　鼓修理の予想にアニーは「残念デスガ、そのとおりデス」と同意する。


    「まあでも、念のために確認しとくっスかね。そこの金髪が本当に本当のこと言ってるか、確証はないっスし」


    　鼓修理がＰＭを操作しながら席を外す。


    「というわけで、ケースケの監視が緩ゆるんだ隙すきをついて再入国してきたデース。残念ながらこのＰＭ無効化とハッキングでしかサポートできないデスけど、これからワタシは《ＳＯＸソツクス》に全面服従デース。雌めす犬いぬサポーターデース」


    「……」


    　アニーの話を聞き終わり、僕は華か城じよう先輩に目配せした。


    　狐きつねの形にした両手を使い「ぐちゅぐちゅレロレロ」と音声付きでディープキスを再現しながら熟じゆつ考こうに沈んでいた華城先輩がこくんと頷うなずく。


    「ねぇアニー、その利用者データとやらだけれど」


    　華城先輩の瞳ひとみに、強い強い光が宿る。そのギラつき具合はオタサーの姫を囲むオナ禁一か月突破の童どう貞ていそのものだ。野や獣じゆうの眼光である。


    「第三次ベビーブームで政府への不信が増してるいま、もしそれが流出しちゃったりしたら、健全な社会を守るため～だとか嘯うそぶいてる体制側の連中はどうなるでしょうね？」


    「え？　それはモチロン、とんでもないことに……あの、まさか、え？　え？」


    　アニーが混乱しきった顔で僕と華か城じよう先輩を交互に見やる。


    　ちょうどそのとき、席を外していた鼓こ修す理りが戻ってきて、


    「あー、なんかマジだったっぽいっス。パパが連れていかれたの。しかもあのアホ親父、なんか結構ギリギリだったみたいで、まだしばらく出てこられないみたいっス。勘弁してほしいっスよ。捕まるなら鼓修理が一生生活に困らないくらいのお金を渡してからにしろっス」


    　ぶちぶちとろくでもないことを言いつつ華城先輩の隣に座る。その不機嫌そうな様子は一転、華城先輩に頭を撫なでられた途端「あへぇ」と幸せそうに弛し緩かんした。


    「ふむふむ。あの慶けい介すけがそこまで追い詰められて、日に本ほん村むらの精せい鋭えい百人が一いち網もう打だ尽じんにされるような警備か。なるほど、アニーの話は本当みたいね。国が管理する大量のエロ本と、その施設の利用者データ。公表されるとさぞ困るでしょうね。まったくそんな施設を隠し持ってるだなんて、表向きはエロを完全に否定してる点といい、この国は思春期の男子かって話よ！」


    　華城先輩がテンション高く拳こぶしを固め、下ネタテロリスト《ＳＯＸソツクス》のリーダー《雪せつ原げんの青あお》として宣言する。


    「春休みの目標が決まったわ。地下国会図書館とやらから利用者データを盗み出す。アニーのハッキング技術を使って金かね子こ玉たま子この強制放送を乗っ取り、自分たちだけエロ本を堪たん能のうしてきた連中の名前を全国に一斉配信してやるわ。名付けて〝裏ビデオ流出大作戦〟よ！」


    「ちょ、ちょっと待つデース！」


    　華城先輩の宣言にアニーが慌あわてて身を乗り出す。


    「話聞いてたデスカ!?　その耳はただの性感帯デスカ!?　ずっと戦争してきたニッポン村の変態紳士が全員、ヤられたデスヨ!?　とっても危険デース！」


    　アニーが言うとおり、それは確かに見み逃のがせない事実だ。


    　けれどいまの僕たちにはそれ以上に目を逸そらせない現実がある。


    　アンナ先輩をはじめとして、なにが正しいのかわからない現状に苦しんでいる人たちがたくさんいて、これからもっと増えようとしている。


    　それを一刻でも早く終息させることが、好き勝手にエロイラストをばらまきマ●コを連呼し下ネタテロに従事してきた僕たちの責任なのだ。


    「確かにハイリスク。そして私たちは日本村の戦士とやらと比べて遥はるかに卑ひ猥わい──もといひ弱でしょうね。いくら彼らより隠おん密みつ活動に慣れているとはいえ、危険すぎる賭かけだわ」


    「だったら、なんでデスカ……？」


    「それはもちろん、まだ見ぬエロ本が大量に保管されてるなんて聞いたら行くしかないでしょ！」


    「そっちかよ！」


    　僕が思わずツッコむと、華城先輩は「おっと、本音汁が」と涎よだれを拭ぬぐい、


    「こっちは学生の分ぶん際ざいで、健全まっしぐらなお堅い政府の方針を淫みだらにねじ曲げてやろうって腹なのよ？　……そう言うとなんか興奮するわね……とにかく、まともな手段、まともな判断なんか期待しないでちょうだい。現状を打破するには、中出し百連発くらいのリスクを負ってこそよ」


    「あ、頭がおかしいデース」


    「どうもありがとう。パンツ食べる？」


    　華か城じよう先輩が変装用のパンティーを机にぱさりと落とす。どういうことなの……。


    「ニッポンジン、未来に生きてマース……」


    　パンツを見下ろしながら呆ぼう然ぜんとするアニー。


    　いやあの、未来に生きてるのは日本人じゃなくて華城先輩だからね？　勘違いしないでね？


    「大体、なんで誰もアヤメに反論しねーデスか……どう考えてもこのリーダー、オナニーしすぎて頭とろけてマース」


    「誰がイボ付きバイブ依い存ぞん症しようよ！　名誉毀き損そんだわ！」


    　華城先輩の反論を無視したアニーは味方を探すように首を巡らせる。


    「せめてもっと準備を整える時間がいるデース！　あなたはそう思わないデスか？　ケースケのお子こ種だねサン！」


    　アニーが鼓こ修す理りに水を向ける。慎重な慶けい介すけの血筋を見込んでの指名だったのだろうけど、華城先輩信者である鼓修理はそれこそ快感に溺おぼれたような顔で、


    「綾あや女め様がそう決めたなら鼓修理は従うだけっス。むしろ綾女様の無む謀ぼうに巻き込まれるなんて、これ以上ないほど光栄っスよ～」


    「うーっ！」


    　アニーが駄々をこねるように唸うなりながら机をばしばし叩たたく。


    「みんな変デース！　失敗したらどうするデスか！　《ＳＯＸソツクス》が捕まったら、それこそ全部終わりデスネ！　どうしてそんなテキトーデスか！」


    「まあ、確かにそうなんじゃがなぁ」


    「！」


    　ようやく賛同者を得たとばかりに目を輝かがやかせたアニーが目をキラキラさせて早さ乙おと女め先輩の手をとる。


    「ニッポンのヨージョはやっぱり最高デスネ！　さあ、ワタシといっしょに頭のとろけたリーダーを説得するデス！」


    「それはできぬ相談じゃな」


    「？　日本語むつかしーデスネ？」


    　早乙女先輩の言葉に混乱したアニーが現実逃避気味に小首を傾かしげる。早乙女先輩はそれに構わず、


    「いまさらその程度のリスクで止まるような連中ではあるまい。なにより、わしはこういうバカを貫つらぬくこやつらを見ておるのが好きなんじゃもの」


    　それこそ外見年齢にぴったりな笑みを浮かべる早さ乙おと女め先輩。


    「ま、安心するのじゃアニー。こやつらにはわし特製の卑ひ猥わいなお守りをたくさんもたせてやるからの」


    　早乙女先輩に鼓こ修す理り。清すが々すがしいほど華か城じよう先輩を止める気のない二人に、アニーがぷるぷる震えながらこっちを向いた。


    「タ、タヌキチからも言ってやってクダサイ！　無む謀ぼうデース！」


    「あー、わかってるとは思うけどさ、アニー」


    　僕は自分を指さしながらアニーに笑いかけた。


    「僕は、たった一人で日に本ほん村むらに乗り込んだうえに、そこで服をほとんど脱ぎ捨てて走り回ってたようなやつだよ？」


    　アニーの顔に「あっ（察し）」という表情が浮かぶ。


    「僕も華城先輩と同意見。突入するなら、いましかないだろうね」


    　健全という価値観を押しつけ、たくさんの人を傷つけるいまの体制。


    　それを突き崩す千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスが目の前にある。


    　どれだけリスクが大きかろうが、それは躊ちゆう躇ちよする理由になりはしない。


    　昔からよく言うだろう。


    　据すえ膳ぜん食わぬは男の恥だと。


    「さて、ここで問題よ」


    　全員の意思を確認したところで華城先輩が口を開き、いやらしく笑いながらアニーに追い打ちをかける。


    「愛いとしの狸たぬ吉きちはこのままだとお馬ば鹿かにも死地に向かってまっしぐら。確実に金玉破は砕さい、略して玉ぎよく砕さいよ。けれどあなたが慶けい介すけから盗んでいるだろう諸もろ々もろの情報とハッキング技術があれば、善ぜん導どう課に捕まってＲ18拷ごう問もんを受ける可能性はぐんと減るわ」


    　それはまるで『ＰＭを無効化してほしければタヌキチを渡すデース』と迫ったアニーに対する意い趣しゆ返しのようで、


    「利用者データの奪だつ取しゆに、協力してくれるわよね？」


    「……やっぱり、ニッポンジンはクレイジーデース」


    　アニーが参ったとばかりに両手を上げた。


    「決まりね」


    　華城先輩が力強く笑い、静かに告げる。


    「きっとこれが最後、そして最大のテロになるでしょうね。第三次ベビーブームの余よ韻いんが残るタイミングでの利用者データの流出。アンナのように傷つく人たちをこれ以上増やさないためにも、このチャンスは絶対逃のがせないわ。〝裏ビデオ流出大作戦〟始動よ」


    　その目は迷いも恐れもなく、下ネタを自由に口にできる未来を見み据すえ、一年前を遥はるかに超える力を漲みなぎらせていた。


    



    　　　　　　●


    



    「卑ひ猥わいな表現を完全に禁止する。それを足がかりにすべての表現を管理する体制をつくり、昔のように国が情報と世論をうまく管理できる安定したシステムを構築する──それが父から受け継いだ私の目標だった。もう少しで実現できるはずだった」


    　錦にしきノの宮みや祀まつ影かげは執務室に集まった三人の男女を前にして、確認するように言った。


    　三人のうち二人は直立不動の姿勢で祀影の言葉に聞き入っていた。残る一人は背筋が曲がってはいるものの、ほか二人と同様真剣な眼まな差ざしで祀影の語る内容に耳を傾けている。


    「しかしそれも、第三次ベビーブームのおかげで見通しが立たなくなりつつある」


    　配偶者であるソフィア・錦ノ宮の暴走がそのきっかけになったことは、いま思い出しても悔くやまれる最悪の出来事だった。


    　しかしそのおかげで、妻であるソフィアや愛まな娘むすめのアンナとうまく縁を切る口実ができた。ソフィアは離婚についていまだに抵抗の姿勢を見せているが、テロリストに荷か担たんするようなデモを引き起こしたのだ。離婚成立も時間の問題である。


    　これで心置きなく、最後の策にこの身を投じることができる。


    「国民にいま一度、卑猥な表現を規制することの重要性を思い知らせなければならない。だが、政府への不信感が蔓まん延えんしているいま、生なま半はん可かな方策では逆効果だ。……したがって私は、この国の未来のため、後こう世せいにまで伝わる生き恥を晒さらさなければならない」


    　その身を犠ぎ牲せいにすることも厭いとわないという決意に満ちた祀影の眼差しに、三人は相応の敬意をもって応じる。


    「私が投とう獄ごくされたあと、私の意志を継ぐのは君たち三人だ。よい働きを期待している」


    「「「はっ」」」


    　三人は祀影の激励によく響く声を返し、うち二人は祀影最後の策を実現するための根回しへ向かうべく、頭を下げてから退室する。


    「……さて」


    　二人が出ていったあと、祀影は残った一人に向けて口を開いた。


    「少々別件になるが……ソフィアとアンナはどのような様子だ、藻みず女くめ？」


    　水を向けられたその女性──藻女は祀影に恭うやうやしく頭を垂れてから、


    「ソフィア様はいまだ離婚を切り出された理由に納得しておらず、アンナ様も想像妊にん娠しんによる精神的なショックがまだ癒いえきっていないご様子」


    　右目が赤布で覆おおわれた、その整った顔を祀影に向ける。


    「しかしご安心を。ソフィア様の説得はもちろんのこと、忌いま忌ましい《ＳＯＸソツクス》の仕掛けたベビーブームにあてられ想像妊にん娠しんなどという凶事に見舞われてしまったアンナ様のケアも、妾わらわが完かん璧ぺきにこなしてみせるでありんす」


    「うむ」


    　ソフィアと直接顔を合わせればなにをされるかわかったものではないし、ソフィアから詳しく話を聞くことさえ許されなかったアンナのデリケートな問題など、祀まつ影かげにはどう対処すべきか正直まるでわからなかった。


    「ご家族のことは妾に任せ、祀影様は国の未来のため、その尊とうとい御お志こころざしのため、後こう顧こを憂うれうことなく全力で準備を推し進めくださいなんし」


    　だからいまは家族のことを妻娘と同性である後こう身しんに任せ、大局を見み据すえた仕事に集中すべきだと祀影は考えていた。


    「ほかにも仕事がある中で面倒をかけるが、引き続き、よろしく頼むぞ」


    「御ぎよ意いに」


    　藻みず女くめは祀影のささやかなねぎらいに感激したように頭を下げ、執務室をあとにした。


    



    　　　　　　●


    



    「あああああああああっ！」


    　祀影の執務室から退室し、地下深くの根ね城じろに戻った直後、藻女は気がふれたかのように絶叫し、ストレスをぶつけるように頭を搔かき毟むしった。


    「お望みどおり、卑ひ猥わいの規制をもっと加速させてやるでありんすよ……それこそ祀影様の望む以上の成果を……誰にも止められないほどに、歯止めが利かなくなるほどに……っ！」


    　そうして自分の中で荒れ回る感情をあらかた吐き出したのち、


    「……ふぅ」


    　彼女はお気に入りのオカズを持ち出し、自みずからの下半身をいろいろな意味で慰なぐさめるのだった。

  


  
    



    　第二章　貸し出し禁止マークに漂ただようそこはかとないエロス


    



    　アニー襲しゆう来らいから数日後。


    　準備を整えた僕たちは、国会図書館が休館となる日の深夜、闇やみに紛まぎれて行動していた。


    「あれが国会図書館……思ったより全然普通の建物だぜ。あそこの地下に、ねぇ」


    　パンツをかぶって顔を隠したゆとりが、本当にあの建物の下に大量のエロ本が眠っているのかと疑うような声こわ音ねで呟つぶやく。


    　下半身を露出してもそうそうバレないだろう闇の中、僕たち《ＳＯＸソツクス》は物陰に身を潜ひそめて言葉を交わす。


    「当たり前よ。いかにも『エロいです』なんて見た目をしてるはずがないでしょ。つまりあの国会図書館は清せい楚そ系けいビッチ！」


    　ゆとりと同じくパンツで顔を隠し《雪せつ原げんの青あお》と化した華か城じよう先輩が堂々と言い放つ。


    　その腕には、亀き頭とうのようなシルエットを闇に浮かべる鼓こ修す理りがまとわりつき、


    「さすがは綾あや女め様っス！　後こう世せいに残すべき素晴らしいたとえっスよ！」


    　本気なのか脊せき髄ずい反射のおべっかなのか、あまりにも感覚のズレた賛辞を先輩に送る。


    　みんなと同様にパンツで顔を隠し、動きやすさ優先の黒っぽい服装に身を包んだ僕は、国会図書館の反対側にある建物を振り返っていた。


    　ライトアップされて夜の闇やみに浮かび上がるのは、首都にそびえる国会議事堂。


    　僕の父さん、奥おく間ま善ぜん十じゆう郎ろうが最後の力を振り絞ってコンドームをばらまき、そして捕まった建物だ。


    　直接見るのは初めてだと思いぼんやり眺めていたのだけど、


    「さてそれじゃあ、〝裏ビデオ流出大作戦〟の役割を再確認するわよ」


    　作戦の最終チェックを始めた華か城じよう先輩の声に引き戻される。


    　僕たちは物陰で輪を組んで、声を潜ひそめる。


    「まずアニー」


    『はいデース』


    　ＰＭからアニーの声が届く。


    　彼女は現在、第一清せい麗れい指定都市内の高級マンションに引きこもり、大量のマシンに囲まれている状態だ。華城先輩が作戦実行を決断したあの日から必要な情報の収集と整理、サポート体制の構築に全力を尽くしてくれたらしく、昨日きのう食べ物を運んであげた際には室内から高級マンションにあるまじき異臭が漂ただよっていた。ちょっと興奮した。テヘ。


    「アニーには利用者データが保管されている最さい奥おう部ぶまでのナビと、警備システムの無効化をお願いするわ」


    『了解デース！　ばっちりサポートシマス！』


    　アニーはこの場にいる全員とＰＭを繫つないでいて、僕が日に本ほん村むらに行ったときほどの精度ではないものの、音声と映像で僕たちの様子をある程度把握できるようになっている。アニーの声は各おの々おののＰＭから漏もれ聞こえたりしない設定になっていて、万が一館内ではぐれても、それぞれがアニーのナビに従って動ける状態だ。


    『ただ、気をつけてクダサイ。館内の地図やトラップについてはケースケが長い時間をかけて収集したデータとハッキングして盗み出したものを照らし合わせてありマス。けど、ヘンタイ紳士百人の潜入を警戒して新しい罠わなを仕掛けていたり、利用者データの隠し場所を変えている場合もありマス。ただでさえ中は迷宮みたいデスから、慎重に動いてクダサイ』


    　アニーの忠告に華城先輩が頷うなずき、「次はゆとり」と話を続ける。


    「ゆとりの役目はとにかく逃げ切ることよ。利用者データを入手できた暁あかつきには、それを持ってなにがなんでも図書館から脱出すること。誰かが捕まっても、データさえ持ち出せれば私たちの勝ちなんだから」


    「……了解だぜ」


    　場合によっては僕たちを見捨てろという華城先輩の作戦にゆとりは不満そうだ。けど変態戦士百人がどうやら利用者データを手にした帰り道にやられたらしいとアニーが言うからには当然の処置だろう。


    　僕たちがこうして少人数で潜入することを決めたのも、隠おん密みつ行動と逃走のしやすさを優先したからにほかならない。


    「そんな嫌そうな顔しないの。もし誰かが捕まっても利用者データさえ公おおやけにしてしまえば、私たちの勝ちなのよ。いまこそ頑かたくなに成長を拒んできたおっぱいへの恨みを速さに転換すべきときよ」


    「余計なお世話だぜ！」


    「さて、続いて狸たぬ吉きち」


    　憤ふん慨がいするゆとりをさらっと無視して華か城じよう先輩が僕を見る。


    「あなたはその全身亀き頭とうのような敏感さを利用して、周囲を探る役目よ。アニーが無効化できるのは機械的な警備だけだから。それ以外は全部狸吉に任せるわ」


    「わかりました」


    「最後に、鼓こ修す理り」


    「はいっス！」


    　華城先輩に見つめられ、鼓修理が嬌きよう声せいめいた返事をする。おいうるさいぞ。青あお姦かんだと思われるだろうが。


    「あなたにはイレギュラーへの対応を頼むわ」


    「綾あや女め様のご命令とあれば全力で！」


    　イレギュラーとは、内部に潜ひそんでいるであろう何者かの存在だ。


    　いくら規制体制の急所となりうる重要施設とはいえ、慶けい介すけが満まんを持じして立案した作戦に変態戦士百人が挑いどんで全ぜん滅めつしたのだ。単純に警備が厳しかっただけとは思えない。


    　母さんやアンナ先輩ほどとは言わないまでも、なにかしら凶悪な人物が卑ひ劣れつな策略を巡らせて待ち構えているのではないかというのがアニーと華城先輩の見解だった。


    　そこで選出されたのが鼓修理である。まさに蛇じやの道は蛇へび。


    　Ｍ豚はほかのＭ豚がなにをしてほしいのかわかるがゆえに最良のＳになる資質を秘めているという。その法則に従い、内部に潜む邪悪ななにかの策略を読むために鼓修理を投入したというわけだ。


    　ちなみにこの法則を応用すると、ネット上でモテる女の子とは本物の女の子ではなく女の子に扮ふんしたおっさんということになる。おっさんは男のツボを心得ているがゆえに、誰よりも魅力的な女の子を演じることができるのである。


    「それと、エロ図書館内部の人間相手にどこまで通用するかわからないけど──」


    　言いつつ華城先輩が懐ふところからイラストを取りだす。僕たちもそれに従いイラストを確認した。男性用女性用、それから異常性せい癖へき者しや用と多種多様なイラストの数々。


    「お留守番している早さ乙おと女め先輩のお守りもあるわ。いざというときはこれを囮おとりに逃げるのよ」


    　そして華城先輩は「全員、着信音なんかが響かないようＰＭの設定を最終確認して」と僕たちを見まわす。


    　僕たちが設定確認を終えて再び顔を上げると、華か城じよう先輩はパンツの奥の瞳ひとみをギラギラと燃やして僕たちを見返した。


    「なにが待ち受けているかはわからない。正直、風俗で童どう貞ていを捨てようとしている大学生並みに緊張しているわ」


    　それでも、と華城先輩は続ける。


    「突き進む。卵らん子しを目指す精せい子しのように。体制にトドメを刺すわよ」


    　華城先輩を中心に円陣を組み、それぞれが小さく「おうっ」と応こたえる。


    　さあいざ国の恥ち部ぶへ潜入だと円陣を解いたそのときだった。


    「ひゃあっ!?」


    　ゆとりを挟んで僕の右隣に位置していた華城先輩が甲かん高だかい悲鳴を上げた。


    　僕の右手人差し指が少し触れてしまった脇腹辺りを押さえ、キッ！　とこちらを責めるように睨にらみ付けてくる。「ど、どさくさに紛まぎれて」と漏もらすその顔は、暗がりでもわかるくらいに赤い。


    　そのリアクションにこっちまで顔が赤くなり、僕はそっぽを向いて立ち尽くした。


    「………………………………………………………………先が思いやられるぜ。ケッ」


    　ゆとりの言葉が耳に痛かった。
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    「立派なもんっスねぇ」


    　国会図書館内に整然と並ぶ本棚を見上げ、鼓こ修す理りが呟つぶやいた。


    「鼓修理、声は抑えてね。そう遠くないとこに、警備員の気配がするし」


    　アニーの情報提供とチートなハッキング技術によって簡単に潜入できているように思えるけれど、実際はかなり厳重な警備の隙すき間まを縫ぬっているギリギリの綱渡りなのだ。


    　油断していればどこで足下をすくわれるかわからない。


    　なので口ではそう注意するのだけど、内心では僕も鼓修理と同じ感想を抱いだいていた。


    　赤い光だけがぼんやりと足下を照らす国会図書館内部。薄うす闇やみの中でも広大な敷地内に詰め込まれた蔵書の多さが見て取れる。これだけきちんと管理された国の建物の地下に、まさか大量のエロ本が眠っているなどとは誰も思わないだろう。それも政財界を問わず国の有力者が主導して運営、利用しているだなんて。


    「暗闇の中で『声を抑えて』なんて、セクハラよ狸たぬ吉きち」


    「いいから黙って進んでくださいって！　視界がよくないから、急に速度を変えられるとぶつかりそうになるんですっ」


    　無声音でツッコむと、先を行く華か城じよう先輩がびくんと肩を揺らす。


    「ちょっ、や、やめてよね！　そうやって言い訳しつつ、狸たぬ吉きちの先端を後ろからぶつけるつもりでしょ!?」


    「や、やるわけないじゃないですか！」


    　ネタではなく本気で言っているらしい華城先輩にこちらも声が裏返る。


    「サイテーだわ……よく戦友に背後から掘られるほどの衝しよう撃げきって言うけれど、まさにそれね」


    　それを言うなら後ろから撃たれるだろうがと思いながらも、これ以上話を続けても泥沼化しそうだと口をつぐむ。こんなくだらない猥わい談だんが原因で警備員に見つかったりしたらシャレにならない。


    　ああ、鼓こ修す理りに選んでもらったイヤリング、渡す決心がつくのだろうか。


    　心の中で嘆たん息そくしながらも、周囲に予想外の警備が展開されていないか意識を集中させる。


    　と、背後で不ふ穏おんな空気が発生していることに気づいて僕は振り返った。


    「ああああああああっ、イライラするぜえええええっ」


    　そこには、濁にごったうめき声を上げながら悶もん絶ぜつしているゆとりの姿があった。


    「ど、どうしたのゆとり、なんか邪じや神しんみたいになってるけど……」


    「いいからさっさと行けだずええええええっ」


    　余計なことを言ったら股こ間かんを蹴けり殺される。そう直感して僕は前を向いた。


    　な、なにをそんなにイライラしているのだろうか。女の子の日かな？


    　ちなみに男が下半身を慰なぐさめたときに出る精せい液えきは〝白い生理〟とも呼ばれ、定期的に排出しないとイライラの代わりにムラムラしちゃうから男の子は要注意なんだぞ☆


    　どうでもいいことを考えているうちに、僕たちは本来図書館職員しか入ることのできない書庫にまで歩を進めていた。


    「あったわ。これね」


    　華城先輩が確認するように言う。その前方には書庫内のほかの本棚と比べても特になんの変へん哲てつもない本棚があった。


    『それデース。いまから言うとおりにアツイホンの場所を入れ替えてクダサイ。ヘンタイ紳士たちが潜入したときより複雑なキーになってますし、間違えると終わりみたいなので、気をつけてクダサイ』


    「わかったわ。──〝ああ、抜かないで、もっとちょうだい〟〝早く挿いれてぇ、待ちきれないのぉ〟〝らめぇ、そんな激しく〟」


    　華城先輩が裏声でぼそぼそ呟つぶやきながら本棚から本を抜いたり差し入れたりを繰り返す。頭が腐っているのかな？


    　ガコン。


    　華城先輩が本棚で演じる一人乱交パーティが一段落したころ。


    　本棚がわずかな音を立ててスライドし、地下への入り口が開かれる。


    「それじゃあ、行くわよ」


    　ぽっかりと開いた地下への階段を、華か城じよう先輩が躊躇ためらうことなく下りていく。僕たちもその背中に引っ張られるように、続けて地下への階段を下りた。


    　最後尾の鼓こ修す理りが地下へ下りて少ししたあと、本棚がスライドして入り口が閉じる。帰りは内側からボタン一つで開くらしいが、それでも帰り道を塞ふさがれたような閉へい塞そく感かんに緊張が増す。


    　潜入は、ここからが本番だ。


    



    　地下という響きから、てっきり地下国会図書館は興奮した女性器のようにジメジメとした雰ふん囲い気きなのかもしれないと予想していた。


    　けれど内部は地上の国会図書館と同じく綺き麗れいな作りになっていて、蛍けい光こう灯とうに照らされた白い壁は思わず背筋が伸びムスコが萎なえてしまいそうなほど清潔だった。イカ臭さなど微み塵じんもない。


    　まあ、各界のＶＩＰ御ご用よう達たしのうえにエロ本を保存しているというのだから、空調などもしっかり稼か働どうさせ保存状態に気を遣っているのは当たり前の話だ。かつての漢おとこたちがやむにやまれずビニールに巻いて地面に埋めるなどしてエロ本を隠し抜いたのとはわけが違う。


    　ここは日本の有力者が自分たちだけエロ資源を楽しめるよう作り上げた、堂々たる違法施設なのだ。


    「ふわぁ」


    　地下へ下りてしばらく進んだころ。少し開けた空間に並ぶ図書の数々を見て、華城先輩が歓声を上げた。


    　どうやら地下国会図書館の最も浅い部分にあたるらしいその場所には仰ぎよう々ぎようしいゲートが設置されていた。けれどアニーの工作によって機能不全に陥っているそれを華城先輩は容易たやすく通り抜け、〝蔵書案内〟と題された掲示板の前でくるくると踊り回った。


    「す、凄すごいわ！　なにこれ！」


    〝蔵書案内〟にはどのフロアにどんなジャンルのエロ本がどのくらい保存されているのか大おお雑ざつ把ぱに示されていた。地図としては役に立ちそうにないが、眺めているだけでチンコが勃たちそうだ。


    　それによると三次元から二次元、男性向け女性向け関係なく雑誌や単行本はほぼ網もう羅らしているようで、なかには学術的な視点で書かれた専門書もある。驚いたことにかつて首都で開催されていたコミケというイベントで個人が販売していたエロ同人まで一部収集しているらしい。


    　案内板には各ジャンルを代表する蔵書が試し読みとして付随しており、華城先輩にならって僕たちもその中身を読んでみる。


    「噓うそでしょ……」


    　最早愕がく然ぜんとした様子で華城先輩がエロ本を凝ぎよう視しする。


    「このレベルのエロ本が、何千冊も秘ひ密みつ裏りに保管されてるっていうの……？」


    　地下国会図書館の概がい要ようについては事前にアニーから聞いていた。けれどまさか、実際目まの当たりにしているのにその存在を信じられなくなるとは思わなかった。


    　それほどまでに、地下国会図書館のエロ本の質、量はとんでもないものだったのだ。谷や津つヶが森もりのエロ本や日に本ほん村むらのエロドージンを上回り、ひと目見ただけで絶頂に達することを可能にする早さ乙おと女め先輩の作品に匹ひつ敵てきするほどの宝の山。


    　もしそのエロさに数値をつけるとしたら、谷津ヶ森のエロ本が千シコレル、早乙女先輩のエロイラストが二千シコレル。地下国会図書館の蔵書が千九百シコレルといったところか。早乙女先輩のエロイラストがわずかにチンピク度で上回るものの、保管されているだろう蔵書の数や種類は早乙女先輩が一生涯に生み出せるエロを遥はるかに超えるだろう。多様性にあふれたエロ。その価値は計り知れない。


    　育成法がある中でこれだけの蔵書量。隠いん蔽ぺいには相当気を遣っていたはずだ。


    　それこそ慶けい介すけのように特殊な立場やコネ、アニーみたいな反則気味のハッキング技術がなければ、その存在に勘づくことさえできなかっただろう。


    「ぎゃああっ!?」


    　華か城じよう先輩が突然悲鳴をあげた。


    　何事かと近寄ると、華城先輩は顔を覆おおった両手の隙すき間まからある一点を凝ぎよう視しして顔を真っ赤かにしている。そこにあったのは『サンプル動画』と可愛らしいポップの張られたパネルで、


    「う、うわっ!?」


    　パネルに映しだされたその動画を見て、僕は思わず股こ間かんを押さえた。


    　そこで再生されていたのは最早伝説の中でのみ存在が語り継がれる幻まぼろしの一品、三次元のアダルトビデオだったのだ。それこそ「床とこ上じよ手うずな処しよ女じよ」「巨きよ根こんショタ」「感度の高い巨きよ乳にゆう」「連戦可能な絶ぜつ倫りんチンポ」と並ぶ空想上の存在……だと思っていたそれが、いままさに目の前で再生されている。


    　サンプル動画は一分も経たたないうちに終了してしまう。


    　しかしその一分足らずの動画は僕たち四人の思考を完全に吹き飛ばし、『ニッポンの人はチンゲーの処理しないデスカ？』というアニーの発言に誰もツッコミを入れない。


    　そして気づいたときには僕の指が勝手に動画再生ボタンへ伸びており、


    「ちょっ、ダメ！　これはダメよ！」


    　華城先輩に止められた。


    「こ、こんなの十八禁どころじゃないわ！　百八十禁レベルよ！」


    　確かに。これはもう二千シコレルとかそういうレベルではない。


    　見ただけで我慢汁が我慢できなくなるレベルだ。


    　華城先輩は大きく深呼吸すると、気合いを入れ直すように「セルフスパンキング！」と自分のお尻しりを叩たたく。ほっぺ叩いてくれませんかねぇ。


    　そうして改めて僕たちを振り返ると、


    「ちょっとこれは、本気でシャレにならないわね」


    　その瞳ひとみは怒りに燃えていた。


    「こんだけのもんを隠し持っておいて、なーにが《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》よ！　アンナだけじゃない、その偽ぎ善ぜんのためにどれだけの人が苦しんでると思っているの！　利用者データに名前が挙がってる連中のチンコ切り取って〝これが噓うそつき偽善者のオナニーチンポです〟ってタイトルの万国博覧会を開いてやるわ！」


    　わけのわからないことを喚わめいて、いまだ呆ぼう然ぜんとする僕たちを先導するように歩きだす。


    「行くわよ！　絶対に利用者データを奪い取ってやるわ！」


    　アニーのナビ、それから気合い十分の華か城じよう先輩に従いながら、僕たちはダンジョンのように入り組む地下国会図書館を奥へ奥へと下りていった。


    



    　　　　　　●


    



    「なにこれ……なぞなぞ？」


    　華城先輩が立ち止まり、首を傾かしげた。


    「アニー、本当にこのルートで合ってるの？」


    『間違いないデース。ほかにもルートはたくさんあるデスけど、警備の人がいっぱいで危ないデース。その道が警備の穴デース』


    　警備にも穴はあるんだよなぁ。


    「でもこれ、行き止まりよ？」


    　華城先輩の視線の先には「上級者用コース」と書かれた扉とびらがあるのだけど、未成熟ま●このようにぴったり閉じているうえに鍵かぎ穴あながない。


    　しかもなにやら扉にはゲームセンターのアーケード台のようなものが設置されていて、画面には『彼氏に会いたくなればなるほど震えるものはなーんだ？』と表示されている。バイブだろ、簡単だよ。


    　しかしこれはあからさまに「扉を開けるには問題に答えろ」という雰ふん囲い気きがぷんぷんしていて怪しすぎる。


    『んー、マップによればそこはなにもないハズですし、ハッキングした限りなにか仕掛けがある感じでもないデース。アヤメ、オナニーしすぎで頭チカチカ幻まぼろし見えてないデスか？』


    「し、知らないわよそんなの！」


    「綾あや女め様をバカにするなっス！　ちゃんと目の前に頭の悪い扉があるんっスよ！」


    　華城先輩と鼓こ修す理りが反論すると、アニーが再び熟じゆつ考こうし、


    『もしかすると、本来のネットワークとは独立したセキュリティなのかもデース。……ちょっと待ってクダサイ』


    　アニーがしばし沈黙し、やがて『Ｏｈオー……』と沈ちん鬱うつな声を漏もらした。


    『ある程度の深さまで潜もぐったところに、本来のネットワークから切り離された層が広がってるみたいデース。たぶん、どのルートを通っても途中で似たような壁にぶつかりマース』


    　外部からのハッキングを想定しているのか？　と訝いぶかしむも、それにしてはふざけたセキュリティだ。しかも上級者向けって……利用者の間に変態的序列でもあるのだろうか。なんかちょっと対抗心が湧わいてきたぞ。ムラムラ。


    『渡しておいた電波探知機はありマスカ？』


    　アニーに促うながされ、僕たちはそれぞれ小型の機械を取りだした。……ちょっと華か城じよう先輩、いまパンツの中から取りだしませんでした？


    『それで調べてみてクダサイ。扉とびらを破は瓜かしたときに警備へ連絡がイったりしないかどうか、わかるはずデース』


    　言われて僕らはアーケード台を調べてみる。この電波探知機は華城先輩のケータイを見つけ出した装置の応用らしく、信しん憑ぴよう性せいは不明だが一応の目安にはなりそうだった。


    「反応はないみたいだぜ」


    『では問題を解いて先に進むデース』


    「……どのみち、進むしかないものね」


    　華城先輩が先ほどの問題を見下ろし「バ・イ・ブ」とわざわざ口に出して迷わず答えを入力する。途端、画面に『正解！』の文字が躍り、次の問題が出題される。


    『第二問　Ｈになればなるほど硬くなる棒ってなーんだ？』


    「あ、この問題《捕ほ乳にゆう類》のやつらが言ってた古典的な引っかけ問題だぜ。正解は鉛筆。芯しんの硬さをあらわす記号が──」


    「なに言ってるの。チンコしかないじゃないの、こんなの」


    　ゆとりの発言をばっさり切り捨てた華城先輩が、ほとんど迷うことなく解答を入力する。画面が『正解！』と光り輝かがやく。


    「……問題作ったやつもだけど、うちのリーダーも大概頭がおかしいぜ……」


    　ゆとりが戦せん慄りつするように言う。え？　これわかったら頭おかしいの？　だってチンポ硬くなるじゃん。常識だよ？　むしろなんで鉛筆が正解なの？


    『第三問　男性器の善し悪あしについて語る会議をなんという？』


    「はいはいチンポジウムチンポジウム、と」


    　次々正解していく華城先輩。


    　だがその動きがピタリと止まり、困ったようにこちらを振り返る。


    　まさか、華城先輩でも解けない問題だと!?


    　慌あわてて画面を覗のぞきこむと、


    『第四問　ゴリラの平均ペニスサイズは（もちろん膨ぼう張ちよう時じ）？』


    　画面には問題だけでなく選択肢も用意されていたが、一センチから三十センチまで三十もの選択肢があり、運に任せることもできない様子。


    『ちょっと調べてみマース。たぶん、ニッポン以外のネットで検索をかければ……』


    　アニーがそう告げるが、できる限り早く進むため、僕たちのほうでも議論を進める。


    「ええと、ゴリラよね？　ねえ狸たぬ吉きち。轟ごう力りき先輩はどうだった？」


    「知るかぁ！」


    　さも僕が知っていて当たり前かのように訊きくな！　しかも膨張時！


    「ゴリラだものね……あの体格だし、やっぱり三十センチくらいは……」


    　華か城じよう先輩が顎あごに手を当てて熟じゆつ考こうに入る。しかしそのときだ。


    「……三センチだぜ」


    「「「え？」」」


    　蚊かの鳴くような、けれどはっきりと言ったゆとりが選択肢をタッチする。


    　アニーが一足遅れて『わかったデース！　三センチデース！』と答えを検索してくるのと同時に、画面で『正解！』の文字が躍る。画面を操作したきり、なぜか気まずそうに僕たちのほうを見ようともしないゆとりの態度に僕たちが戸惑っているうちに画面は切り替わり、『最終問題！』と表示される。


    　かくして表示されたのはこれまでと打って変わって色とりどりの画像。


    　それがなんなのか一瞬わからなかったが、


    『最終問題　次の画像は可愛い動物たちのたくましいペニスです。それぞれどの画像がどの動物のものか、選択肢から選んでください』


    　表示された問題文を見てようやく画像の意味がわかる。


    　そして同時に絶望的な気分に陥おちいった。華城先輩もここにきてようやく焦あせりに顔を歪ゆがませる。


    　選択肢にある動物は「イヌ、ネコ、ウシ、クマ、サル、ブタ、シカ、ヘビ、トカゲ、ウマ」と十種類にもおよび、画像は二十枚以上ある。消去法が使えないのだ。


    　そのうえ一つ一つ答えていくのではなく、画像と対応する動物をすべて繫つないだうえで解答とする形式らしく、さきほどの三センチゴリラ以上に運には頼れない。


    「さすが、国の最高機密のセキュリティはレベルが違うわね……いったん引き返すべきかしら」


    　華城先輩がほとんど即決といっていい速度で撤退を提案する。


    　当たり前だ。


    　いくらなんでもこれは、ただでさえ性知識収集にハンデのある僕たちには難しい。それこそこの図書館を日常的に使用しているような人でないと突破は困難だろう。


    『これはさすがにネットで調べるのも時間かかるデース』


    　反則級の手札であるアニーも半ばお手上げらしい。これは本格的に一時撤退しかないのかという雰ふん囲い気きが場を満たしていた。


    　そのときだ。


    「……三番の画像、そのネジネジしたやつ、ブタだぜ」


    「「「え？」」」


    　またしても控えめに告げられたその声に、僕たちは絶頂直後のように放心した顔で振り返る。


    「……あと、十八番の画像、二股またのやつがヘビ。七番の二股イボイボがトカゲだぜ」


    「え、ええと」


    　華か城じよう先輩が言われたとおりに画像と動物名を繫つなぐも、その動きがもたもたしているように見えたのか、再びゆとりが台の前に立ち、迷うことなく画面を操作する。


    「このでっかいエノキみたいのがウマ……トゲトゲのかえし付きがネコ……根元がちょい膨ふくらんだのがイヌで……」


    　僕たちが呆あつ気けにとられる中、ゆとりは確認するように呟つぶやきながら操作を続け、


    『大正解！』


    　見事に扉とびらを開いてみせた。


    「「「……」」」


    「な、なんだぜその目！」


    　なんと声をかければいいのか、はたして最初に口を開いたのは華城先輩だった。


    「……ペニスマスター」


    「おい！　それもしかして、あたしのことじゃねーだろうな！」


    　ぼそっと告げられた自分の異い名みようにゆとりが憤ふん慨がいした様子で反論する。


    「ペニスマスターのおかげで無事に難関を突破できたわ。深く感謝します」


    　華城先輩が敬語まで使い出し、「ははーっ」と五ご体たい投とう地ちの姿勢を見せる。僕と鼓こ修す理りもそれに従う。


    「や、やめろ！　あたしをそんなふうに呼ぶなだぜ！」


    　ゆとりが半泣きになったあたりで悪ふざけをやめ、僕たちは先に進む。


    「ところで、なんでわかったの？」


    　鼓修理よりも後ろに下がって顔を真っ赤かにしてうつむいてしまったゆとりに追い打ち──じゃなくて好奇心から訊きいてみる。


    　ゆとりの家は酪らく農のうを営んでいて、そのせいかゆとりは動物に関する知識が豊富だ。ウシやブタなんかのペニスについて知っていてもおかしくはないだろう。


    　けれど、その他野生動物についてはどこで情報を入手したのか。


    　ゆとりはしばらく黙秘を貫つらぬいていたが、やがて、


    「……昔、親に訊きまくって……」


    　蚊かの鳴くような声で言った。


    「それだけ？」


    「……トカゲとかは……捕まえて……自分で調べてみた……」


    　ペニスマスターはいまにも破裂しそうなくらい顔を真っ赤かにしてそれきり喋しやべらなくなってしまった。満足です。


    「……お前、結構なゲス野や郎ろうっスね……」


    　鼓こ修す理りがドン引きした様子で呟つぶやく。鼓修理にだけは言われたくないんですけど。


    　一応弁明しておくと、男は性的な欲求と好奇心が結びつくと結構アレな感じになってしまうのです。はわわ、恐ろしいのです。こんな悲劇が繰り返されないためにも、しっかりした性教育は必要不可欠なのです。


    



    　そうして、何本かの分かれ道をアニーのナビに従って進んでしばらくしたときだった。


    「こ、これは……っ！」


    　一際大きな空間に出た僕たちを待っていたのは、この世のものとは思えない光景だった。


    　視界を埋め尽くすのは、背表紙だけでそのいかがわしさが想像できるエロ本のぎっしり詰まった本棚。それは天井にぴたりとくっつくほどの高さでエリア内を埋め尽くし、僕たちの行く手を物理的に遮る迷宮のような様相を呈ていしていた。同時に、本棚にぎっしり詰まった歴史的お宝の数々は僕たちを精神的にも足止めしようとピンク色のオーラを放っている。


    　こ、ここが楽園か……っ！


    　そう叫んでエロ本の山に埋もれたい衝しよう動どうに駆かられながら、僕は必死に自分を抑える。


    「──なんて我慢できるわけないわ！　ええい、もう辛抱たまらん！」


    　しかして真っ先に本能のまま動き始めたのは悲しいかな、我らがリーダー華か城じよう先輩だった。


    「うぇへへへへっ！」


    　だらしない顔で華城先輩がエロ本を開く。


    　どうやらここはエロマンガエリアらしく、所狭しと並んだ本棚にはあらゆる雑誌が刊行順に、あらゆる単行本が作家別にまとめられている。


    「おいバカども！　さっさと先に行くんだぜ！」


    「「はっ!?」」


    　スパーン！　とゆとりに頭を叩たたかれて我に返る。


    　あ、あれ？　僕はいつの間にエロ本を開いて……。


    「先に行くって言われても……」


    　エロ本と掌てのひらを接着剤でくっつけられてしまったかのように、エロ本を手放すことに苦戦しながら、華城先輩が周囲を見まわす。


    「どう進めばいいのかしら」


    『ちょっと待ってクダサイ……近くに「カイラクチ」という雑誌の詰まった本棚があるハズデース。そこを右曲がりデース』


    　アニーが指示を出してくれるも、近くにそんな名前の雑誌は見当たらない。


    『……ヘンタイ紳士たちが潜入したときと、マップが変化してるデース』


    　言われてこのエリアの本棚をよく見てみれば、天井と床ゆかに無数の溝が走り、本棚が自由自在にスライドできる仕組みになっていた。もちろん本棚には大量の本が詰まっているので、人力で動かすのはまず不可能だろう。


    「……つまり、蔵書そのものが侵入を防ぐ壁になってるってわけね」


    　このエリアへ抱いだいた第一印象のとおり、ここは蔵書も含めたそのすべてで侵入者を阻はばむ作りになっているらしい。そりゃあんた、未知のエロ本に左右を挟まれた迷路なんて、抜け出せるわけないじゃないですか。別のモノは抜き出しちゃうけど。


    『下へ向かう道がどこにあるかはわかるデスケド、道順がモザイクデース。罠わなの類たぐいは無効化してるデスから、進んでみてクダサイ。いちおうこちらでもルートを再検索してみマス』


    　アニーに言われ、僕たちはエロ本棚でできた迷路を進み始めた。


    　職員が迷宮に踏み込んでこないか、どこかで待ち伏せしたりしていないか。全身性器と化した僕の超敏感覚を使って気配を探りながら慎重に進む。


    「ダメね。こっちも行き止まりだわ」


    　華か城じよう先輩が「ポルチオアタック！　ポルチオアタック！」と壁をコツコツ叩たたく。


    　来た道を引き返し、また別のルートを進んでいく。


    「おい狸たぬ吉きち。お前さっきから、きょろきょろしすぎだぜ」


    「え？　いや、ほら、気配を探らなきゃだし？　必要な挙動だし？」


    　ゆとりがパンツ越しに半眼で指摘してきた。


    　いや、だってさ、しょうがないじゃないか。


    　谷や津つヶが森もりのエロ本に勝まさるとも劣おとらない文化遺産がこんなにたくさんあるんだよ？　正直このままここで一生引きこもってたいくらいです。


    「ったく」


    　と、ゆとりが乱暴な手つきで僕のパンツに触れる（※頭にかぶってるやつです）。


    　かぶっていたパンツがずれ、僕の視界は真っ白になった。


    「こっちのほうが探知に集中できるぜ」


    「いやこれ、前が見えないんですけど」


    　本棚の角に僕の先端がぶつかったりしたらどうするの。


    「そ、それはだな」


    　服の裾すそがなにかに引っ張られるような感触。


    「こうすりゃいいんだぜ」


    　どうやらゆとりが手を引いてくれているらしい。


    　仕方なくなされるがままにしていたところ、なぜか鼓こ修す理りがいるあたりから「は～っ」と深い深いため息が聞こえた。


    　そのときだ。


    



    「うぅ……疲れたでありんす……そこのお人、なにか食べるものをおくんなんし……」


    



    「「「「っ！」」」」


    　先頭の華か城じよう先輩が角を曲がったらしいその瞬間。


    　曲がり角の向こうから人の声が聞こえ、全員の体が強こわばる。


    　そんなバカなと僕は息を呑のむ。


    　ゆとりと言葉を交わしている最中も探知の手は抜かなかったし、目隠しをされたことでいつもより感度も上がっていた。人の気配を、それもこんな近くのものを見み逃のがすはずないのに。


    「どういうこと!?　人がいるわよ!?　探知は！」


    　華城先輩が無声音で怒鳴る。


    「！　って、なにをしてるの、あなたたちは！」


    　と、華城先輩の動揺しきった気配が近づいてくる。


    「く、暗がりでこっそり手を繫つないで！　不潔だわ！　しかもその湿った手！　オナッてんじゃないわよペニスマスター！」


    「これは手汗だぜええええええっ！」


    「そんなことよりっス！」


    　鼓修理が華城先輩の手を引く。


    「完全に見つかってるっス！　ほかの連中に連絡される前にどうにかしないとっス！」


    　鼓修理の至極まっとうな発言にはっとした華城先輩が再び角を曲がる気配。


    「取り押さえたわ！　って、やけに無抵抗ね……声も上げないし……死んでる？」


    　気配を探り損ねた僕は感度を上げる目隠し状態のままゆとりに手を引かれ、困惑する華城先輩のもとに向かった。


    「たぬ……《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》が探知し損ねたのは死にかけだったからかしら……まあいいわ。とりあえず動きを封じておきましょう。って、縛しばるものがないわね」


    　華城先輩は少し考えたあと、


    「だれかちょっとラブジュース出してくれる？　それで縛るわ」


    「糸引くからってそんなもんで縛れるか！　あとこっち見んなだぜ！」


    「なら、この行き倒れの服を脱がせてそれで縛ろうかしら。ってこれ、和服？　どうしよう、脱がし方がわからないわ。《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》、出番よ」


    　童どう貞ていに女の子の服を脱がさせるのはハードル高くないですかねぇ。いや脱がすのは好きですけど。


    「……うぅ、ちょっと待ちなんし……妾わらわはそなたらに、渡したいものがありんす……」


    　捕まえた図書館関係者らしい女性をどう料理するか話し合っていたときだ。


    　女性がくぐもった声を漏もらした。


    　……ん？　パンツで前が見えないからはっきり誰かはわからないけど、この声、どこかで聞いたことがあるような……。


    「……利用者データを」


    　女性はぽつりぽつりと、僕たち以上に声を潜ひそめて続ける。


    「……この時間帯に、そんな格好でいるということは、そなたら、あの難問を突破してきた優秀なテロリストでありんしょう？　そのうえ禁止単語を口にしても平気なところをみると、巷ちまたを騒がす《ＳＯＸソツクス》に相違ないでござんしょう。そなたらのような者に、妾は利用者データを託したいと思っていたでありんす……このふざけた世界を壊すために」


    「はあ？　怪しいにもほどがあるっス。うまい話と口のうまさは噓うそつきの特徴っス。全員、耳を貸しちゃダメっスよ」


    　鼓こ修す理りが女性の口を塞ふさぎにかかる気配と、華か城じよう先輩がそれを制する気配。


    「あなた一体……何者……？」


    　警戒心は一切緩ゆるめないまま、華城先輩が問う。


    　僕も同じ疑念を抱いだき、その聞き覚えのある声の主の正体を確かめるべく、頭のパンツをずらした。


    「妾は、この地下国会図書館の管理、それから案内役を任されている者でありんす」


    　そこにいたのは、艶つややかな黒髪に右目を隠す鮮せん烈れつな赤い布、着崩した振り袖そでに身を包む絶世の美女。


    「名前は……遠い昔に捨てさせられたでありんす。ここでは長く〝藻みず女くめ〟と呼ばれておるゆえ、そう呼んでくりゃれ？」


    　アンナ先輩の家を訪ねてきた、あのオナニートさんだった。


    



    「あれが、アンナの家に？」


    「はい。アンナ先輩にかなり同情的で、月つき見み草ぐさと同じ施設育ちだと。なのでこの世界を壊す云うん々ぬんもあながち噓ではなさそうですけど……いくらなんでも怪しすぎですね」


    　僕は華城先輩とひそひそ話し合いながら、迷路を進んでいた。


    　視線の先には両腕を縛しばられ先頭を歩かされるオナニートさんと、彼女が逃げたりしないよう両りよう脇わきを固めるゆとりと鼓修理。


    『信用できないのは当然でありんす。まず手始めにこの迷宮攻略から手を貸すでありんすよ』というオナニートさんの申し出に、ものは試しと乗ってみたかたちだ。仮にオナニートさんが僕たちを罠わなにはめようとしていても、アニーのハッキング技術があれば十分に対応できると見越しての選択だった。


    　まあ、放置しておこうにも、しっかりと縛しばる装備もほかの職員に見つからないようにする隠し場所も見当たらなかったため、半ば仕方なく連れ歩いているという側面もあるのだけど。


    「ちょっ、近すぎよっ！　下着まる出しで近づいてくるなんて、節せつ操そうってものがないの!?」


    「僕のズボンをロープ代わりにしろって命じたのは《雪せつ原げんの青あお》でしょ！」


    　話の最中、華か城じよう先輩がいきなりおろおろし始め、僕はそれに嚙かみつくようにツッコむ。確かにいまの僕は下半身だけパンツ一丁靴くつ下した靴履きの紳士スタイルだが、それを命じたのはほかならぬ華城先輩だ。言いがかりも甚はなはだしい。


    「ああっ」


    　そのときだ。


    　前方を歩くオナニートさんが突とつ如じよ儚はかない声を上げてくずおれ、ゆとりと鼓こ修す理りが一気に警戒を強め立ち止まる。


    「おいどうしたんだぜ」


    「怪しい動きをしたら即お仕置きって話だったっスよねぇ？」


    　鼓修理がこれぞまさに犯罪者という声でオナニートさんに迫る。


    「……疲れたでありんす。誰ぞ、妾わらわをおんぶしておくんなんし……もう足が限界でありんす……」


    「ふざけんじゃねぇっス。そうやっておんぶしてくれたやつの動きを封じるつもりっスか？　ぶりっこやるならもっと巧妙に、もしくは裏を読まれてなお男が助けたくなるような態度でやるっスよ」


    　さすがはその道のプロ。ダメ出しが黒い。


    「……あと、おなかも空すいたでありんす。いったん待機所に戻っておやつ食べていいでありんすか……？」


    「あ？　お前、自分の立場わかってるっスか？　お？」


    　チンピラまがいの鼓修理に呆あきれたような視線を送りながら、華城先輩がこちらを見て、


    「仕方ないわね。《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》。精せい液えき出してあげなさい」


    「なに食べさせる気だ！」


    「ヨーグルトみたいなもんでしょ。主成分は両方タンパク質だし」


    　いやだいぶ違うと思いますけど。


    「……このまま歩けば、妾は階段を転がり落ちてしまう自信がありんすよ……」


    　オナニートさんが最後の力を振り絞るように口を開いた。


    「は？　階段？　どこにそんなものがあるんっスか」


    　鼓修理が訝いぶかしげにするのと、アニーが歓声を上げるのはほぼ同時だった。


    『そこ、次の階層に降りるための通路があるはずデース！』


    　言われて周囲を見まわすも、ここは迷路の出口というわけでもなく、目に入るのはピンク色の雑誌ばかりだ。


    「これでありんす」


    　オナニートさんがのろのろと腕を上げ、本棚を移動させるための溝に指を入れる。すると溝をかたちづくる金具の一部が持ち上がり、持ち手のようなものが床ゆかから出現する。オナニートさんに代わって僕が力を入れて引いてみると床が持ち上がり、階段が現れた。


    「これは、言われなきゃ気づかないですね」


    　たとえアニーのナビがあったとしても、見つけ出すには相当骨が折れただろう。


    「……アニーのお墨すみ付きもあることだし、下りてみましょうか」


    　オナニートさんを値踏みするように迷っていた華か城じよう先輩が、こうしていても埒らちがあかないと切り出した。


    「それじゃあ、置いてくのもリスクが高いですし、男の僕が藻みず女くめさんを運びますね」


    「おお。やはり男おの子この背はいいものでありんすなぁ」


    　後ろ手に縛しばられたままのオナニートさんを僕が背負う。


    「……この女、鼓こ修す理りと同じような臭においがするんっスけどねぇ」


    　まるで警戒心を解かない鼓修理の発言に『確かにそれは絶対に気を許しちゃダメだな』と心の中で同意しつつ、僕は先頭になって階段を下りていった。


    



    「あの、ちょっと、少しくっつきすぎ……」


    　階段を下りた先に広がっていたのは、いままで以上に入り組んだ通路だった。


    　アニーのナビに従ってしばらく進んでいたのだけど、僕は途中でたまらず抗議の声を上げる。


    　藻女ことオナニートさんが思いっきり僕の背中に密着してくるばかりか、後ろから頰ほおずりするように顔を寄せてきて、思わずのどちんこまで膨ぼう張ちようしてしまいそうになる。


    　ましていまの僕はズボンをはいていないわけで、体の一部に変化があれば速攻でバレてしまう。父さんが昔言っていた『かつては水泳という授業で誰もが体験した危機』とはまさかこれのことなのだろうか。


    「そう言われても、どうしようもないでありんすなぁ。なにせ両手を縛られている」


    　オナニートさんはクスクスと耳元で笑う。ぞ、ぞわぞわするからやめてそれ！


    　不意に、後ろを歩いていたはずの華城先輩が隣にやってきて僕を前方から覗のぞきこむ。


    「たぬ……《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》？　なに腰の下を伸ばしてるの？」


    「腰の下ってなんだ!?」


    　ちんこか？　それを言うなら鼻の下だろ！


    「自分から背負うなんて言うからおかしいと思ったわ。その藻女とやらのおっぱいを背中で揉もむのが目的だったのね。最低だわ。社会のゴミね。ちんちんもげろ」


    　なんだ背中で揉もむって！　あとちんちんもげろって子供か！


    「ちょっ、違いますって！　ほかはみんな女の子だし──」


    　僕の弁明も聞かず、華か城じよう先輩は拗すねた様子で後ろに下がってしまう。


    　えぇ……と落らく胆たんしていると、背中でオナニートさんが「おや」と小首を傾かしげる。


    「これはこれは。馬に蹴けられて死んでしまいそうでありんすな。そなたも、惚ほれたおなごの前で妾わらわのような女にデレデレとしてはいかぬぞ？」


    「「なっ──」」


    　オナニートさんの発言に僕と華城先輩は言葉をなくす。


    「……ん？　おや？　もしやそなたら、恋仲ではないのでありんすか？　長年連れ添った夫婦か、さもなければ親子のように仲むつまじいというのに」


    　固まる僕と華城先輩を地平線の彼方かなたへ置き去りにしたままオナニートさんが続ける。


    「珍しいでありんすなぁ。〝もげろ〟などと言うおなごに惚れているのか。長い交際の果てに互いのよいも悪いも受け入れている……というわけでもないとすると、よほど趣味が悪いか……あるいは……ふふふ。実に、実にうらやましいでありんすなぁ」


    「な、なな、なにを、バカ、バッカじゃないのっ。私とそこのが恋人とか、わ、私に惚れてるとか、て、適当なこと言ってるんじゃないわよ！　新あら手ての精神攻撃かしら！」


    　好き勝手言いまくるオナニートさんの言葉に、華城先輩があからさまに取り乱す。


    「ね、ねぇ？　そんな変な話、おかしいわよねっ」


    　なんだかもういっぱいいっぱいの華城先輩がこちらに話を振ってくるが、残念。涼しい顔していても僕も十分混乱していて、なんだかもうどうすればいいのかわからない。


    「あ、いえ、あの、ええと……」


    　華城先輩と視線がかち合い、顔が熱くなって呂ろ律れつが怪しくなる。背中ではオナニートさんが「初うい々ういしいでありんすな。おーおー、こんなに心しんの臓を激しく打ち鳴らして」などとあからさまに楽しんでおり、僕はたまらずオナニートさんを床ゆかに降ろす。


    「だ、誰か代わってくれ。ほら、ゆとりとかさ」


    　水を向けると、ゆとりはなぜか隅のほうでこちらに背を向けており、


    「けっ」


    　唾つばでも吐きそうな雰ふん囲い気きで、足下の床を思い切り蹴飛ばしていた。


    　そのときだ。


    「!?　なにをしているでありんすか！」


    　床に投げ出されていたオナニートさんが鋭するどい声を上げた。


    「え？」


    　ぽかんとするゆとりに向かい、それまでナマケモノみたいな動きしか見せなかったオナニートさんが両手を縛しばられたまま走る。それを止めようと鼓こ修す理りが咄とつ嗟さに後を追う。


    　直後、


    　ぶおんっ！


    　という低い風かざ切きり音とともに、ゆとりの背後から巨大な珍宝が迫ってきていた。


    　丸太を削って作り出したらしいそれは、朱あけ門かど温泉の社やしろで見たご神体よりさらに大きく、ゆとりに致ち命めい的てきな一撃げきを与えようと迫る。


    　僕と華か城じよう先輩、それから鼓修理が、アニーにも探知できなかったのだろうアナログトラップの存在に気づいたとき、珍宝はすでにゆとりのすぐ後ろに迫っていた。


    「──うぐっ!?」


    　鈍にぶい音とうめき声が耳に届き、思わず顔を覆おおいたくなる。


    「大丈夫ですか!?」


    　うめき声を漏もらして床ゆかに転がったのは、ゆとりを突き飛ばした藻みず女くめさんだった。


    　その身を床にぐったりと投げ出した藻女さんに駆かけ寄り体を起こす。


    　ゆとりの代わりに珍宝の一撃を受けた藻女さんはその強い衝しよう撃げきで呼吸もままならない様子だったが、しばらくして小さく言った。


    「……そなたら、ここまで潜もぐってきた者にしては不用心でありんすなぁ。このあたりは本来利用者の往来がない職員通路ゆえ、電子制御でない罠わなも多い区画になってるでありんす」


    　藻女さんが指をさすあたりに、こっそりパクっておいたエロ本を投げてみる。


    　すると床がいきなりバタンと開き、底のほうでは針の代わりに大量のマシンバイブがウィンウィンと蠢うごめいていた。トラップの設計者、さっきからいい趣味してるな……。


    「なんで……庇かばったんっスか」


    　鼓修理が藻女さんの怪け我がを確認しながら信じられないとばかりに呟つぶやく。両手が塞ふさがっていて防御できなかったのだろう、藻女さんの怪我は軽いものではないらしい。


    「愚ぐ問もんでありんすな。妾わらわと同じくこの社会に不満をもち、妾と志こころざしを同じくしてくれるだろう者たちを、こんなところで傷物にするわけにはいかないでありんす」


    　そしてからかうように笑い、


    「それに、こうすればもう自分で歩けなどとは言うまい？　怠なまけ放題でありんす」


    　筋金入りの怠け者である。


    『ごめんなさいデース。トラップはあらかた無効化したと思って油断してたデース』


    「……あたしも、その、悪かったぜ。余計なことして」


    　アニーが藻女さんにも聞こえるよう設定を変更してから失態を詫わび、ゆとりも申し訳なさそうに頭を下げる。ゆとりは鼓修理に言われるがまま、地べたに正座させられていた。鼓修理がどこからか取りだしたマジックで頰ほおに「同情するなら胸をくれ！」などと落書きされてもプルプル健けな気げに耐えている。


    「構わないでありんす。妾わらわも少しふざけすぎた……ふむ、しかしそうか。外部からセキュリティを無効化して侵入したでありんすか。なかなか反則的でありんすなぁ。アナログな罠に油断するのも頷うなずける。先ほどからそこの御ご仁じん──《雪せつ原げんの青あお》殿が禁止単語を口にして平気なのも、それが理由でありんすか？」


    　横たわったまま、藻みず女くめさんが華か城じよう先輩を見上げる。


    「これは別のものよ。それよりあなた、政府側の人間でしょう？　どうしてそこまでして私たちに味方しようとするの。豊ほう胸きよう手術を受けた虚きよ乳にゆうくらい不自然、エロマンガの導入みたいに都合のいい話だわ」


    　藻女さんをしばらく休ませる必要があるとも判断したのだろう。


    　華城先輩がその場に腰を下ろして静かに訊たずねる。


    「うーむ、昔の話はあまりしたくないでありんすが……」


    　藻女さんは「ひっっひっふー」と明らかにいま必要のない呼吸を深く繰り返し、


    「よくある話でありんすよ。十六年前、《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》の成立と同時に、妾は親に捨てられ、国の施設で育てられてきたでありんす。夫婦の当たり前の営みで生まれた子は、穢けがらわしいのだと」


    「捨てられたって……あなた幾つ？」


    「今年で二十三になるでありんす」


    　華城先輩が首を傾かしげる。


    「ということは、六、七歳のときに？　いくらなんでも……」


    　華城先輩が疑念を抱いだくのも当然だ。月つき見み草ぐさも似たような経緯で施設に捨てられたと言っていたが、それは生まれた直後の話。六、七歳まで育てた子を、そうおいそれと見放すだろうか。


    「まあ、いろいろと事情がありんして。妾の実家はとある企業財ざい閥ばつの本家で、ＰＭの開発と生産を国から依頼された大企業のうちの一つだったでありんす。ＰＭの生産にどれだけ深く関われるか、それは業界内での覇は権けん争いに直結する重大な課題。ほんの少しでも不利になる要素は消すべきだという空気が生まれて当然でありんすな。……妾の両親は大層強く抵抗してくれたが、親族からの圧力に、最後は結局折れてしまったでありんす」


    「あー、ありそうな話っスねぇ」


    　同じく企業グループ総裁の娘である鼓こ修す理りが苦い顔をして理解を示す。


    　月見草と同じ施設育ちだというのに雰ふん囲い気きがまるで違うのは、施設に入れられた年齢のせいなのだろうと僕は一人納得する。


    「幼おさないなりに、この世界は馬ば鹿かげていると思ったものでありんす。しかし反抗しては生きることもままならぬゆえ、おとなしくしていたでありんすが」


    　そこで藻女さんは暗い瞳ひとみのまま得意気な表情を浮かべる。


    「妾はなかなかに優秀だったようで、思いのほか成り上がることができたでありんす。こうして国の最重要施設の管理を任されるほどに。しかしまぁ、このとおり怠なまけ者なうえにいろいろとしがらみもありんして、誰ぞ都合のいい時期に国の急所となるデータを奪いに来てはくれぬかと待っていたのでありんすよ」


    　藻みず女くめさんが表情を曇らせる。


    「しかし、つい数日前、ようやくこの世界を壊してくれそうな者らが現れたというのに、全員、あの祀まつ影かげの策略にはまってしまったでありんす。妾わらわの手引きも、すべて無駄になってしまった」


    　ＰＭの向こうでアニーが息を呑のむ。


    　聞くまでもなく、日に本ほん村むらの変態戦士百人のことだろう。


    「今度こそ、妾は祀影をも出し抜き、利用者データをしかるべき者たちに託さねばならないのでありんす。ゆえにこの程度の怪け我がは、問題にもなりんせん。妾は基本的に怠け者で人任せ。そなたらには無事ここを脱出してもらわねば」


    　ゆっくりと身を起こし、藻女さんがその死んだ魚のような目に力を込める。


    「もう大丈夫でありんす。さしあたって、そろそろ妾も自室に戻って飯ままを食べ、下半身を思う存分慰なぐさめてぐっすり眠りたいでありんす。利用者データの保管されている最さい奥おう部ぶまで、急ぐでありんすよ」


    　空気を切り替えるためなのか、それとも本気なのか。オナニートさんは「おんぶして」とばかりに両手を宙に伸ばし、小首を傾かしげながらそう言った。


    



    　しばしの休憩を挟んだあと、僕たちはアニーのナビに従い、オナニートさんが指示するとおりに罠わなを避けながら、道中のエロ本棚の誘惑も振り払い順調に進んでいた。


    「悪いわね。怪我までさせちゃったのに、両手を縛しばったままで。ＳＭの趣味があるわけではないのだけど」


    　蔵書の脇わきを通り過ぎながら、華か城じよう先輩がオナニートさんに言う。


    「当然の処置でありんすよ。むしろ妾のような怪しい者をすぐ信用するようでは危なっかしくて利用者データは託せないでありんす」


    　ゆとりの背におぶさったオナニートさんがからからと笑う。


    「っと、少し待ちなんし」


    　唐突に、オナニートさんが通路の壁を指さした。


    「ここの小部屋に、利用者データがありんす」


    「え!?」


    『What'sホワツツ!?』


    　華城先輩とアニーが同時に驚きよう愕がくの声を上げ、


    「怪しいっス……」


    　鼓こ修す理りが警戒心を剝むき出しにする。当然だ。最奥部までまだかかると思っていたのに、いきなりこんななにもない場所に利用者データがあるなんて話、「イッたイッた」なんて自己申告する女の子くらい信用できないぞ！（童どう貞ていの又聞き豆知識）


    「いや正確には、利用者データの一部、まだ大おお本もとの利用者データと統合されていない、新顔のデータが保管されているでありんす」


    　そう言うとオナニートさんは、鼓こ修す理りに一定のリズムで壁を叩たたいてみるよう打診する。


    「いいわ。やってみなさい。責任は私がとるわ。穴で」


    　穴でどうやって責任とるんですかねぇ。


    「《雪せつ原げんの青あお》様がそう言うなら……」


    　華か城じよう先輩に促うながされ、鼓修理がきょろきょろ周囲を警戒しつつ壁を叩く。


    　すると、


    　──────ガチャッ。


    　妙な間を置いてから、鍵かぎが開くような音がした。


    「まるで《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》が力を解放オナニーしようとしているところを訪問されて、慌あわててティッシュやオカズを隠したかのような間だったわね」


    「なんでそこで僕を例に出すんですか！」


    「え、あ、いや、べ、別にあなたの孤独な営みのことをいつも考えてるから咄とつ嗟さに浮かんだとかそういうんじゃないし？　じゃ、邪じや推すいしないでくれるかしらこの童貞！」


    　そこで変な照れ方しないでくださいよ！　こっちまで気まずく──ハッ。


    「……ふふふ」


    　そこで僕と華城先輩のやり取りをにやにや眺めているオナニートさんに気づき、僕は話を元に戻す。


    「とにかく！　いまはこの隠し部屋です！　ここはなんなんですか？」


    「まあ、いわゆる舞台裏でありんすな。この地下国会図書館は不健全雑誌の収集だけでなく、利用者の細かいニーズに応じて趣向をこらしたアトラクションも多々あるゆえ、それらの施設を運営する管理室が必要になるでありんすよ」


    　利用者の細かいニーズって、つまり性せい癖へきですね。


    　僕は恐る恐るその管理室とやらを覗のぞく。


    　そこはステージ裏みたいにいろいろな機材や操作盤の詰まった手狭な部屋で、捕ほ獲かく用ようの罠わななんかが仕掛けられそうな場所には見えなかった。


    「ここで各施設の操作を行おこなったり、各施設利用者の様子を編集したりするでありんすな」


    「利用者の様子を編集？」


    　おいまさか……そんなわけないよね？


    「まあ、百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかずでありんす。ほれ、そこのＵＳＢメモリとノートパソコンを持ってきなんし」


    「ユーエスビーメモリ？　ノート？　普通にパソコンじゃなくてですか？」


    「ああ、そうか。そういえばそなたらはＰＭですべて事足りてきた世代であったな。ほれ、それでありんす、そうその、小さな羊よう羹かんのようなやつと、ノートサイズのテレビのような機材」


    　僕は言われるがまま、見慣れない機器を回収して通路に戻る。


    「その羊羹を、パソコンの横にあいた穴へ差しなんし」


    　え？　穴に差す？　みんなが見てる前で？　こ、これも利用者の細かいニーズに応こたえたアトラクションの一種ですか？


    　などと戸惑っていると、華か城じよう先輩が「ずぶり」と効果音を口にしつつ、ＵＳＢメモリなるものをノートパソコンなるものに差しこんでしまう。ああ、僕が挿いれたかったのに。


    「……どうやら本当だったみたいっスね」


    　画面に表示されたものを見て鼓こ修す理りが息を呑のむ。


    　僕や華城先輩、ゆとりも覗のぞきこんで目を丸くした。


    　そこには〝ジャンル別同人部屋〟〝ローションプール〟など各種の施設名らしい表示があり、その下には名だたる著名人の名前や、判子代わりの身分証ともいえるＰＭ識別番号が登録されていた。名前だけならまだしもＰＭの履歴まであれば言い逃のがれは不可能だろう。


    　記録されている人物は十人ほどなのでトドメとまではいかないだろうけど、これが流出しただけでも相当な騒ぎになるはずだ。


    「これ、ＰＭには対応してない機材みたいだけど、持って帰ったらどうにかできるかな？」


    　ＵＳＢメモリとその中身を確認するためのノートパソコンを、ＰＭを介してアニーに見せる。


    『下の毛ほども問題ないデース！　グッジョブデース！』


    　下の毛は問題ありまくりだと思うけど、とにかく大丈夫らしい。


    「ねえ、このローションプールっていうのは、どういうものなの？」


    　華城先輩が画面を指さす。その瞳ひとみは興味津しん々しんとばかりに輝かがやいていた。


    「その名のとおりでありんすよ。気になるなら、ほれ」


    　オナニートさんが画面を指さす。


    　利用者のビッグネームなどに気をとられて気づかなかったが、そこには確かに「動画」「利用の様子」との表示がある。


    　さっきも思ったけど、おいこれ、もしかして……。


    　華城先輩が迷わずその表示をタッチ。すると画面が切り替わり、


    「あれ？　なんか違う映像が──だ、ダメダメ！　これはダメよ！　百八十禁だわ！」


    　華城先輩が慌あわててメチャクチャに画面を操作する。


    　一瞬だけ見えたが、それは確かに同人部屋らしき場所で椅い子すに座り本を眺めるおっさんの横顔で、なんていうかこう、まるで右手をピストンしているかのような動きと息づかいが絶妙な雰ふん囲い気きを醸かもし出していてですね……。


    「どうしたでありんすか？　ちゃんと編集して、プライベートにすぎる部分は隠してあったはずでありんすが」


    「そういう問題じゃないわよ！　っはぁ！　盗撮モノって初めて見た！　けどこれが初めてなんて、トラウマになりそうだわ！　完全に百八十禁よ！　私にはまだ早いわ！」


    　華か城じよう先輩、気持ちはわかりますけど落ち着いてください。


    　それといまさらなにが十八禁だという話なんだけど、まあその、ナマモノはいろいろアレですよね。


    　それにしても、なんかこう、これを流出させるのはいろいろとヤバイんじゃないかと思えてきたなぁ。自分の０７ってる映像が、しかもこんな時代に流出するとか、コンドームで首つって死ぬレベル。いくらなんでも利用者が可か哀わい想そうになってきた。


    「大丈夫でありんすよ。そこまでへびぃな利用者は一部でありんす」


    「ま、まあそれはいいとしてよ。私が見たいのはローションプールよ」


    　なにがそんなに気になるのか、華城先輩が画面を操作する。


    　と、そこに現れたのはなんの変へん哲てつもない五十メートルプール、なのだが。


    「……？　なんかこれ、水がおかしくないですか？」


    　なんか、全然波打ってない。静止画かな？


    「ね、ねえ、これってまさか。全部ローションなの？」


    　華城先輩が恐る恐るといった様子で馬ば鹿かげたことを訊きく。すると信じられないことに藻みず女くめさんは肯こう定ていするように頷うなずき、


    「もちろんでありんす。それも二日に一回は中身を総入れ替えする贅ぜい沢たく品ひんでありんすな」


    　税金の使い道が酷ひどいことになっていた。


    「マジで!?　すっごいじゃない！」


    　先ほどのオナニー流出映像のときと打って変わって、華城先輩のテンションが爆ばく上がりする。


    「そんなに凄すごいもんなのか？」


    　ゆとりの問いかけに、華城先輩がカッと目を見開く。


    「わからないの!?　ローションってあれよ、育成法制定で一気に生産がストップしちゃって、いまはもう製法が失われてしまったと言われている至宝。エロ業界の石油なのよ!?　下へ手たしたらエロ本より希少だわ！」


    　さすがにそれは言いすぎでしょうよ。粗製品ではあるけれど、片栗粉と水さえあれば似たようなものは作れるわけだし。


    　それにローションなんて股こ間かんからいつでも採れるじゃないですか。天然物が。


    「そんなに気になるなら、実物でも見てみるでありんすか？」


    「え!?　近くにあるの!?」


    　華城先輩の目が輝かがやく。


    「そこの管理室から直通でありんす」


    「ちょっと《雪せつ原げんの青あお》様!?　いくらなんでもはっちゃけすぎっス！」


    　ふらふらとローションプールに向かおうとする華か城じよう先輩を鼓こ修す理りが止める。


    「……ダメ？」


    「う、うぅ、そんな顔されても、鼓修理は《雪原の青》様をお守りする義務が……」


    　そんな顔ってどんな顔だよ。華城先輩の顔、いまは八割方パンツなんですけど。


    「お願い見み逃のがして！　ローションプールで平泳ぎするのが子供のころからの夢だったの！」


    　華城先輩の子供のころからの夢はなんていうか、子供の無む邪じや気きな発想と華城先輩の残念な頭が化学反応を起こしてとんでもないことになってますよね。


    「いや、のんびりしてる時間もないし、さっさと行くんだぜ」


    「まあ、妥当なとこでありんすなぁ」


    「そ、そんなぁ……」


    　掌てのひらを返したオナニートさん含めて全員から止められ、華城先輩はがっくりと肩を落とす。


    「そんなに名な残ごり惜おしいのなら、お持ち帰り用のボトルにプールの中身を詰めてお歳暮の時期に送るでありんすよ？」


    「そんな少ない量のローションなんていらないわ！」


    　僕たちは回収したＵＳＢメモリとノートパソコンを管理室内にあったケースの中にしまい、名残惜しそうにローションプールのほうを振り返る華城先輩を引きずりながら、先を急ぐことにした。


    



    『そろそろシキュウコウに着くはずデース』


    「もう最深部？　やけに順調ね。もっとこう、『はじめてのあなる！』みたいなトラブルや失敗があるかと思ったのだけど」


    　なんでもゆるっとひらがなにすれば可愛くなると思うなよ。


    　あと子し宮きゆう口こう＝最深部で普通に会話しないでくれます？　言語感覚がおかしくなるんで。


    「まあ、反則級のハッカーに内通者までいますからね。むしろ順調じゃないほうが問題かと」


    「そりゃそうっスけど……なーんかなーっス」


    　ゆとりに背負われて前方を行くオナニートさんに視線を向けながら、鼓修理が納得しかねるように首を捻ひねる。


    「鼓修理たちを陥れるならとっくにやってるはずっスし……真意が読めないっスね」


    　うーむ、僕としてはゆとりを庇かばってくれたりした時点で結構信用したくなっちゃってるんだけどなぁ。対して邪じや悪あくの権ごん化げである鼓修理はいまいちオナニートさんを信用できないらしく、ずっと腑ふに落ちないような顔をしている。


    　イレギュラー対策にと鼓修理を連れてきたのは大正解だったけど、人としてはどうなのソレ……。あ、あと個人的にオナニー好きな人に悪い人はいないと思ってます、ハイ。


    「この扉とびらの向こうが、統合された利用者データの眠る最重要保管庫になるでありんす」


    　案内に疲れたのか、ゆとりの背中でタコのようにぐんにゃりしているオナニートさんが指さす先には、頑丈そうな作りの扉があった。


    　けれどそれはこの施設の中にあってこれまで見てきた扉と大差なく、厳重なロックとそれを制御しているらしい電子パネルもそこまで驚異的なセキュリティには見えない。


    「この扉を開けるには、妾わらわのような一部の人間による生体認証が必要でありんす」


    「マン拓たくとかそういうやつね？」


    「まあそんなとこでありんすな」


    「いやいやいやいや。普通に静じよう脈みやくとか網もう膜まく……は古いか。ＰＭをかざすだけで十分でしょうよ」


    　華か城じよう先輩の悪ふざけを適当に肯こう定ていするオナニートさんに、一応確認がてらツッコんでおく。


    「あー、扉の認証パネルまで遠いでありんすな。もう少し近づいてくりゃれ」


    「そろそろ自分で立ってくれだぜ……」


    「うっ、あのときの打ち身が」


    「……ぐぅ」


    　いいように使われているゆとりが、どうにかオナニートさんのＰＭを認証パネルにかざそうとするが、オナニートさんは手を縛しばられているうえに脱力しきっているためうまくいかない。


    「おなかが空すいて力が出ないでありんすぅ」


    「勘弁してくれだぜ！」


    　ゆとりが甘えられて戸惑うような声をあげる。そのときだ。


    　──カシャン。


    『あー、こっちでマタ開いちゃったですケド』


    　どうやらここの扉はほかの多くのセキュリティ同様、アニーのほうからも接触可能だったらしい。


    「ほー。外部の者の仕し業わざでありんすか？　やはり頼もしいでありんすなぁ。ますますデータの託しがいがあるというもの」


    　オナニートさんが感心するように言い、僕たちは扉から中を覗のぞく。


    　中は意外なほど広い空間で、ちょっとした多目的ホールのようだった。


    　そしてなにより意外だったのは、


    「最重要保管庫って、これが？」


    　華城先輩が啞あ然ぜんとしつつ目をキラキラと輝かがやかせる。


    　保管庫の中はほかのエリアと大差なく、本棚にエロ本や昔のエロビデオなんかが詰まっているだけだ。


    　けれどそのクオリティと趣味のよさは遠目で見るだけでひと味違うとわかる代しろ物もの、まるでエリート紳士が生涯をかけて厳選したオカズ百選とタイトルをつけられそうな有あり様さまだ。


    　いますぐ全ぜん裸らにティッシュを携たずさえて飛び込みたい衝しよう動どうに駆かられるも、ぐっと我慢する。


    　目先の素晴らしいオカズに下半身から飛び込んだが最後、悪質なトラップが待ち受けているかもしれないのだ。


    「確かに疑いたくなる気持ちはわかるでありんすが。昔からよく言われているであろう。木を隠すなら森の中と。古典的ながら、この膨ぼう大だいな蔵書量を考えれば実に有効なのでありんす」


    　意味深にオナニートさんが微笑ほほえむ。


    　そうか。つまりあの黄金のオカズたちの中にデータを紛まぎれ込ませているってことなのか。


    　それは確かに強力なセキュリティだろう。ただでさえ一品一品チェックしてまわるだけで途方もなく時間がかかるだろうし、あんなエロ本を一度開いてしまえばなかなか閉じることもできず時間と精力を消費するはめになるわけだ。なんとも恐ろしいことを考える。


    『内部に電子的なセキュリティはないデース。保管庫のナカにまで設置してるとは思えないデスガ、念のためチンポアタックやバイブホールには注意してクダサイ』


    　アニーのＯＫサインを受け、華か城じよう先輩が頷うなずく。


    「ここからは私が藻みず女くめを背負うわ。鼓こ修す理りは扉とびらが閉まったりしないよう見張り、ゆとりも利用者データの一部を持ったまま通路のほうで待機しててちょうだい」


    「了解っス」


    「気をつけろだぜ」


    　華城先輩がゆとりからオナニートさんを引き継ぐ。僕はケースから利用者データの一部が入ったＵＳＢメモリだけを取りだし、それをゆとりに手渡した。


    「それじゃあ、行くわよ」


    　オナニートさんを背負った華城先輩と僕で、保管庫に足を踏み入れる。


    「あの棚。二段目の右から十三冊目、そう、それでありんす」


    　木を隠すには森の中、とは言ったものの、それはあくまで完全な部外者に対して有効なセキュリティだ。


    　この施設の管理と案内役まで任されているというオナニートさんがいれば、周囲のエロ本やＡＶにも惑わされることなく真っすぐ目標に──。


    「ねえアニー。これを再生する機材って、作れたりするのかな……？」


    『Ｏｈオー！　な、なんデスカそれ！　二百人一斉ランコーバスツア!?　ワタシの読解力がおかしいですか!?　それともニッポンがおかしいデスカ!?』


    「なにやってるの《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》！　さっさとデータを回収しなさい！」


    　そう言う華城先輩が懐ふところに突っこんでいるガチムチレスリングは一体なんなんですかねぇ。


    『ん～。タヌキチがいっしょに観てくれるのなら再生機材作るデース。アヤメはダメデース』


    「なんでよ！」


    「……外部とどんなやり取りをしておるかわからないでありんすが、そなたらに利用者データを託すのが急に阿あ呆ほらしくなってきたでありんすなぁ」


    　オナニートさんが呆あきれたように言う。


    　うぅ、そんなこと言われても……。エロマンガだけならまだしも、実写エロなんてパッケージとタイトルだけで股こ間かんがフジヤマボルケーノ。血液を操あやつる能力者でもない限り前まえ屈かがみは不ふ可か避ひの代しろ物ものですよ？


    　しかしなんとか渾こん身しんの理性を振り絞り、オナニートさんが指さしたエロ本『巨きよ乳にゆうパイアグラ』を手に取る。ドキドキしながらページをめくる。


    「……これが、この施設の利用者全員を記録した利用者データ」


    「で、ありんすよ」


    　僕が手にした本の中央はくりぬかれ、その空洞に一つのＵＳＢメモリが保管されていた。表示を見るに、かなりの大容量らしい。


    『巨乳パイアグラ』の中身を堪たん能のうできなかったことを悔くやみつつ、ＵＳＢメモリをノートパソコンに差し込む。


    　密着してしまわないよう一定の距離を保ちながら華か城じよう先輩と画面を覗のぞきこみ、ざっと中身をチェックする。


    「……ビンゴね」


    　華城先輩の喉のどがごくりと鳴った。


    　素晴らしいエロを目にしたときのそれではなく、本当にヤバイものを目にしてしまったときの緊張感が華城先輩から漂ただよってくる。


    　利用者データに記載されていた人間の数は、アニーが言っていたとおり、五百人に及ぶかという凄すさまじいものだった。


    　そのどれもが一度はニュースやなんかで名前を聞いたことがある政治家、企業社長、芸能人などの著名人だ。なかには日夜ニュースや著書の中でエロを否定しＰＭによる管理社会を賛美する自称有識者の名前まである。データは利用者の簡単なプロフィールやお気に入りのエロ本の種類、ＰＭの認証跡、実際に蔵書を閲覧している鮮明な写真までセットで添付されている。あのオナニー動画ほどではないにしろ、流出したら股間から飛び降り自殺したくなるほどのスキャンダル画像だ。事前に聞いていたとおり、いやそれ以上にとんでもない代物だった。


    「って、あ!?　これ見てくださいよ《雪せつ原げんの青あお》！」


    「え？　げぇ!?」


    　僕は利用者データ内にある画像の一枚を指さした。


    「これ、金かね子こ玉たま子こじゃないの！」


    　わけのわからん放送をピーチクパーチク囀さえずり続けている厚化粧。そんな金子玉子がありのままの姿でローションプールを堪能する、地獄の十八禁グロ画像がそこにはあった。


    「……ふざけんじゃないわよ」


    　僕が吐き気に襲おそわれる中、そのグロ画像を見た華か城じよう先輩が怒りに満ちた声を漏もらす。


    「《こうのとりインフルエンザ》だのなんだのと、強制放送で散々不安を煽あおっておいて、アンナやいろいろな人を追い詰めるような主張を繰り返しておいて、自分はこれ!?」


    　一通り憤った華城先輩は、大きく息を吸ってからため息を漏らすように続けた。


    「しかも、利用してる施設がローションプールって……夢が汚されちゃった気分だわ。最悪」


    　言ってることはよくわからないが、気持ちだけはよくわかった。


    　そうやっておふざけでもまじえなければやっていられないくらい、この国の中枢は矛盾しきってしまっているのだ。


    　華城先輩はグロ画像に起因する義憤を振り払うように頭を振り、しゃきっとした顔で言う。


    「なんにせよこれが流出したら、終わるわね。いろいろと」


    「ですね……これだけの人たちが裏で自分たちだけお宝を堪能してただなんて知れたら」


    　仮にだ。


    　アニーのハッキング技術をフルに活用し、このデータを全国にバラまいたとしたら。


    　それは一体どれだけの大騒ぎになるのか。


    　少なくとも金かね子こ玉たま子この強制放送は一瞬で瓦が解かいするだろう。ローションプールで泳ぐおばさんの脱だつ卑ひ猥わい演説になんの説得力があるというのか。


    　性表現規制のために制定された《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》もタダではすむまい。


    　それこそ全国規模の暴動みたいな、取り返しのつかない事態を引き起こしかねないデータだ。


    「体制にトドメを刺すどころか、使い方次第で日本を何回か引っくり返してお釣りがくるレベルのブツね。……《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》、私の実家……いろいろな人たちと話して、流出させる範囲やタイミングなんかを慎重に検討しないと。よしっ、とりあえず脱出するわよ！」


    「え、ちょっとそんな軽くていいんですかっ？」


    「ここまで来てやっぱり盗みません、なんてありえないでしょう？」


    「ですけど……」


    「んー、まあ躊ちゆう躇ちよするのもわかるわよ。これだけのモノだし、狸たぬ吉きちの尻しりの穴は小さいもの。お尻の拡張工事がまだすんでないのに受け入れろってのはちょっと鬼き畜ちくすぎるわよね。裂けちゃうわ」


    「なんの話だ！　というか……」


    　僕は少し躊躇ためらって続ける。


    「かじょ……《雪せつ原げんの青あお》はなんでそんな平気そうなんですか」


    　確かに華城先輩は強くて真っすぐな人だけど、それだけでないことはもう知っている。弱い部分もあれば脆もろい部分だってあるのだ。第三次ベビーブーム到来によって苦しむことになってしまった人がいるのに対し、責任を感じてしまうような人でもある。


    　なのにどうして、こんなとんでもないブツを前に迷いがないんだ？


    　それはどちらかといえば強さというよりも責任を感じすぎたゆえの無む謀ぼうさにも思えて、僕は少し心配になっていた。


    　すると華か城じよう先輩はきょとんとしたあと、すぐに満面の笑みを浮かべる。


    「全然平気よ。大抵のことはもう怖くないわ」


    　そうして僕を見ると、


    「だって、あなたが隣にいてくれるもの」


    「──っ！」


    　あまりに強烈な不意打ち。亀き頭とうと入れ替わってしまったかのように顔が赤くなる。


    　そんな僕を見て華城先輩まで顔を赤くし、


    「や、なに、ちょっと、勘違いしないでくれる？　なんかヤバイことになってもあなたのアナルかちんこを囮おとりにすれば私は無事ですむとかそういう意味よ！」


    「酷ひどすぎる！」


    「と、とにかく！　とっととデータを持って脱出するわよ！　政府への不信が増してるこの状況にそのデータが加われば、馬ば鹿かげた方針を打ち出す体制もなにもかもを吹き飛ばす方向に話が進むんだから！」


    「そ、そうですよね！」


    　僕は利用者データの詰まったＵＳＢメモリとノートパソコンをケースに詰め込む。


    「あっ、ちょっと待って！　お留守番してる先輩のために、お土産みやげ持って帰りましょう、お土産！」


    　華城先輩はテンパった調子でそう言うと、早さ乙おと女め先輩のお土産にするためのエロ本を本棚から引き抜いてケースに突っこみ始める。


    「ちょっと、そんなもの詰め込む余裕ないですって！」


    　ケースはメンバーの中で一番機動力のあるゆとりに渡し、万が一のときにも脱出できる可能性を少しでも上げなければならない。


    　というか、先輩ホントにテンパってるだけですか？　的確にガチムチばっか入れようとしてますけども。


    　……あー、くそ。


    　あのイヤリングを渡す決心がついたと思ったのに、またよくわからなくなってしまった。


    「くふふ。あははははっ。実に愉快でありんすなぁ。そなたらは。二人きりの世界で、妾わらわのことなど無視でありんす」


    　と、華城先輩の背中でぐでんとしていたオナニートさんまで笑い出す。うおお、やめてくれぇ、これ以上引っかき回さないでくれぇ。おま●こ壊れちゃうのぉ。


    「それに、その若さでその思い切りのよさ。潔いさぎよい割り切り。やはりここまで侵入してくるだけのことはありんす」


    　いやまぁ、それはオナニートさんの助けがかなり大きかったんですけどね、はい。


    



    「ふふ、ふふふふふ」


    



    　そのときだった。


    　華か城じよう先輩の背でそれまでオナニートの名に恥じず全力で怠なまけていた藻みず女くめさんの存在感が、急に増した気がして、僕はそちらを振り返る。


    「くふふ。そなたらなら、卑ひ猥わいな表現に寛容な社会を、真に寛容な社会をつくるという妾わらわの理想に、賛同してくれるに違いないでありんす──この前やってきた日に本ほん村むらの連中とは違って」


    『──っ!?』


    　ＰＭの向こうでアニーが息を呑のむ気配。


    　僕と華城先輩も、ぎょっとして藻女さんのほうを見る。


    「藻女さん？　急に何を」


    「そなたらは」


    　僕の呼びかけを断ち切るように、藻女さんが顔を上げた。


    　濡ぬれたような黒髪、右目を覆おおい隠す赤布に高級そうな振り袖そで。そして整った顔に浮かぶ死んだ魚のような目はしかし、それまでの無気力さがなくなり、どこまでも暗い光を宿していた。


    「そのデータを流出させることで現体制を崩壊させようとしているが……それで仮に卑ひ猥わいな表現に対して寛容な社会が実現したとして、それが何年もつと思う？」


    　何年って……この人はなにを言ってるんだ？


    「答えられぬか？　ふふふ。そのあたりはまだ年相応でありんすなぁ。現体制さえどうにかすれば、どうにかなると思うている」


    「あなた、何が言いたいの？」


    　華城先輩が表情を歪ゆがめ、気味悪いものを引きはがすように藻女さんを床ゆかに降ろした。


    　なにをしでかすかわからない藻女さんの手は縛しばったまま、その上から華城先輩が両手で押さえる。華城先輩はそのままの体勢で振り返り「刺激しないように」と口パクで僕に命じる。


    「現体制が崩壊したところで、五年も経たてばまた、人は同じことを繰り返すでありんすよ。卑猥は悪、罪、撲ぼく滅めつすべし。当たり前の営みでさえ穢けがらわしく規制すべき行為だと。そんな頭のイカれた主張が我が物顔で歩き回る」


    「なら、卑猥な表現に寛容な社会とやらは、どうすれば実現できるっていうの？」


    　華城先輩の問いに、藻女さんがよくぞ聞いてくれたとばかりに満面の笑みをこぼす。あまりに真っすぐで、あまりに怪しい笑え顔がおを。


    「簡単でありんす。この先何十年にもわたり、世界規模で、徹底的に卑猥を規制すればいいでありんす！」


    「「……っ？」」


    『この人は、なにを言ってるデスカ？　ニッポンの言葉難しいデスネ……？』


    　アニーが戸惑ったように漏もらす。


    　大丈夫だよアニー。日本語ペラペラでリスニングもばっちこいな僕だって、この話は意味不明だ。


    　しかし困惑する僕たちをよそに、藻みず女くめさんは心底楽しそうに続ける。


    「アイデアはたくさんあるでありんすが……うむ、妾わらわは政治家ではないが、あえてマニフェスト風にまとめるとこうなるでありんすな。ずばり、四半世紀にわたる出生率〇％」


    　藻女さんが指を一本立てる。


    「国民には全員、夜の営みを禁じる器具の装着を義務づけるでありんす。さらに、男は勃たてば、女は濡れればその器具から電でん撃げきが走る仕様。誰も彼もが卑ひ猥わいなことを考えることさえできないようにするでありんす。もちろんこれまでどおり、卑猥な表現は即逮たい捕ほ。《ラブホスピタル》とかいう中途半端な施設はすべてポイでありんす」


    「ちょ、ちょっと待ちなさい」


    　華か城じよう先輩が耐えきれなくなったとばかりに話を止める。


    「出生率〇％って、そんなことをしたら、国が立ち行かなくなるわよ？」


    　子供でもわかるようなことを、華城先輩が真ま面じ目めな顔で確認する。


    「そうでありんすよ？」


    　まるでそれが狙ねらいであると言わんばかりに藻女さんが首を傾かしける。


    「意味がわからないわ……そんなことして一体どうなるっていうのよ……」


    「卑猥に寛容な、真に理解のある、当たり前の世界ができあがるでありんす」


    「悪いけれど、そんな戯ざれ言ごとには付き合っていられないわ。ヤオイ穴で妊にん娠しんしちゃう二次元男子のほうがよほど現実的よ」


    　華城先輩の言葉に「説明が足りんかったでありんすか？」と藻女さんが心の底から不思議そうに首を捻ひねる。


    「では少し砕いた話にしよう。そなたらは戦争はよいことだと思うでありんすか？」


    　藻女さんの話が、突とつ如じよ明後日あさつての方向に飛ぶ。


    「そ、それは、よくないことだと思いますけど……」


    「うむ。それが〝当たり前〟でありんす。戦争はよくないことであり、殺し合いなど愚おろかなことで、世界は平和であるべきと、世界中がなんの迷いなく公おおやけの場でそう肯こう定ていするでありんすな。至極〝当たり前〟のことでありんす」


    　僕の答えに、藻女さんがうんうんと大きく頷うなずく。


    「だが、その〝当たり前〟に世界が気づいたのは、二度の大戦があったからこそでありんす」


    　藻みず女くめさんの視線が、鋭するどく僕を射い貫ぬく。


    「一度目の大戦で一千万人以上が死に、それでも気づかず二度目の大戦で二倍三倍を殺し、そのさらに何十倍もの人々を貧困と恐怖で苦しめ、それでようやく、世界は〝当たり前〟に気づいた。〝当たり前〟の大切さを知るために、それだけの犠ぎ牲せいが必要だったでありんす。ならば」


    　そこでようやく、話が繫つながる。


    「卑ひ猥わいに寛容であるべしという当たり前を思い知らせるためには、どれだけの犠牲が必要か。どれだけの不安と不満を蔓まん延えんさせてしかるべきか、おのずとわかろう？　四半世紀にもわたって子供が生まれぬ不安、絶望。本能的な反射反応に対して行おこなわれる電でん撃げきへの恐怖。豊かな卑猥を認める社会を長続きさせるためには、一度この国を完全に漂白し、それがどれだけの歪ゆがみと悲劇を生み出すのか、億単位の人間に思い知らせなければならないでありんす。生まれ変わるのは日本だけではない。卑猥を徹底的に否定した自称健全国の末路を世界中に見せつけることで、きっと世界は卑猥に寛容な社会に生まれ変わる。日本はいわば、見せしめでありんすな。妾わらわはその恐怖の象徴として、悪の大王として、裏からこの国を操あやつるでありんすよ」


    　イカれている。


    　その発想も、そんな社会を実現できると本気で思っているその様も。


    「して、この計画には一つ重要なピースが欠けているでありんすよ」


    　そこで藻女さんがじっと僕を見た。その粘ねばつくような視線に怖おぞ気けが走る。


    「妾がつくり上げる漂白された世界を、妾ごと打ち砕く〝英雄〟の存在でありんす」


    「英雄、ですって……？」


    「そう。妾のつくり上げる世界を絶妙なタイミングで破壊し、卑猥の重要性を説き導く英雄。しかしそんな英傑が都合よく現れるはずがないでありんす。ならばどうするか。答えは簡単。いまのうちから英雄になりうる人材を抱き込んでおけばいいのでありんす」


    「……ならまさか、あなたが私たちを利用者データのもとまで導いたのは……」


    　絞り出すような華か城じよう先輩の言葉。それを楽しむように藻女さんが笑い声を漏もらす。


    「この地下国会図書館に潜入するほどの技術、上級者コースを突破するほどに豊富な卑猥の知識。利用者データを前にして怯ひるむことなくその使い道を検討する度胸、信念。そなたらはテロリストとして十分に優秀で、好ましい人格をもつでありんす。英雄にふさわしいポテンシャルをもっている。そなたらなら、妾の思想に賛同し、協力してくれるに違いない。恒こう久きゆう的てきに卑猥が許される社会の実現に協力してくれるに違いない」


    　ねっとり粘つくような、熱のこもった暗い視線が僕に絡みつく。


    「さしあたっては、その利用者データをいったん妾に返してくりゃれ？　妾の望む世界をつくるためには、そのデータをうまく運用する必要があるゆえ」


    　どう返答すべきなのか、据すえ膳ぜんを前にしたときのように頭が高速回転を始める。


    　もちろん、藻女さんのイカれた思想に賛同するなんてありえない。


    　たとえ卑ひ猥わいに寛容な社会をつくるなどという目的が本気だとしても、アンナ先輩のように傷つく人たちを大量に生み出すというその手段を、僕たちが受け入れるわけがない。


    　だけど、ここで下へ手たに藻みず女くめさんを刺激するわけにもいかない。この地下国会図書館は、彼女のホームグラウンドなのだ。


    『《雪せつ原げんの青あお》様！』


    　と、ＰＭを介して、保管室の入り口に待機している鼓こ修す理りから通信が入る。


    『話はパツキン経由で聞いたっス！　そのトンデモ女の言うことなんか無視して、とっとと気絶させて戻ってきてくださいっス！』


    　至極もっともな話だが、近くで藻女さんの様子を見る限り、それはかなり難しそうだった。


    　隙すきがない。


    　視線は僕をじっとり捉とらえて離さないのに、華か城じよう先輩がなにか仕掛ける前に必ず対処してくるという確信があった。そこにはオナニートとしての間抜けさは欠片かけらも残っていない。


    　華城先輩もそれを感じ取っているのか、藻女さんの両手を押さえたまま乱暴な手段には転じず、ゆっくりと口を開く。


    「あなたの提案はとても素敵だけれど、乗るには少し現実味が足りないわ」


    　喋しやべりながら藻女さんをうまく説得する段取りを考えているのか、あるいは単に刺激しないためか、華城先輩はゆっくりゆっくり、処しよ女じよを愛あい撫ぶするように続ける。


    「その利用者データは確かに強力よ。でも、この社会をぶち壊すなんて大味な目的ならまだしも、あなたが言うような完全な管理体制を築くなんて繊せん細さいな目的のために使えるかしら？　ましてあなたはただの案内人。そんな大それたことができる立場ではないでしょう」


    「ひひっ、ひひひゃっ」


    「っ」


    　華城先輩の説得を、藻女さんが甲かん高だかい笑い声で遮った。


    「ひひっ。言ったはずでありんすよ。おとなしく従順にしているうちに、思いのほか成り上がることができたと」


    　ゆとりを庇かばって怪け我がをした際に語られた藻女さんの生い立ちが脳のう裏りをよぎる。


    「妾わらわが錦にしきノの宮みや祀まつ影かげの後継者だとすれば、どうでありんすか？」


    「「っ!?」」


    　後継者って、それはどういうことだ？


    「祀影様は卑猥の規制を通じて国が昔のようにすべての情報を掌しよう握あく・管理できる世界の実現を目指していたでありんす。その理想はいま一歩で成じよう就じゆするはずでありんしたが、第三次ベビーブームの到来でそれも立ちゆかなくなりつつある。祀影様はこの状況を見越して、いざというときに彼の理念を引き継ぐ人材も用意していたでありんすよ。妾はそのうちの一人。国を裏から操あやつるに足る立場も人脈もノウハウも、すでに獲得しているでありんす」


    　それに加えて、と藻みず女くめさんは続ける。


    「長年この図書館で案内役を務めるなかで、妾わらわが利用者の大半を籠ろう絡らくしているとしたら？　直接の利用者以外にもその関係者に外で接触し、手足となるよう調教ずみであるとしたら？　そこに利用者データも加われば？　妾の理想は、ただの夢物語ですむであろうか？」


    　熱に浮かされるように藻女さんが夢を語る。壊れた理想を高々と掲かかげる。


    「祀まつ影かげ様には、中途半端に打破されつつあるこの規制社会を再建するための、切り札とも呼べる捨て身の最終手段がありんす」


    「切り札ですって？」


    　聞き捨てならないその情報に華か城じよう先輩が疑問を投げかける。


    　けれど藻女さんはそれに詳しく答えない。


    「数日中に発動するであろう祀影様の最終手段。妾はそれに便乗し、さらには利用者データを用いることで最悪の管理体制を！　ユートピアを実現するためのディストピアを築き上げるでありんす！　この国を中心に！　世界は生まれ変わるでありんすよ！　──ふぅ、長く喋しやべると疲れるでありんすなぁ」


    　藻女さんが一息ついた、そのときだった。


    「逃げるわよ！」


    　華城先輩が叫ぶのと、藻女さんの喉のど元もとに鋭するどい蹴けりが飛んだのはほぼ同時だった。
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    　先輩に促うながされるまま長く語っていた藻みず女くめさんの一瞬の隙すき。そこを突いた突然の一撃げきにしかし、「いきなり酷ひどいでありんすなぁ」


    　ぬるりと。


    　両手を縛しばられたまま、まるでヘビのような動きで藻女さんが華か城じよう先輩の蹴けりをかわす。のみならず、その懐ふところに入り込んで突き飛ばすと、踊るような足取りで二、三歩後ろに下がる。


    「一一二五八、三二九八五、起動でありんす」


    　ガシャン！


    　藻女さんが呪じゆ文もんのように数字を唱えた瞬間、ゆとりと鼓こ修す理りが待機する通路への扉とびらが閉じ、僕と華城先輩は突とつ如じよ床ゆかからせり上がってきた檻おりに閉じ込められる。


    「ちょっと《雪せつ原げんの青あお》！　あっさり捕まっちゃったじゃないですか！」


    「こんな反則トラップ、どうしようもないじゃないの！」


    「ああもう！　いったん利用者データを返して仲間になるふりをするとかいろいろあったかもしれないのに！」


    「バカ！　祀まつ影かげが数日中に切り札を出すなんて話を聞いた以上、利用者データを返すなんて選択肢はもうないわよ！　藻女がまたデータを返せって迫ってくる前に、隙すきを突いて逃げるコマンド連打するしかなかったの！　盛大に失敗したけど！」


    「藻女さんの説得にもう少し力を入れるとか！」


    「あんなのてんで話にならないわよ！　私に下ネタを言うなって命令するのと同じくらい聞く耳もたない気配がムンムンしてたわよ!?」


    　それは認めますが！　それにしたってこんな処しよ女じよにバイブで愛あい撫ぶするような激しい手は性急すぎたのでは!?　愛撫レーションは上級者テクですぜ!?


    『そこのファッキン女、いま声でトラップ作動させたデスネ!?　どこかに解除するネットワークが……ええと、ええと──ファック！　コーヒーこぼしたデース！　機材がアヘ顔でケーレンしてるデース！　マタにも垂れたデース！　マタニティホットデース！』


    　アニー落ち着いて！


    『《雪原の青》様！　ちょっ、大丈夫っスか！　青様！』


    　ＰＭから鼓修理の声が響く。藻女さんの声に従って閉じた扉が通路側からガンガン叩たたかれる。


    「二人とも！　私たちのことは気にせずにいますぐ脱出しなさい！　あなたたちが持ってる利用者データの一部だけじゃあ打倒体制への決定打としては弱いけれど、ないよりは全然マシなんだから！」


    　華城先輩がＰＭ越しにゆとりと鼓修理に指示を飛ばす。


    『了解だぜ！　ほら行くぞ！』


    『あ、青様──っ！』


    　鼓修理とゆとりが通路から遠ざかっていくなか、ふと見やれば藻女さんは既に両手の枷かせを解いており、どこからか現れた何者かに腰かけていた。


    「残念でありんす。そなたらなら、わかってくれると思ったでありんすが──」


    　藻みず女くめさんの腰かけているそれは、四つん這ばいのままこちらに近づいてくる。


    「誰があんたみたいな脳みそ絶頂女に賛同するもんですか！　その目的のために傷つく人がいることも省かえりみないで自分たちだけで満足して、そんなの処しよ女じよ専門の鬼き畜ちくレイパーとおんなじよ！」


    　引きこもってしまったアンナ先輩のことを考えているのだろう。華か城じよう先輩が必死に吠ほえる。


    「──ならば仕方ない。この者らと同様、英雄候補として一から調教するでありんす」


    「あっ!?」


    　そこでようやく僕は藻女さんが座っている二人の人間が誰なのか気づいた。


    　見るだけでむせかえるような筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの肉体、明らかに日本人とは違う彫りの深い顔。


    　それは、


    『あ、アンディ!?　フランク!?　どうしちゃったデース!?』


    　日に本ほん村むらで僕を拘こう束そくしたガチムチのおっさん二人だった。


    　服装は日本村で見たような異界のソレではなく、ブリーフに首輪と少々ソフトになっていた。


    　首輪から伸びる鎖くさりは両方とも藻女さんの手に繫つながっていて、動くたびにじゃらじゃらと音を立てる。


    　……ところでそのおっさん二人、ブリーフ越しに機動チンコキンタムが稼か働どうしてるのどうにかしてくれません？


    「む？　こやつらが気になるか？　少し前に侵入してきた海外のテロリストでありんすよ。ほとんどは善ぜん導どう課送りにしてやったが、こやつら二人は多少なりとも素養があったのでな。英雄候補としてストックするため、少し飼い慣らしておいたでありんす」


    　それを聞いて、僕は身震いした。


    　日本村であんなにも堂々と振る舞い僕のお尻しりを墾こん田でん永えい年ねん私し財ざい法ほうにしようとした二人が、いまは一人の女性に恍こう惚こつの表情で傅かしずいている。


    　短期間のうちになにをどうすればあんな調教が可能となるのか。


    　図書館利用者の多くを籠ろう絡らくしているという藻女さんの言葉に、空恐ろしい現実味が伴う。


    　そのときふと、調教ずみのおっさんコンビの片割れ──こっちはたぶんアンディか──と目が合う。


    「──む？　芳ほう醇じゆんな尻のカホリ……？」


    　あ、ちょっと藻女さん。アンディの調教少し浅いですよ。もっとしっかりやってください。


    「しかし、この二人ももう必要ないでありんすな」


    　アンディとフランクを操あやつり、檻おりに近づいてきた藻女さんが両手で檻をつかむ。


    　その暗い双そう眸ぼうは、じっとりと僕を捉とらえていた。


    「センチメンタルボマー、とか言ったか。ふふふ。そなたはこの二人よりもずっとずっと、いや今までの候補の誰よりも、妾わらわ好みの〝英雄〟になりそうでありんすなぁ」


    　そしてちらりと華か城じよう先輩のほうへ目をやると、


    「先ほど逃げた二人も含めその他の者は……まあ前回と同じように、善ぜん導どう課にでも引き渡すでありんすか」


    「っ！　ふざけ──」


    　檻おり越しにつかみかかろうとして、僕はその手を途中で止めた。


    　僕たちを捉えていた檻がひとりでに動きだし、地面へと収納されていったからだ。


    『そのプッシーのＰＭに侵入してトラップ解除してやったデース！　二人とも早く逃げるデース！　アンディとフランクのタマを無駄にしちゃダメデース！』


    　タマって命って意味だよね？　などと口に出している場合ではない。


    　僕と華城先輩は通路へと続く扉とびらも開かれていることを確認し、まっしぐらにそちらに走る。僕は利用者データの入ったケースを一層力強く握りしめる。


    「ひゃっひひひひひっ！」


    　するとなにがおかしいのか、背後ではアンディとフランクの背でオナニートよろしく寝そべったまま、こちらを追うでもなくくつろぐ藻みず女くめさんの姿があった。


    「ここのトラップを解除するとは、さては妾のＰＭにでも侵入したか？　くふふ。館内の警備やトラップの多くが無効化されてしまうわけでありんす。さすがは巷ちまたを騒がす《ＳＯＸソツクス》でありんす。それでこそ英雄にふさわしい。調教のしがいもある」


    　僕たちがセキュリティのほとんどを無効化して逃げ出すことになんの危機感も抱いだいていないのか？


    　絶対に逃がさない秘策でもあるのか、それとも……。


    　なにか引っかかりを覚えたそのときだった。


    「……《ＳＯＸ》？」


    「「っ!?」」


    　通路からゆらりと入室してきた一人の影に、僕と華城先輩は凍りついた。


    　絹のような銀髪、妖精のように整った顔、雪のような白い肌はだ。女性らしい曲線を描えがく豊満な肉体はゆったりとした部屋着に包まれていた。


    　その表情は数週間前とは比べものにならないくらい憔しよう悴すいしきっている。


    「《ＳＯＸ》……ということは、そこにいるのは《雪せつ原げんの青あお》ですの……？」


    　幽ゆう鬼きのような顔でそこに立っていたのは、確かにアンナ先輩だった。


    「なんでこんなところに!?」


    　驚きよう愕がくが声に出ると同時、僕は初めて藻女さんと出会ったあの日を思い出す。


    「む？　アンナよ。部屋でゆっくりしておくよう言ったはずでありんすが」


    　背後できょとんとした声を漏もらす藻みず女くめさん。アンナ先輩は彼女になにかしらを吹きこまれて、ここに連れてこられたのだろうか。


    　あの日彼女にアンナ先輩を任せるかたちになってしまったことを、いまさらながら強く後悔する。


    「雪せつ原げんの……青あお……っ！」


    　華か城じよう先輩を《雪原の青》として認識したアンナ先輩の気配が一瞬で切り替わった。


    　僕を捕ほ食しよくしたり、嫉しつ妬とでおかしくなったときとは違う。


    　純粋な殺意のようなものを噴出し、猛然とこちらに──華城先輩へと向かってきた。


    　僕は咄とつ嗟さにパンツを脱ぎ捨て、アンナ先輩のほうへ投げつける。


    「なにやってるの!?」


    　華城先輩がドン引きしたように悲鳴を上げる。


    　僕は剝むき出しになった男性自身を利用者データ入りのケースで隠しながら叫ぶ。


    「いまのうちに逃げましょう──って、あれ!?」


    　僕は目を疑った。


    　アンナ先輩が、パンツに目もくれない……だと……!?


    　バカな！　ありえない！


    　確かにアンナ先輩は傷しよう心しん中ちゆうで、シャレにならない精神状態に違いない。


    　けれど僕のパンツに視線をちらりと泳がせることもなく、鼻をひくつかせることも涎よだれを垂らすこともないなんて！


    　お、おかしい。なにがどうなってるんだ。いきなり無意味にフルチンになった僕が変態露ろ出しゆつ野や郎ろうみたいじゃないか！


    「ちょっと！　なんでショック受けてるのよ！　──きゃあ!?」


    「か──《雪原の青》！」


    　ずっと引きこもっていたはずのアンナ先輩の身体能力は少しも衰おとろえてはいなかった。


    　一瞬で華城先輩に肉にく薄はくすると、抵抗する間もなく押し倒し、その喉のど元もとめがけて固く握った拳こぶしをなんの躊ちゆう躇ちよもなく振り下ろす。


    　──なんだ？　あれじゃあまるで、本気で殺そうとしているみたいな。


    　陰毛も含めた体中の毛がぞっと逆立つ。


    　次の瞬間、僕は童どう貞てい秘術《瞬間勃ぼつ起き》によって勃たたせたムスコにケースの持ち手を引っかけ、空いた両手でアンナ先輩に跳びかかっていた。


    「邪魔、ですわ！」


    　アンナ先輩の腕に取り付くも、この女の子らしい細腕のどこにそんな力があるのか、ほとんどなにもできないまま振り落とされる。


    「うっ、りゃああっ！」


    　僕を放り投げたことで少し体勢のぐらついたアンナ先輩を、華か城じよう先輩がなんとか押し返す。


    「つかまってください！」


    　僕は華城先輩の手をつかんで引き起こす。もう片方の手でムスコに引っかけていたケースを握りしめ、僕たちは走り出した。


    「逃がしませんわ……絶対に、その正体を……違うに、決まっていますもの……」


    　しかしほとんど距離を稼かせぐこともできず、アンナ先輩がなにか呟つぶやきながら一瞬でその殺意をぶつけられる範囲にまで迫ってくる。


    　下のパンツを脱いでも意味がなかった以上、上のパンツを脱いで正体を晒さらし、華城先輩だけでも逃がすべきか……っ！


    　迷っている時間はないと二枚目のパンツに手をかけたそのときだった。


    「なにをそんなに殺気立っているでありんすか、アンナよ」


    　それはとても優しく、慈愛に満ちあふれた声だった。


    「英雄候補が、人を殺してはダメでありんす」


    　ふと、すぐそこにまで迫っていたアンナ先輩の気配が遠ざかり、小さくなる。


    　なにが起きたのかわからず、僕は思わず振り返っていた。


    「……噓うそだろ……」


    　僕の口から、愕がく然ぜんとした声が漏もれる。釣られて振り返った華城先輩も「ありえないわ……」と息を呑のんでいた。
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    　殺気に満ちあふれ、僕のパンツにも反応しなかったアンナ先輩が、藻みず女くめさんに抱きしめられおとなしくなっていた。


    　瞳ひとみはそれこそ人を殺しそうなほどすさんだまま華か城じよう先輩を睨にらみつけ、息は手負いの獣けもののように荒い。それでもアンナ先輩は藻女さんをふりほどくことなく、その腕の中におとなしく収まっていた。


    　僕の下半身をエサにするわけでもなく、絶頂させて気絶してもらうわけでもなく、あんな常識的なやり方でアンナ先輩がおとなしく……!?


    「一体、なにがどうなってるんだ！」


    　生まれて初めて女性器を間近に見たときのような言葉を吐きながら、僕は華城先輩とともに、保管庫を脱出した。

  


  
    



    第三章　ローションでローションを洗う戦い


    



    《ＳＯＸソツクス》の二人組が逃げ去ったあとの最重要保管庫。


    　藻女は二人の筋肉ダルマを部屋の隅へ下がらせ、アンナ・錦にしきノの宮みやをなだめるように抱き留めていた。


    「《雪せつ原げんの青あお》の正体を……あの方の正体を暴かないと……わたくしはもう……なにも信じるものが……」


    　そう繰り返すアンナの頭を撫なでながら、藻女も言葉を繰り返す。


    「大丈夫でありんすよ。そなたは何も悪くない。そなたは社会に騙だまされ、ないがしろにされた被害者でありんす。そなたの中で渦巻く感情はすべてまっとうなもの。妾わらわはそなたが大好きでありんすよ。そなたがどんなに間違っていても、歪ゆがんでいても、ずっとそなたが大好きでありんす」


    　そうしてアンナが落ち着いてきたころ、


    「そなたがなにをそんなに苦しんでいるのか、そなたはいまだ詳しく話してくれぬが……構わぬでありんす。妾はずっと、そなたを愛して、そなたの傍そばにいるでありんす。だから──」


    　慈愛に満ちた声で、藻女はアンナに命じる。


    「──だからどうか、《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》でも《雪せつ原げんの青あお》でも、どちらでもいいでありんす。生きたまま、妾わらわのもとに届けておくんなんし」


    　藻みず女くめが《ＳＯＸソツクス》の一団と時間をともにしたのはほんのわずかな時間だったが、彼女には確信があった。


    《雪原の青》を捕まえてしまえば、《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》はそれを見捨てることができない。


    　下品な発言を繰り返し、この規制体制に下ネタで喧けん嘩かを売るような女に、彼は心底惚ほれ込んでいる。自覚はまだ薄いようだが、あの二人の間には互いを受け入れ合う強固な繫つながりがある。


    「……わかり、ましたわ……よく考えれば、万が一の場合、あの方にはいろいろと、説明してもらわねばならないこともあります」


    　アンナはそっと藻女の腕から離れ、保管庫を出ていく。


    　その姿を眺めながら、藻女は再び呼び寄せた筋肉ダルマの片方にだっこしてもらい、もう片方の筋肉ダルマの上に腰かける。


    　そうして、うずく下半身に指先を這はわせながら、先ほど取り逃がした男《オナ禁百日目の童センチメンタルボ貞マー》に思いを馳はせた。


    「くふふ、欲しい。欲しいでありんすなぁ」


    　大衆を導く英雄には、物語が必要だ。


    　それはたとえばアンナのように、いきすぎた性規制によって取り返しのつかない痛手を被こうむっただとか。


    　それはたとえばこの筋肉ダルマや《ＳＯＸ》のように、真っ向から性規制体制と戦い続けてきただとか。


    《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》には《ＳＯＸ》として体制と戦ってきた物語が既にある。そしてその物語はこのあとさらに厚みを増すのだ。恋い慕したうパートナーが投とう獄ごくされ、彼はそれを救うために、強固を極める規制体制を数十年越しに打倒する。素晴らしい。英雄にふさわしい物語だ。


    「ひひっ、それだけでも十分に魅力的な人材だというのに。あの男ときたら」


    　そう。《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》の価値は、英雄にふさわしいその物語性だけに留とどまらない。


    　いやむしろ、藻女にとってはもう一つの魅力のほうが重要であるとさえ言えた。


    　彼が《雪原の青》に向けるあの温かな思し慕ぼ、藻女はそれが欲しくて欲しくてたまらなかった。あの呆あきれたような視線。無遠慮な声こわ音ねでの罵ば倒とう。それはひとえに《雪原の青》への深い理解と親しみからくるものだ。


    　愛した相手がどんな存在であろうと決して見限ったりせず、そのすべてを受け入れる。まるで親が子に向けるように純粋な好意。繫がり。


    　彼が《雪原の青》に向けるその思慕は、かつて藻女が両親から注がれ、そして強引に取り上げられたそれに通じるぬくもりがあった。だから藻女は彼が《雪原の青》に向けるその気持ちの矛ほこ先さきを、是が非でも自分に向けさせたいと渇かつ望ぼうしてしまった。


    「なんとしても手に入れて、妾わらわの理想どおりに改造はぐくむでありんす。妾のことを心底愛し、受け入れてくれるよき理解者に。それでいて数十年後、性に寛容な社会を実現するために妾を破は滅めつさせてくれる英雄に」


    　暗く輝かがやく歪いびつな未来を思い、藻みず女くめは幸せそうに笑みを浮かべた。


    　そしてまだ完全には掌しよう握あくされていない自身のＰＭを介して下げ僕ぼくたちへと呼びかける。


    「地下国会図書館常駐警備部隊総員百名に告ぐでありんす。早急に侵入者を捕らえ、妾のもとへ連れてきておくんなんし」


    　絶対に逃がさない。


    　その目に宿っていたのは侵入者への敵意ではなく、《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》に対するねじ曲がった愛着であった。
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    「なんっなのよあのイカれおまーんは！」


    　来た道を爆ばく走そうしながら、華か城じよう先輩が酷ひどい暴ぼう言げんを言い放つ。


    「それに、なんでアンナがいるの!?　いくらなんでもこんな場所で相手できないわよ!?」


    　どんな場所に現れてもラスボスがごとき働きをするアンナ先輩。それに加えてここは完全に敵陣のど真ん中だ。アニーのサポートが反則じみていようと、過信はできない。


    　それに、


    「あの日に本ほん村むら出身部隊百人を全滅させたのがただのトラップや警備員だけの仕し業わざとは思えません！　とにかくいまは逃げましょう！」


    『タヌキチの言うとおりデース！　いま、ネットワークに侵入して国会図書館の警備の人たちのＰＭをぐちゅぐちゅかき回してマース！　警備の人の頭がフットーしてるうちに急いで外に出してクダサーイ！　それと、話は変わるデスケド』


    　怪しい日本語で冷静に指示を飛ばしてくれていたアニーの声が、いきなりむっと膨ふくれたようなものになる。


    『二人とも、いつまで手コキしてるデスか？』


    　こんな状況で手コキなんかするかあああああああ！　などと心の中で叫んだのも束の間。


    「[image: ][image: ][image: ]っ」


    　僕は保管庫で華城先輩を助け起こしてからずっと手を繫つないだままなことにいまさら気づいた。


    「あ、す、すみません！　走りにくかったですよね!?」


    　慌あわててぱっと手を放す。


    　走り続けていたためか、華城先輩と手を繫ぎっぱなしだったことに気づいたせいか、僕の掌てのひらはじっとりと汗ばんでいた。華城先輩に不快な思いをさせてしまっただろうかと顔色を窺うかがう。


    　華か城じよう先輩は僕から顔を逸そらして、それまで僕と握っていたほうの手をじっと見下ろしていた。……僕の自意識過剰だろうか。その仕草はどこか、名な残ごり惜おしさを感じさせるようなもので──かと思った瞬間、華城先輩はハッと我に帰ったようにその手を服でごしごしぬぐうと、「こ、これは手汗じゃなくて手マンでついたマン汁だから！　勘違いするんじゃないわよ！」


    「いろいろサイテーだあんたは！」


    『タヌキチ！　イチャイチャレロレロしてないで逃げることに集中するデース！』


    　アニーからお叱しかりを受ける。すまんこ。ごメンス。謝精します。


    　通路を走り抜け、大量のエロ本が保管された閲覧室へさしかかる。


    　そのときだった。


    　薄暗い室内に突とつ如じよ光が生まれた。


    　追っ手か!?　と身構えながら走る速度をさらに上げる。


    　気配なんかまるで感じなかったのに、一体どんな隠おん密みつ部隊が──。


    　次の瞬間。


    　僕の意識は真っ白になった。


    　耳に届く心ここ地ちよい嬌きよう声せい。


    　ぐちゅぐちゅパンパン響く湿った音と乾いた音のシンフォニー。


    　目に飛び込んでくるのはチラリズムのわかっている監督の指示によるのだろう適度な肌はだ色と、男優が邪魔に見えないベストアングル。


    　これは、なんと素晴らしき三次元アダルトビデオ。


    　ああ……我がムスコの望む理想世界アガルタはここにあったんだ……。


    「ちょっと!?　しっかりしなさい！　気持ちはわからないでもないけど目を覚まして──いやあああああああっ!?　グロいいいいいいいいいいいいいっ！」


    「ぎゃああああああああああああああああっ!?」


    　突如股こ間かんに走った衝しよう撃げきと激痛。


    　玉といっしょに体までふわっと浮き上がるほどの威力に、僕はようやく意識を取り戻す。いや、別の意味でまた意識が飛びそうでしたけどね？


    「ハッ。こ、ここは……？」


    「いいから早くソレを隠して！」


    　華城先輩が懐ふところから取りだしたのは予備のパンティーだった。


    　そういえばアンナ先輩にパンツを投げつけてからずっとブラチン状態だったっけか。上着を引き伸ばしてワンピースっぽくすることでごまかしていたけど、よくよく考えたら非常識である。


    　僕は華城先輩から受け取ったパンティーをはいて立ちあがり──。


    　意識が真っ白になった。


    　耳に届く心ここ地ちよい嬌きよう声せい。


    　ぐちゅぐちゅパンパン響く湿った音と乾いた音のシンフォニー。


    　目に飛び込んでくるのはエロマッサージにびくんびくんと跳ね回る豊満な果実。画面に飛び散る水滴はさながら世界三大瀑ばく布ふのナイアガラ。


    　ああ、乾いていた僕の股こ間かんが洗われ虹にじがかかるようだ──。


    「だから！　とっとと正気に戻りなさい！」


    　バッチーン！


    　頰ほおに鋭するどい衝しよう撃げきが走り、華か城じよう先輩にビンタされたのだとわかる。


    「ハッ。ぼ、僕は一体なにを……」


    「いいから！　あっちを見ないで！」


    　ゆでだこのようになった華城先輩が僕の両耳を塞ふさぐようにして首を固定する。


    「藻みず女くめの精神攻撃よ！　まさかこんな恐ろしいトラップがあったなんて……」


    　そこでようやく状況がつかめてきた。


    　僕の背後から発せられる光。


    　それは恐らく巨大スクリーンに映写された古代の秘宝、三次元アダルトビデオ。


    　話には聞き及び知識はあるものの、実物を直視する機会など皆かい無むだった世界の宝。


    　そして衝撃が強すぎてはっきり思い出せないのが悔くやまれるが、恐らく僕の好みドストレートかつ地下国会図書館入り口で見たサンプル動画とは比べものにならないボリュームに違いない。


    　そうでなければいくらなんでもいまの状況をすべて忘却し立ち尽くすなんてありえない。華城先輩の前でフルチン勃ぼつ起きなんて醜しゆう態たいをさらすはずもない。


    　これは、なんて恐ろしいトラップなんだ。


    　僕は心の底から戦せん慄りつしていた。そして確信していた。


    　外国人部隊百人を一いち網もう打だ尽じんにしたのは、この悪魔の装置だと。


    「せ、先輩！　このまま僕を振り向かせないでください！」


    「当たり前よ！　こんな馬ば鹿かげた罠わな、とっとと突破して──」


    『Ｏｈオー……あ、あわわデース……そ、そんなプレイがあるデスカ！　そ、そんなメチャクチャなの入れたら壊れちゃうデース……あ、あんなに出るものなのデスカ……』


    　やめてえええええええ！　実況しないでアニーっ！　振り向いちゃうぅ！　振り向いてまた意識がトんじゃうのおおおっ！


    「……？」


    　と、僕がＡＶに気をとられないよう耳ごと首を押さえ引っ張ってくれていた華城先輩が不思議そうな声を出す。


    「あ、あれ？　ちょっと、なんで進まないのよ。たぬ……《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》!?　なにを必死に踏ん張ってるの!?　さっさと行くわよ!?」


    　驚いたことに、僕の体は華か城じよう先輩の牽けん引いんに全力で抵抗していた。


    　まるでなにもかも投げ捨ててＡＶ鑑賞に戻りたいと訴えるように。


    　まさか……体の支配権が脳から下半身へ移った……？　玉は第二の脳だった？


    　バカな、そんなことが。


    「先輩、体が、体が言うことを聞きません」


    「ぶっ殺すわよ!?」


    　華城先輩が珍しくストレートな暴ぼう言げんを吐く。当然の対応だった。


    　しかしそれでも足が床ゆかに男だん根こんを張ったかのように僕はその場を動けない。


    「いままで散々いろいろな色事に巻き込まれておいて、いまさらなに言ってるのよ！」


    　違う。それは違うんですよ華城先輩。


    　実際この身に降りかかるエロシチュエーションとオカズは、まるで異なるものなんです。


    　オカズはあくまでフィクションの世界。そこに責任やその後のフォロー、現実的な諸問題は一切なく、男はただただ純粋な気持ちでその劣れつ情じようを解放できるのです。ただただ穏やかな気持ちで、男を興奮させることに特化したカメラアングルとシチュエーションを楽しむことができるのです。


    　それを現実のエロと同列視することなど、笑しよう止し千せん万ばん！


    　なによりこの上質なＡＶを見み逃のがしては男が廃すたると天が囁ささやきチンコが歌う！


    「いいから！　とっとと！　動きなさい！」


    　バッチーン！　ビタン！　ベシベシ！


    　頰ほおを思い切り往復ビンタされ、そこでようやく僕の足が動いた。


    　ぼ、僕はいままで一体何をしていたんだ……。


    「すみません先輩！　助かりました！」


    　アダルトビデオ上映会場を走り抜け、次のエリアを駆かけ抜ける。


    「いいから走りなさい！　あと利用者データは私が持つわ。あなたは両耳を塞ふさいで走りなさウヒョォ！」


    　僕が華城先輩に利用者データを手渡してわずか一秒未満の出来事だった。


    　華城先輩が突然進路を右にとり、見開き陳列されたＢＬ本の山に突っこんだかと思うと、流れるように作動した檻おりにとっ捕まっていた。


    「ちょっとおおおおお!?」


    「か、体が勝手に!?　これはどういうこと!?」


    　華城先輩は口では困惑しつつ、手にしたＢＬ本を食い入るように見つめている。


    「私はもうダメ……これをよろしく頼むわね……」


    　華城先輩は口だけ殊しゆ勝しように呟つぶやくと、ＢＬ本から顔もあげないまま檻越しに利用者データ入りのケースを手渡してくる。


    「しっかりしてくださいって！」


    　僕にはさっぱり理解不能だが、きっといま、華か城じよう先輩の脳内はさっきの僕みたいになっているのだろう。


    　くそっ、地下国会図書館、恐ろしい施設だ……っ！


    『ヘーイ！　タヌキチ！　檻おりから離れてクダサーイ！』


    　アニーの言葉に従って檻から距離をとると、ハッキングによるものだろう、罠わなが解除される。


    「先輩！　ほら、行きますよ！　追っ手が来ますって！」


    「私はここでＢＬ本に埋もれて暮らすの」


    「なにバカなこと言ってんですか！」


    　捕まったら善ぜん導どう課行きなんですよ!?


    　うぅ、僕もさっきまでこんな有あり様さまだったのだろうか。それも下半身まる出しで。


    　赤面しながら華城先輩のほっぺをパンツ越しにぺしぺし叩たたき、なんとか正気に引き戻す。


    「──ハッ。私は一体なにを」


    「お宝の山に埋もれて我を失ってたんですよ。ほら、さっさと脱出しますよ！　服の中に本を詰め込もうとしない！」


    　華城先輩をぐいぐいと引っ張り、ようやくその足が動き始めたときだった。


    　どこからか現れた大型スクリーンになにかが映写され、嫌な予感が体を貫つらぬく。


    『──まずウチさぁ、屋上……あるんだけど、焼いてかない？』


    「ファ!?」


    　映しだされたのは予想外の映像。男どうしの意味深な絡み。


    　男しか映っていない怪しげな映像に、華城先輩の足がまた止まる。


    「いい加減にしてくださいってば！」


    「ちょ、ちょっとだけ！　ちょっとだけだから！」


    　そうこうしているうちに映像は移り変わる。


    『──おまたせ！　アイスティーしかなかったんだけどいいかな？』


    「これはもしや、伝説の……」


    「ええい、こうなったら仕方ない！」


    　僕はスクリーンをガン見したまま岩のようにその場を動かない華城先輩を利用者データごと担かつぎ上げ走り出した。


    「いやっ、ちょっとなにするの！　いやぁ！　放してケダモノ！　私を連れ去ってどうするつもり!?　昏こん睡すいレイプ！　野や獣じゆうと化した後輩！」


    「黙ってないと舌嚙かみますよ!?」


    　そうして僕は華城先輩が正気に戻れるエリアに到達するまで必死に走り続けた。


    　ゆとりたちに利用者データの一部を持たせて先行させているとはいえ、それはたった数人分のデータにすぎない。地下国会図書館の存在を公おおやけにできるという点では体制を脅おびやかす重要データであることに間違いはないのだが、利用者がたった数人では一部の有力者が暴走しただけだと言い逃のがれされてしまう可能性もなくはない。体制へ確実にトドメを刺そうと思えば、僕たちの持つ五百人分のデータがどうしても必要になってくる。


    　こんなふざけた罠わなに股こ間かんを惑わされることなく、僕たちは先に進まなければならないのだった。……しかし、ぐぅ、三次元アダルトビデオ……。
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    『ヘーイ！　いい知らせと悪い知らせデース！　マタの穴かっぽじってよく聞くデース』


    　綾あや女めと狸たぬ吉きちを置いて先に脱出を図ったゆとりと鼓こ修す理りのもとにアニーから連絡が入ったのは、二人が本棚の迷宮をなんとか脱出したころだった。


    　藻みず女くめが綾女と狸吉にだけ構っていたおかげか、追っ手らしい追っ手もかからず二人は怖いほどスムーズにここまで戻ることができていた。


    　困ったことといえば、本棚の迷宮を突破した先が来たときとは違うエリアに続く道で、アニーのナビなしに地上へ戻るのが困難になってしまっていたことくらいだった。


    『タヌキチとアヤメ、両方ともファキン女のとこから無事に逃げたデース！』


    「よ、よかったっス……」


    　知らせを聞いた鼓修理が涙声で応じる。


    「で、悪い知らせってのはなんだぜ？」


    　肩に担かついだ鼓修理に胸元で太たい鼓この●人をされたり顔を引っ搔かかれたりと散々な抵抗を受けながら、それでも利用者データの一部とともに鼓修理をここまで運んできたゆとりが冷静にアニーへ聞き返す。


    『アヤメとタヌキチが保管庫から逃げたのを受けて、ファッキン女が本格的にシリ動かし始めマシタ！　さっきもすごくエロい罠があって大変だったデース！』


    　エロい罠とは一体……とんでもない罠、どえらい罠の言い間違いかとゆとりは思ったが、詳しく話を聞いたところ、どうやら本当にＡＶと蔵書を駆く使ししたエロい罠だったらしい。


    「そんならこっちは大丈夫だぜ。こんな状況で卑ひ猥わいなもんに足止めされるほど頭沸わいちゃいねーし、男同士のアレにも興味ねーぜ」


    「……動物のアレには興味津しん々しんだったくせにっス」


    「てめえええっ！　ここまで運んでやったの誰だと思ってんだ！　黙ってろ！」


    　ゆとりは一息ついてから、追っ手がいないか周囲を見まわしつつアニーと今後の方針を示し合わせ始めた。


    「藻みず女くめの目標は利用者データと、あのバカなんだよな？」


    『あのバカ……？　タヌキチのことデスカ？』


    「そうだぜ」


    『バカとはなんデスカ！　確かにタヌキチのはバカでかかったデスけど！　チンコの特徴で人を呼ぶのはチンカス野や郎ろうのすることデース！』


    「え？　なに？　いまなんて？」


    　聞き捨てならない言葉が聞こえた気がしてゆとりは聞き返す。


    　こいつ、狸たぬ吉きちのムスコと面識が……？　いや恐らくあの日に本ほん村むらのテーマパーク（ホテル）でのことだろう。あれはあれでギリギリだったが一線は越えていないから不問とする。それより重要なのは……バカでかかっただと？　外国人のアニー・ブラウンをして、バカでかい？　え？　マジで？


    　かなり昔のデータだが、日本人の平均サイズ（戦闘時）は十三センチだ。アニーがどこの育ちかは知らないが、人種的には白人、欧米系だ。その辺りの国だとドイツが平均十四・五センチ、イタリアが十五センチ、フランスで十六センチ。


    　そういった環境で育ったはずのアニーをしてバカでかいと……。


    「おい、なに考えてんっスか、マスター？」


    　背後から鼓こ修す理りに内心を見透かされて、ゆとりは飛び上がる。


    「べ、別になんも考えてねーぜ！　その呼び方やめろ！」


    　ゆとりは咳せき払ばらいを挟んで本題に戻る。いまは狸吉のサイズを気にしている場合ではない。


    「藻女はあたしらのことをしばらく無視して、あの二人にかかりきりだったぜ。ならたぶん、こっからもあたしらよりあの二人を重点的に追い回すはずだ。つーか、確実にそうだぜ。逃げ出したあたしたちより、一応は捕ほ獲かくずみだったあの二人に構ってたくらいだからな」


    　ゆとりは確認するように言う。


    「だから、アニー。この先もこっちのサポートは最低限に、あの二人が確実に脱出できるよう全力で援護してやってくれだぜ」


    『わかったデース！　ユトリ、えぐれおっぱいなのにいい度胸デース！　サムライデース！』


    「ははは、殺すぞ？」


    　贅ぜい沢たくを言えば狸吉たちに合流しておきたいところだが、アニーのナビがあまり役に立たない本棚の迷宮を過ぎてしまった以上それも難しい。


    　いまはとにかく、綾あや女めたちから託された利用者データの一部を地上へ持ち出さなくては。


    　藻女が自分たちをほとんど無視していたことを考えると、この数人分の利用者データで体制にトドメを刺すのは難しいのかもしれないが、それでも確実に体制へダメージを与えることのできる重要な戦利品だ。


    「さて、そんじゃあ、早速で悪いけど、地上への道順を教えてくれだぜ。最初にそれさえやってもらえれば、あとはそっちに負担かけないよう、あたしらの力だけで脱出してみせるぜ」


    『お茶の子サンピーデース』


    　ほんのわずかな時間をおいて、アニーが再検索した脱出ルートの詳細が二人のＰＭに届く。


    『ちょっとだけサービスデース。職員のＰＭに干渉して、そっちのルートにあまり人がいかないよう通信を偽ぎ造ぞうしマシタ。それでも一応気をつけて進んでクダサイ』


    「便利すぎだぜ。サンキューな」


    　そしてゆとりは鼓こ修す理りとともに地上を目指し走り出した。


    　……そうしてしばらく進んだときのことだった。


    「んあ？」


    　本棚迷宮とはまた違う、熟女ものメインらしい蔵書コーナー。


    　そこに踏み込んだゆとりと鼓修理の視線の先に怪しげな巨大スクリーンが下りてきていて、なにかの映像が映しだされようとしていた。


    「もしかしてあれ、《雪せつ原げんの青あお》様たちが抜け出すのに苦労したっていうのと同じ種類の罠わなっスかね？」


    「へっ。なにが罠だぜ。さっきも言ったけどな、こっちにゃそんな手通用しないぜ」


    　強しいて言えば、薄うす闇やみに慣れた目にスクリーンの光が痛いくらいだ。


    　響き渡り始めた嬌きよう声せいにも耳を貸さず、スクリーンの前を通り抜けようとしたそのときだった。


    　ゆとりの目に、見み逃のがせない文字列が飛び込んできたのは。


    



    『爆ばく乳にゆう天国シリーズ第八弾！　揺れる！　跳ねる！　埋もれる！　乳に溺おぼれる耐久十時間！』


    



    「……」


    「？　おい、なんで止まるっスか？」


    「なあおい、アニー」


    　スクリーンの中で自由自在に形を変える、未知の脂し肪ぼうの塊かたまりを眺めつつ、ゆとりは言う。


    『どうしたデスカ？　早速なにか問題デスカ？』


    「この映像って、誰かがタイトル選んでんだよな？」


    『たぶんそうデース。侵入者の好みに合わせて遠えん隔かく操作されてマース。十じつ中ちゆうファック、あのファッキン女が選んでるに違いないデース。けど、あのファッキン女のＰＭにどうしても干渉できない領域が残ってて……かなり強固なセキュリティで困ってマース。早くどうにかしないとアヤメとタヌキチがヨクボーに負けちゃいマース』


    　しかしゆとりはアニーの説明を最後まで聞いてはいなかった。


    　ああそう。あたしらが逃げてるだろうあたりの映像を、わざとこういう映像に差し替えてるわけだ、あの女──と、ゆとりの中でふつふつと湧わき上がるドス黒い気持ち。


    　そしてその理性が吹き飛んだのは、ＡＶ内でパイズリが開始され、女優が「貧ひん乳にゆうにはできないプレイだよー」とドヤ顔をかましたその瞬間だった。


    「うがあああああああああ！　どいつもこいつもバカにしやがってよおおおおおお！」


    「ちょっ、なに大声出してるっスか!?　落ち着くっス！」


    「真っ平ら真っ平らってバカの一つ覚えみたいにバカにしやがって！」


    　鼓こ修す理りの制止も聞かず、ゆとりはスクリーンへと飛びかかった。


    　引きずり落とし、引き裂き、それでもなお背後の壁に巨きよ乳にゆうが映り、耳みみ障ざわりな巨乳どもの喘あえぎ声がアンアンと響き渡る。どこだ。映写機とスピーカーはどこだ。ゆとりは感覚器官をフル稼か働どうさせる。


    　薄うす闇やみの中で光を発する映写機はすぐに見つかった。


    　かなりの高所にあるそれに、本棚をよじ登って飛びかかり、床ゆかに引きずり降ろして踏み砕く。スピーカーも同様に破壊し、それでもなお消えない怒りを周囲にぶつけまくる。


    「あいつは！　ほかの女のこと！　ばっかで！　あたしなんて！　眼中に！　ねえしよおおお！　胸部か!?　胸部が薄いからあいつの視界に入らねぇのか!?」


    「このアホ！　いまは憂うさ晴らししてる場合じゃないっスよ！　追っ手が来ないうちに逃げるっスよぉ！」


    　珍しく焦あせった調子で羽は交がい締めにしてくる鼓修理を意にも介さず、ゆとりは映写機を踏み砕き続ける。


    「あたしだってなぁ！　あたしだって妊にん娠しんすりゃあ、アニーと同じくらいに膨ふくらむんだよお！」


    『そうなのデスカ!?　ニッポンのチンコは世界一の膨ぼう張ちよう率だと聞きましたが、もしやオッパイもそうなのデスネ!?』


    「ややこしくなるからあんたはいま口を挟まないでほしいっス！　これはとてもデリケートな問題なんっス！」


    『オッパイはデリケート。アニー覚えマシタ！』


    　その後ゆとりは道中に何度も立ちはだかる巨乳モノ映写専用スクリーンをすべてなぎ倒し、その盛大な破は砕さい音おんで追っ手をむやみやたらと引きつけながら地上を目指すのだった。


    



    　　　　　　●


    



    　こちらの欲望を巧たくみに刺激する凶悪な罠わなの数々。


    　僕と華か城じよう先輩はお互いをどつきあうことでなんとかその誘惑を振り切り、地下国会図書館を突き進んでいた。


    　その最中、遂に恐れていた事態が起こった。


    「──うっ」


    「どうしたの狸たぬ吉きち。触らずシコらず射しや精せいするほどの妄もう想そう力りよくでも手に入れたの？」


    「違います！」


    　追っ手の気配を探知するために広げていた僕の意識に、見み逃のがせない影が映り込んだのだ。


    　その禍まが々まがしい殺気は単独で、迷うことなくこちらに近づいてくる。人間とは思えないほどの凄すさまじいスピードだ。


    　アンナ先輩が、僕たちに追いついてきていた。


    「……遂に来たわね」


    　僕の表情からアンナ先輩の接近を察したのだろう。華か城じよう先輩の表情が硬く強こわばる。


    「急ぎましょう！」


    　僕と華城先輩はアニーのナビに従い、さらに逃走のスピードを上げる。


    　しかし僕の匂においをその化け物じみた嗅きゆう覚かくで捕ほ捉そくしているのだろう、アンナ先輩の気配はぐんぐん近づいてくる。


    　本当なら利用者データを華城先輩に託し、僕が囮おとりになってアンナ先輩を惹ひきつける場面なのだが、残念ながらこの場においてその手は使えない。


    　なぜなら──。


    



    『──アンアンッ──パンパンッ──マンマンッ』


    



    　道中で極上のアダルトビデオが上映されるからだ。あっ、いい感じの大きさのおっぱいが揺れてる──。


    「こら！　チラ見しないの！　またこけるわよ！」


    　華城先輩にほっぺをアイアンクローされ、僕はエロ動画からなんとか視線を逸そらす。


    　それからわずか数秒後。


    「ちょっと先輩！　よそ見しちゃダメですって！　また本棚に激突しちゃいますよ！」


    　少し離れた場所でいきなり始まったゲイビデオ上映会に一瞬意識を奪われた華城先輩の頭に手をやり、僕はその視線を進行方向へと無理やり修正した。


    　──このように二人で行動しないと、藻みず女くめさんの仕掛ける凶悪なトラップに気を散らされてしまい、最高速度で逃げることが難しくなってしまっている。もし単独でこの図書館内を走り回ったりしたら、アンナ先輩どころか普通の警備員にさえ追いつかれてしまいかねない有あり様さまだ。


    　やむをえず僕と華城先輩はペアでの行動を余よ儀ぎなくされ、その結果として利用者データのもとへアンナ先輩を引き寄せるかたちになってしまっている。


    「このままだと追いつかれるのは時間の問題ね」


    　スピードはアンナ先輩のほうが圧倒的に速く、そのうえ僕たちはちょくちょくエロビデオに足止めを食らう。


    　華か城じよう先輩の言うとおり、追いつかれるまでにそう時間はかからないだろう。


    「となると、そろそろ秘密兵器の出番ね」


    　上階に続く階段にさしかかったころ、華城先輩が懐ふところから一本のボトルを取りだした。


    「……それ、本当に使うんですか？」


    「当たり前でしょう。なんのためにわざわざ寄り道したと思ってるの」


    　そう言って、華城先輩は階段の下り側にまきびしよろしくボトルの中身をまき散らし始めた。


    　僕は呆あきれながら、華城先輩がその最終兵器とやらを回収したいと言い始めたときのことを思い返す。


    



    　華城先輩が寄り道をしたいなどと言い始めたのは、利用者データの一部を回収したあの管理室の前にさしかかったときだった。


    「絶対役に立つから！　絶対役に立つから！」


    「そんなこと言って、アレを持って帰りたいだけなんじゃないですか!?」


    「私のことが信用できないっていうの!?」


    「そうですね！　男性どうしの営みを描えがいた本の山に突っこんで捕まったあたりから先輩への株は暴落してますよ！」


    「ぐぬぬ……」


    　華城先輩は一瞬顔をしかめるも、すぐに気を取り直し、


    「藻みず女くめの邪じや悪あくな罠わなのせいで、随分と時間を食ったわ。もしアンナが追ってくるようなことがあれば、ここを脱出する前に絶対捕まっちゃう。アンナを食い止める武器が、私たちには必要よ」


    　確かに、あの邪悪な罠で随分と時間を消費させられ、この先もそれが続くと予想されるいま、アンナ先輩に捕ほ捉そくされる可能性は極めて高いと言える。


    　アニーのおかげで地下国会図書館内のセキュリティが機能不全を起こしているいま、僕たちの居場所を正確に探知する術すべは藻女さんたちにはない──はずだったのだけど、アンナ先輩がいるなら話は別だ。アンナ先輩はあの恐ろしい嗅きゆう覚かくで正確に僕を追尾してくる。


    「だからね、アソコに寄って、ローションを手に入れておくべきなのよ」


    「役に立つんですか……あんなものが……」


    「少なくとも時間稼かせぎにはなるわ。いいから、ちょっとだけだから」


    「いや、そもそもどうやって持ち運ぶんですか、ローションなんて」


    「お持ち帰り用のボトルがどうのって藻女が言ってたでしょ。それに期待ね。まあ最悪、口に含んで移動することにしましょう」


    　そうして僕は華城先輩の熱心な説得に折れるかたちで管理室の向こうに広がるローションプールへと足を運び……プールサイドに設置されていたお持ち帰り用ボトルの中に、せっせとローションを詰め込んだのだった。


    　ちなみに華か城じよう先輩のＰＭ無効化ケータイはローションでぬるぬるにならないよう、管理室で拾ったゴミ袋によってコーティングずみだ。相変わらずアニーの一件以来、ケータイを守ることに抜け目のない華城先輩なのだった。


    



    　どぽっ、ぬとっ、ねとぉ……。


    「あんまり無駄遣いできないし、このくらいかしら」


    　階段にローションをまき散らした華城先輩はボトルのキャップをしっかりと閉め、再び懐ふところにしまう。華城先輩が回収を命じたローションの量はかなりのもので、一リットルボトルが三本ずつ、僕と華城先輩の服の下に隠されている。


    「なんかこれ、変な臭においしません？」


    　僕はローションから漂ただよってくる異臭に顔をしかめる。


    　すると逆に華城先輩は僕とは反対に目をキラキラさせ、


    「臭いつきってやつかしら。ローションの中には愛液の臭いまで再現しようとしたものがあったらしいし！」


    　こんなので国会図書館の地下にプールを作るとか、この国はなにに税金使ってんだよ……。


    　そうしてしばらく走ったころ。


    「あっ、いま誰かすっ転んだ気配がしました。たぶんアンナ先輩です」


    「ほらっ！　役に立った！」


    　華城先輩がドヤ顔で僕を見る。


    　アンナ先輩らしき気配はさすがアンナ先輩というべきか。ローショントラップで転びながらもうまく受け身をとったのか、ほとんど間かん髪はついれずにこちらへの進しん撃げきを再開する。


    　けれどローショントラップを警戒しているのか、スピードは少し落ちていた。


    「よしっ、これでイケるわ！」


    　調子に乗った華城先輩はその後も要所要所にローションを塗りたくり、アンナ先輩の追跡を妨害し続けるのだった。


    



    　　　　　　●


    



    『そこを上がったら本棚の迷路デース！　迷路抜けたら地上まであと少し！　最後までチンコ抜かずに頑張るデース！』


    「それを言うなら『気を抜かずに』だよ」


    　アニーのナビに従いながらローションをまき散らすこと数十分。


    　エロ動画トラップに時間をとられながらも、なんとか本棚の迷宮まで戻ることができた。


    　繰り返しのローショントラップによってアンナ先輩を翻ほん弄ろうすることができたのか、その気配は僕の探知できる範囲を外れるほどに遠ざかっていた。


    　予想以上の成果だ。


    　もしかするとローションから漂ただよう異臭が、僕の体臭を少なからずかき消してくれているのかもしれない。


    　この調子でいけば、どうにか脱出できそうだ。


    「ほーら、やっぱり回収しておいてよかったでしょ。ローション！」


    　華か城じよう先輩がドヤァとふんぞり返る。


    「あー、はい、そうですね」


    　僕はそれに苦笑で応じた。


    「こんなことなら、もっとたくさん汲くんどけばよかったわね」


    　華城先輩が残り少なくなったローションボトルを握りながら言う。


    「いやそれ、先輩がたくさん持って帰りたいだけでしょ」


    　少ないとはいえ、残りのボトルは僕と華城先輩で一本ずつ。帰路の長さを考えれば十分足りそうだ。


    「ち、違うわよ！　いやまあ、できればたくさん持って帰りたいところだけど」


    　華城先輩は目を泳がせてからこほんと咳せき払ばらいする。


    「この先は、アニーのナビが通用しないあの迷路でしょ？　来るときは藻みず女くめの案内があったからどうにかなったけれど、ここでもたついているうちにアンナに追いつかれないとも限らないわ。ローションが足りるかどうか、微妙なところね」


    「ああ、そういうことですか」


    　華城先輩の懸け念ねんは至極当然のものだ。


    　けれど僕は本棚の迷宮をそこまで深刻な関門だと思ってないがゆえに、華城先輩の懸念をそこまで重要なものとは受け止めていなかった。


    「ああって、随分軽い返事ね。タマタマの中身を出して心まで軽くなっちゃった？」


    「出してねぇ！　いやそうじゃなくてですね。迷路なら僕、ちょっと攻略する自信があるんですよ」


    　言いながら迷路に続く階段を上りきる。


    　そこに広がっていたのは来たときと同様、天井にくっつく高さのエロ本棚で通路が形成されたエロ迷宮だ。


    　僕は左右の本棚をじっくりと見まわす。うん、記憶のとおりだ。


    「こっちです」


    「え？　ちょっと？　本当に道がわかるの？　もしかして目印に我慢汁を垂らしたりしてたの？　変態なの？　大人版ヘンゼルとグレーテル？」


    「んなわけないでしょ！」


    　我慢汁を探しているのだろうか。床ゆかを凝ぎよう視ししながらついてくる華か城じよう先輩にツッコミながら、迷路の攻略法を説明する。


    「藻みず女くめさんが案内してくれたとき、本棚の不健全雑誌ばっかり見てましたから。出口まで覚えのある不健全雑誌を辿たどればいいだけです」


    　しばらく歩いても両りよう脇わきの本棚の配置は記憶のとおり少しも変わっていない。これなら数分も経たたずに脱出できる。


    　どうた、とばかりに華城先輩を振り返ると、


    「え……キモい……」


    　本気でドン引きしていらっしゃった。


    「そこまで酷ひどい反応しなくてもいいじゃないですか！」


    「いやちょっと、少し離れてもらえます？　性せい獣じゆうに近づかれるとその瞬間妊にん娠しんしそうでちょっと怖いんですよね」


    　敬語！


    　自信あったのに！　華城先輩がローション握ってそうしたみたいにドヤれると思ったのに！


    　てゆーか自分だってＢＬ本の山に頭からつっこんでいくような人種のくせに！


    　思いのほか華城先輩のリアクションがガチで、僕はかなり深く傷ついた。


    「はあ。とにかく、先を急ぎましょ──え？」


    　僕は言葉を失った。


    「ちょっと、どうしたのよ。瓶びんの口に興味本位でちんこ突っこんだら抜けなくなった、みたいな声出して」


    　華城先輩が呑のん気きに下ネタを口にするも、そちらに構っている余裕はなかった。


    　完全に引き離したと思っていた気配が、こちらに近づいてくる。


    　それもいろいろな方向に進路を変えながら、方角的にはゆっくりと確実にこちらとの距離を詰めてくるのだ。


    　それが意味することは、たった一つ。


    「アンナ先輩が……迷路に入ってきました……」


    「はあ!?　え、ちょ、どういうことよ……」


    「……もしかすると、アンナ先輩、僕たちが知らないルートを通って先回りしたのかも」


    　アンナ先輩の気配が遠ざかったのは愚ぐ直ちよくに追い回すのをやめて、僕たちの帰路を予測して先回りするためだった？


    　いや、けど、そうなるとアンナ先輩はこの図書館の構造を詳しく把握していることになる。先回りに加えて、この迷路を迷いなく突き進んでくるほどに。


    　……まさか。


    「藻女さんが、アンナ先輩の嗅きゆう覚かくをヒントに僕たちの居場所を割り出してナビしてる、とか」


    「さ、最悪……」


    『い、いますぐその二人の回線を特定してパイプカットしてやるデース！』


    　それまで藻みず女くめさんの仕掛けるエロ動画の無効化に必死だったアニーが目標を切り替える。とはいえアニーには既にかなりの並行作業を任せてしまっている。切断には時間がかかるだろう。


    「……いったん引き返して時間を稼かせいだほうがいいかもしれないわね。どうしてああなっちゃったのかわからないけれど、いまのアンナは危険すぎるもの」


    　慎重にすぎるとも思える華か城じよう先輩の意見はもっともだ。


    　いまのアンナ先輩は明らかに様子がおかしい。僕のパンツにまるで反応しなかったこともそうだけど、まとっていた空気があまりにも禍まが々まがしかった。僕たち《ＳＯＸソツクス》に対してこれまでとは比べものにならない敵意を抱いだいている。


    『正しいことをしていれば愛し受け入れてもらえる』と下ネタテロ組織を追いかけ回していた過去のアンナ先輩とは明確になにかがズレているのだ。それこそ選択を誤れば、いとも簡単に取り返しのつかない事態へ発展すると肌はだで感じとれるほどに。


    　けれど、僕は華城先輩のもっともな方針に真っ向から反対した。


    「……このまま迷路を突破しましょう」


    「どうして？」


    　華城先輩が静かに言う。


    「ゆとりたちはこの迷路、最初に僕たちが入ったのとは別の道から脱出したんですよね？　ってことは出入り口は複数あるってことです。アンナ先輩がどのルートから入ってきたのかわかりません」


    　もし僕たちと同じルートから入ってきたのなら当然、引き返す一択だ。


    　けれどアンナ先輩がどういうルートでこっちに近づいているのかまったくわからない以上、引き返しても進んでもリスクは同じ。どこでアンナ先輩にかち合うかわからない。


    　なら、このまま出口を目指すほうが先に進めるだけまだマシだ。


    「ある程度気配を読んで駆かけ引きはできても、無事に迷路を抜けられるかどうかはほとんど運になりますね……どうしますか？」


    「なーに言ってるの。あなたの中でもう答えは出てるでしょうに。どっちもリスクは同じなら、先に進みましょう。上の口と下の口、どちらに出しても妊にん娠しんするなら、ま●こに中出し一択よ。いざとなればこれもあるしね！」


    　華城先輩がローションを掲かかげて力強く笑う。


    「道案内、頼んだわよ」


    「はい！」


    　華城先輩の信頼に応こたえるべく、僕は記憶を辿たどって出口まで走り始める。


    　──どごしゃあ！


    　そんなときだった。


    　まるでエロ本ごと本棚をぶち抜くような破は砕さい音おんが鼓こ膜まくを激しく揺らしたのは。


    「「……」」


    　僕と華か城じよう先輩は顔を見合わせ、アンナ先輩の気配を探って駆かけ引きするとかそんなことも忘れて全力疾しつ走そうを始めた。


    「ショートカットなんてずるい！」


    「てゆーか、この本棚ぶち破るってどんだけよ！　処しよ女じよ膜まくぶち破るのとはわけが違うのよ!?　ああっ！　貴重な資料が！」


    　ただでさえ向こうは迷路の構造を熟知できるのに、そのうえ強制ショートカットとか！


    　しかもアンナ先輩はどうやらむやみやたらと本棚をぶち抜いているわけではなく、僕たちに効率よく接近するために必要最低限の破壊しかしていないらしい。本棚に大穴があく轟ごう音おんが響いたかと思えば、しばらくは迷路の中を凄すさまじい速度で蠢うごめく静かな気配。少しの間を置いてまた破壊と、実に計算されつくした動きだ。


    　こうなったら駆け引きもなにもあったものではない。


    　アンナ先輩に帰路を塞ふさがれる前に、迷路を脱出しなければ！


    　脳のう裏りに焼き付いて離れない魅惑のエロ本背表紙を視界の後方へ置き去りにし、エロ本迷宮を駆け抜ける。


    「先輩！　もっと速度あげてください！」


    　なにやら背後で不自然にもたもたしている華城先輩に声をかけながらひた走る。


    　アンナ先輩の気配は確実に近づいてくる。


    　もう後方を振り返るのが怖いくらい、すぐそこにまで──。


    



    　見つけましたわ。


    



    　かすかに、ぞっとするような声が聞こえた気がした。


    「た、たぬ……いや《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》……なんかいま、知らない女にいきなりクリちゃんを撫なでられたみたいな悪お寒かんが……」


    「とにかく走ってください！」


    　もう少し、もう少しで出口だ。


    「そこの丁てい字路は右曲がり！　その次は左曲がりです！」


    　華城先輩に事前にルートを告げてから、宣言どおりに道を曲がる。


    　そして丁字路の先を左折してから一瞬だけ視線を後ろに送り、


    「次はまた左曲が──」


    　そこで僕は、華城先輩がいなくなっていることに気づいた。


    　一瞬遅れて、短い悲鳴がいま来た道から響く。


    「大丈夫ですか！」


    　慌あわてて引き返すと、そこには曲がり角で立ちすくむ華か城じよう先輩。


    　その右手が、曲がり角の向こう側から伸びた白い手に握りしめられていた。


    「やっと、捕まえましたわぁ」　


    　曲がり角の向こうから、アンナ先輩がぬっとその姿を現した。


    　次の瞬間。


    　どっぽおぉ！


    　どぷっ！　どぷっ！　ぬちょぉぉ──。


    　華城先輩がつかまれていないほうの手を駆く使しして頭からローションをかぶった。


    　なにやってんだあの人!?　いや意図はわかりますけど！


    「行きなさい！」


    「でも──うわっ」


    　ぬるぬるになった華城先輩がアンナ先輩の拘こう束そくをぬるぬると受け流しながら、僕のほうになにかを投げつけてくる。


    　それは利用者データの入ったケースだった。少し糸を引いている。


    「それがあれば体制にトドメを刺せるわ！　私が時間を稼かせぐから、早く行きなさい！」


    　華城先輩が必死に表情を歪ゆがめ、喉のどが裂けんばかりに叫ぶ。


    　僕の足は動かない。


    　華城先輩をここで見捨てていくなんて、そんなことできない。


    「さっきから、なにを、ごちゃごちゃと……っ！」


    　ローションのせいで決定打を与えられずイラだつアンナ先輩が、修しゆ羅らのような凶相で華城先輩につかみかかる。


    　しかし華城先輩はローションのぬるぬるを最大限利用し、アンナ先輩の攻撃を受け流し続けていた。


    「ほら！　私なら大丈夫よ！　必ず隙すきをついて逃げ出すわ！　いいから早く、いまはそのデータが最優先よ！　どうしても気になるなら、あなたのボトルも置いていきなさい！」


    　華城先輩の力強い笑み。


    　出会ったころよりも確実に強く輝かがやくその瞳ひとみが、僕に行けと命じる。絶対に大丈夫だからと。


    『さっさとしろだぜ！』


    　そのとき、ＰＭを通じてゆとりの声が耳に響いた。


    『なにもたもたやってんだぜ！　そこで両方とも捕まって、全部パーにするつもりか！』


    　どうやら先に脱出してこちらの様子をアニー経由で見守っていたらしい。


    『おいこらバカ！　青あお様が全力で足止めしてくれてるんっス！　青様の気持ちを無駄にするつもりっスか！』


    　ゆとりだけでなく、鼓こ修す理りの声まで聞こえてくる。華か城じよう先輩至上主義の鼓修理の声まで。


    「《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》！」


    　華城先輩が不本意極まりない僕の二つ名を叫ぶ。


    「……頼んだわよ」


    「……っ！」


    　僕は華城先輩に向かってローション入りのボトルを放り投げる。


    　華城先輩はそれを器用にキャッチし、中身をぶちまけ、さらに全身をぬるぬるさせる。


    「絶対に逃げ切ってくださいよ！　《雪せつ原げんの青あお》！」


    「そっちこそ、これ以上動画トラップなんかに見み惚とれたりするんじゃないわよ」


    　僕は華城先輩に背を向け、利用者データを持って走り出す。


    　華城先輩を見捨てることなんて、できるわけがない。


    　それでもいまは華城先輩がアンナ先輩から逃のがれられることを信じて、利用者データを優先するしかなかった。


    　このおかしな世界に、終止符を打つために。


    「絶対に追いついてきてくださいよ、先輩」


    　僕はまだ、先輩にお返ししなければならないものが、たくさんあるんです。

  


  
    



    　第四章　趣味はセルフ顔がん射しやです！


    



    『必ず隙すきをついて逃げ出すわ』


    　綾あや女めはさきほど口を突いて出てきた自分の言葉に苦笑していた。


    　あんな視線を向けてくる後輩を先へ進ませるためとはいえ、随分と大口を叩たたいた。


    　逃げ切るどころか、時間を稼かせぐことさえギリギリの状態だというのに。


    「こ、の……《雪原の青》……正体を、正体を見せなさい！」


    　ほとんど一か月ぶりに見るアンナは、憔しよう悴すいしきった顔に幽ゆう鬼きのような表情を浮かべて迫ってきた。最初に最重要保存庫で襲おそわれたときにもうすうす感じていたが、その様子は以前のアンナとはどこか違っているように綾女には思えた。


    　引きこもる前のアンナに比べると、どこか迷いがあるというか、そう、まるで寄る辺べをなくした子供のような──しかし綾女にはそれ以上アンナに対する違和感について深く掘り下げることはできなかった。アンナの気迫は追い詰められた獣けものそのもので、喉のどから漏もれる怨えん嗟さの声は絶対に逃がすものかという殺気にも似た強い意志に満ちている。余計なことを考えている余裕は一切なかった。


    　ローションのおかげで捕ほ縛ばくされることもなければ致ち命めい傷しようを食らうこともないが、それでも相手はアンナだ。逃げ出す隙すきがまったくもって見つからない。


    　しかも厄やつ介かいなことに、アンナは少しずつローションのぬるぬるに適応してきている。


    　ぬるぬるの服をつかむとき、ぬるぬるの床ゆかに足をつくとき、なにもわからずスリップするような挙動が減ってきている。


    　さらに都合の悪いことに、ローションは途中で水を足さなければどんどん水分が蒸発し、そのぬるぬるの力が弱まっていってしまう。


    　刻一刻と、綾あや女めを守るぬるぬるはその力を失っていく。


    　長期戦は確実に不利。


    　かといってアンナを相手に短い時間で隙を突くなどほぼ不可能だ。


    　やはり、狸たぬ吉きちとの約束は守れそうにない。


    　事前にアレもケースの中に入れておいて正解だった。


    　だがせめて、少しでもアンナをここに引き留め、狸吉が利用者データを持ち出せるよう、全力を尽くさなければ。


    　育成法などというイカれた法律を作った体制をぶち壊すためにも。


    　育成法の割りを食うかたちで苦しんでいる目の前の親友に対して、ケジメをつけるためにも。


    　そのときだった。


    　アンナの動きが、明らかに変質した。


    「──っ！」


    　綾女が頭にかぶったぬるぬるのパンツに、アンナの指がかすった。


    「ああもう、まどろっこしいですわ……」


    　輝かがやきを失ったその目が、綾女の顔面に……いや、顔面を覆おおい隠すパンツに注がれる。


    「あなたを仕留めるよりも先に、正体を暴いてさしあげますわ」


    「ぐぅっ……っ！」


    　それまで綾女を仕留めるべく振り下ろされていた鉄の拳こぶしが、綾女の動きを封じるべく絡みついてきた手足が、すべて綾女のパンツを奪うことだけを目的として殺到し始めた。


    「こ……の……っ」


    　攻撃でもなく拘こう束そくでもない。ただただ顔を隠す布きれ一枚を奪うための猛攻。


    　いくら首から上にぬるぬるを集中させても、ぬるぬるをまとった腕でガードしても。


    　それはとても防ぎきれるものではなかった。


    「あっ!?」


    　パンツをかばっていた両腕の隙間に、アンナの指先が強引にねじ込まれる。トロトロま●こにビキビキチンポをねじ込まれるように、まるで抵抗ができない。それまで綾女を守っていたぬるぬるを逆に利用されてしまった。


    　ガードを突き抜けて迫ってきたアンナの両手を、綾女は首を振って避け──。


    「甘いですわよ」


    　──た先に、アンナの顔があった。


    　口を大きく広げ、その健康的なピンク色の口内が綾あや女めの視界いっぱいに広がる。


    　綾女がかぶっていたぬるぬるのパンツに、嚙かみ切らんばかりの力でアンナがかぶりつく。


    　そして、


    「いやあっ！」


    　綾女の顔から、パンツがはぎ取られた。


    　綾女は咄とつ嗟さに体を丸めるようにして、顔を両手で覆おおう。


    「顔を見せなさい」


    　ぷっ。べちゃ。


    　ぬるぬるのパンツを吐き捨て、綾女に馬乗りになったアンナが命じる。その声こわ音ねはその場のローションすべてを一瞬で凝ぎよう固こさせてしまいかねないほどの冷たさだった。


    「顔を、見せなさい！」


    「お断ことわりよ」


    　そんな言葉は無意味だとわかっていた。


    　パンツを奪われてしまっては、アンナに正体を隠したまま逃げ出すのは不可能。


    　いまこうして子供のように体を丸めて抵抗したところで、すぐさまこじ開けられて終わりだ。


    　それでも綾女はアンナに正体を隠し続けた。


    　覚悟はしていた。


    　アンナに腕をつかまれた瞬間、ここで正体がバレることになるだろうと。


    　けれどいまの傷しよう心しんしきったアンナに正体がバレることは、いざそのときがくると、とても恐ろしかったのだ。


    「顔を見せろと。言ってるんですの……っ！」


    　アンナの手が、綾女の両手首をつかむ。いや正確には、その両手首のＰＭに指を引っかけた。


    　アンナの怪力をローションで無効化することもできず、みるみるうちに綾女の素顔が露あらわになっていく。


    　やがて。


    　パンツをはぎ取られた綾女は両手を床ゆかに押さえつけられ、アンナを真っすぐ見上げざるをえない体勢へと持ちこまれていた。


    　いくら顔を逸そらしても、目を逸らしても、その素顔をアンナから隠すことはもうできていなかった。


    「……は、あははっ」


    　アンナの口から乾いた笑いがこぼれる。


    　ローションまみれのアンナの頰ほおに、一筋の涙が走る。


    「……やっぱり、あなたが、《雪せつ原げんの青あお》でしたのね……綾あや女めさん」


    「え？」


    　その言葉に綾女は目を見開いた。


    「まさかと思って……信じられなくて……確かめるのも怖くて、学校にも行けず……だって、あなたがわたくしを裏切っていたなら……もう本当に、誰を、何を信じていいか、わからなくなりそうで……なんでよりによって……あなたなんですの……？」


    　すべての支えを失ったかのようなアンナの表情に、綾女は「ああそうか」と一人納得していた。


    　アンナが傷つき心を痛めた原因は無数にある。しかし引きこもるほどのダメージを与える最後の一撃げきになったのは、自分の裏切りだったのだと。


    　引きこもりのタイミングから考えて、アンナに正体を勘づかれたのは……バレンタインのあの日だろう。あの日は狸たぬ吉きちも自分も憔しよう悴すいしきっていてアンナの接近に気づかなかった可能性が高い。


    　だとすると、アンナは自分が狸吉にチョコを渡したところも目撃したのかもしれない。


    　もしそうなら、アンナはギリギリの精神状態のときに、親友から二重の裏切りにあったことになる。


    　そこで綾女は、パンツをはぎ取られてから初めてアンナの顔を真っすぐ見た。


    　信じてもらえるとはいまさら思わない。しかし最大限、アンナと真しん摯しに向き合わなければならないと思った。


    「……アンナ。いままで騙だましていてごめんなさい。けど、決してあなたに対して悪意があったわけではないし、中学時代から私と仲良くしてくれたことは、本当に感謝しているわ。それと、彼のことだけど……これに関しては、私も譲ゆずるつもりは──」


    　そのとき綾女は、アンナの様子がおかしいことに気づき、途中で言葉を呑のみ込んだ。


    「……なにが、どうなっているんですの……わたくしは正しかったはずなのに……間違ってなんかいたことはないのに……お母様は妊にん娠しんもヒワイだと言う……綾女さんが《雪原の青》で……あの方はわたくしから離れていって……なにが、なにが悪かったんですの……誰が悪かったんですの……？　わたくしはどうすれば、どうすれば愛した人から受け入れてもらえるんですの……？」


    　アンナは綾女の言葉になど耳を貸さず、ぶつぶつと口の中で言葉を転がしていた。目の焦しよう点てんは合っておらず、綾女を取り押さえる力も緩ゆるんでいく。


    　必死に寄る辺べを探すようなアンナの様子に、綾女もどうしていいかわからず視線をさまよわせる。そんな時間がしばらく続いたころだった。


    「──アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！」


    　突とつ如じよ、甲かん高だかい笑い声が爆発した。


    　アンナが体を折り曲げ、体を痙けい攣れんさせながらひたすら笑っていた。


    「アンナ……？」


    　明らかに正気ではないその笑い声に、綾あや女めは普段から壊れ気味のアンナの精神が遂に限界を迎えたのではと思わず手を伸ばす。


    　と、同時に、アンナもぶるぶると震える指先を綾女へと伸ばしてきた。


    「……そうですわ……やっとわかりましたわ……わたくしは一つだけ、間違っていました……あの方が生徒会に来たあの日……わたくしを裏切っていたあなたに教育係を任せてしまったことですわ……あなたのことを親友だと……信頼に足る人だと思っていたことが……唯ゆい一いつの、致ち命めい的てきな、間違いだったんですの……」


    　アンナが自分に言い聞かせるよう言葉を紡つむぐごとに、アンナの手の震えが小さくなり、代わりに殺意を膨ふくらませて綾女に迫る。


    「もっと早く、あなたの正体を暴いておくべきでしたわ。わたくしは、なにをあんなに悩んでいたのでしょう」


    　そしてアンナは、憑つき物が落ちたような顔で微笑ほほえんでいた。


    　いや、憑き物を無理やり体から引きちぎったかのように、その笑みは歪ゆがんでいた。


    「そう。そうだったんですのね。全部わかりましたわ。あなたがあの方を唆そそのかして、誑たぶらかして、それがすべての元げん凶きようだったのですわ。《雪せつ原げんの青あお》などという悪に、わたくしには想像もつかないようなおぞましい手段で感化され、あの方はわたくしから離れていってしまったんですのね」


    　あながち間違っていないが、いろいろと飛躍した理論に綾女は泡あわを食う。


    「ちょ、ちょ、待ちなさいアンナ。あなた、一体なにを言っているの!?　いまさらなにをって思うかもしれないけれど、お願いだから私の話を聞いて！」


    「わたくしと両思いだったはずのあの方がおかしくなってしまったのも、わたくしに冷たくなってしまったのも、すべてはあなたの──《雪原の青》の策略。つまり」


    　アンナの瞳ひとみが、それまでとは比べものにならない殺意に彩いろどられる。


    「あなたを消せば、あの方は元に戻ってくれる。またわたくしを愛してくださるはずですの」


    「ぎゃああああああっ!?　いやあああああああああっ!?　い、いくらなんでも膜まくを残したまま死ぬなんてまっぴらごめんよ！」


    　ある程度の制裁は当然の報むくいだ。そのときが来ればアンナの気がすむまで殴られよう。


    　心のどこかでそう思っていた綾女の覚悟は、そのとき跡あと形かたもなく吹き飛んだ。


    



    　　　　　　●


    



    　走った。


    　ただひたすらに走った。


    　金玉を殴おう打だすることで藻みず女くめさんの仕掛ける動画トラップから目を逸そらし、ひょこひょこ走りになりながらもとにかく進んだ。


    　華か城じよう先輩がいまどうなっているのか。それはたぶん、アニーに聞けばわかるだろう。


    　でもそれはいま聞いてはいけない気がして、僕はとにかく走り続けた。


    　地下国会図書館内に蠢うごめく警備員の気配を読み、元きた道をときに迂う回かいしながら地上へと突き進む。


    「僕は先輩に、頼むって言われたんだ」


    　信頼には信頼で応こたえなければならない。


    　ローションを全身に装備した華城先輩がアンナ先輩から逃げ切ることを信じ、僕は真っすぐに突き進んだ。


    　下ネタクイズ（上級者編）の通路を通り過ぎ、幾つもの分かれ道を進み、サンプル動画が置かれていたロビーを飛び越え、地上へと続く階段を駆かけ上がる。


    　壁際に埋め込まれていた乳ち首くびみたいなスイッチを押すと、頭上の闇やみが少しずつ開けていき、「……着いた」


    　そこは国会図書館の書庫。僕たちが地下国会図書館に侵入する際に通った場所だ。


    「早く外に出て、ゆとりたちと合流しないと」


    　階段から這はいだし、闇に紛まぎれて進む。


    『い、いくらなんでも膜まくも破らず死ぬなんてまっぴらごめんよ！』


    「はっ!?」


    　館内放送かなにかだろうか。


    　かすかな反響まじりに、華城先輩のイカれたセリフが耳に飛び込んでくる。


    『とっとと、死んでくださいまし……綾あや女めさんっ！』


    　館内放送に混じるのは殺意と怒りにまみれたアンナ先輩の声。そしてぬちゅぬちゅとローションごしにもみ合うような音。


    　アンナ先輩のＰＭかなにかを介して、二人が繰り広げる争いを館内全域に実況している……？


    「いやそれよりも……」


    　さっきアンナ先輩は、華城先輩の名前を口にしていなかったか？


    『健けな気げでありんすなぁ』


    「藻女さんっ!?」


    　最悪の事態を想定して僕が足を鈍にぶらせていたそのとき、館内放送に突とつ如じよ、ローションのようにねっとりとした藻女さんの声が入り込む。


    『まだ妾わらわのもとから逃げようなどともがいているのでありんしょう？　《雪せつ原げんの青あお》の正体がもうとっくにバレていることも知らずに』


    「なっ!?」


    　なら、さっきの放送でアンナ先輩が華か城じよう先輩の名前を口にしていたのは聞き間違いなんかじゃなくて──。


    『タヌキチ！　耳穴を貸しちゃ駄目デース！　Sitシツト！　こんなホーケー、すぐに切断してやりマース！』


    　アニーがなにかやったのか、放送は即座に切断される。


    『タヌキチ！　出口まであと少しデース！　急いでクダサイ！』


    「……言われなくてもっ！」


    　そうだ、あれは僕を惑わすための藻みず女くめさんの悪あがきにすぎない。


    　自分にそう言い聞かせ書庫を飛びだそうとしたときだ。


    　扉とびらの向こうに複数の気配を感じ、僕は咄とつ嗟さにカウンターの陰に身を潜ひそめた。


    「みーつけたでありんすよ。妾わらわの〝英雄〟」


    「……っ！」


    　先回り!?


    　カウンター越しに気配を探る。一、二、全部で十人ほどがそこにいるようだ。


    　館内放送に気をとられて、接近を探知するのが遅れたか。


    「地上で待っていればいずれどこかの出口から顔を出すと思っていたでありんす。ふふふ、こやつの男探知レーダーは優秀でありんすな」


    　ペシンッ。


    「オウフッ。アリガタキシアワセ」


    　どうやら僕を待ち伏せていた十人の中にはあの筋肉ダルマもいるらしい。それにしても男探知レーダーって……まさかアンディの調教が浅かったのはこのため？　いやどんな伏ふく線せんだよ。


    『くっそ、待ってろだぜ！　いま助けに行くぜ！』


    　アニーを介していまの状況を聞いたらしいゆとりが叫ぶ。


    　だが、それもあまり期待できないだろう。


    　いち早く地下国会図書館を脱出したゆとりはかなり遠くまで逃げているだろうし、図書館周辺および内部への侵入はアニーによる電子セキュリティ無効化があっても慎重に進まねばならない。ゆとりの俊しゆん足そくを使ってもここに辿たどり着くにはかなりの時間を要するはずだ。


    　なら、いま僕ができるのはこの場を強引に突破するか、いったん地下国会図書館に戻るってとこか。


    　どちらを選択するか考えつつ、カウンターからどぴゅっと飛びだすタイミングを計る。


    「ひひひっ。地下ならいざ知らず、地上の図書館で騒ぎを起こすのはマナー違反でありんすよ。地上の警備員に妾たちの存在を知られるのもできれば避けたい」


    　と、カウンター内部の棚に、藻女さんのＰＭから照射されたものだろうか、映像が映る。


    「妾わらわもそなたに怪け我がをさせたくはない。ここは穏おん便びんに、交渉に応じるでありんす」


    　そっちに十人控えさせておいてなにが穏便な交渉だと文句を言ってやろうとして、僕はそれを中断した。


    　棚に照射された壮絶な映像に、目が釘くぎ付づけになってしまったからだ。


    『この、裏切り者！　とっとと死んで、あの方を解放するんですの！　あの方は誰にも渡しませんの！』


    『ええい！　騙だましてた件についてはボコられても仕方ないと思ってたけど、そういうことなら話は別よ！　受けて立って……あ、ごめんなさいごめんなさい！　殺さないでぎゃああっ！』


    　それは、全身ローションまみれになった華か城じよう先輩とアンナ先輩がキャットファイトを繰り広げる凄すさまじい映像だった。


    　ローションの高品質なぬるぬるが致ち命めい傷しようになりうる攻撃のほとんどを無効化しているとはいえ、アンナ先輩の猛攻が華城先輩を圧倒しているのは誰の目にも明らかだった。


    　ローションが水分を失いぬるぬるしなくなったその瞬間、間違いなく戦いは終わるだろう。


    　けれどある一点において、既に勝敗は決しているとも言えた。


    　その一点に、僕の目は釘付けとなっていたのだ。


    「先輩の……下着が……」


    　華城先輩は頭になにもかぶっていなかった。素顔のままアンナ先輩と取っ組み合い、顔を隠そうともせずにひたすらぬるぬるしている。


    「華城綾あや女め。時とき岡おか学園の生徒会副会長。その正体は世間を騒がすテロリスト《ＳＯＸソツクス》のリーダー《雪せつ原げんの青あお》。とんでもないスキャンダルでありんすなぁ」


    　カウンターの向こうから聞こえる、粘ねばつくような声。


    《雪原の青》の、華城先輩の正体が完全にバレてしまっている。


    　どこかで予感はしていた。相手はアンナ先輩だ。そう都合よく逃げ出せるわけがないと。


    　それでも最悪の予想から目を逸そらし、利用者データを持ち出すためにここまで逃げてきた。


    　けれどいざ目の前でパンツをはぎ取られた華城先輩を見せつけられ、現実を突きつけられると、それまで考えないようにしていた当然の顚てん末まつが頭をよぎっていく。


    　──華城先輩が、善ぜん導どう課に捕まる。


    　僕はそこで深く考えるのをやめる。


    　華城先輩が善導課に捕まる──だからこそ早く利用者データを流出させてこの管理体制にトドメを刺さなければ。


    　それが華城先輩を助けるための最善策だと自分に言い聞かせ、カウンターから身を乗り出す。


    「力尽くで突破してやる……っ！」


    「育成法さえなくなれば、そなたの想おもい人がすぐに釈放される。本気でそんなことを思っているでありんすか？」


    　だが、藻みず女くめさんが僕を現実から逃がさない。


    　少し考えればわかるだろうことを、ゆっくりした口く調ちようで、はっきりと突きつけてくる。


    　ヨツンヴァイン状態の筋肉ダルマ二人の背中に寝そべり、周囲に地下国会図書館の警備員を複数従えた藻女さんは続ける。


    　嗜し虐ぎやく的てきな笑みを浮かべ、嬲なぶるような声で、僕に未来を突きつける。


    「仮に利用者データがきっかけで育成法が撤廃されたとして、少なくとも現時点でそなたらのしていることはれっきとした犯罪。綾あや女めは相応の期間服ふく役えきすることになり、その間ずっと辛つらい思いをすることになるでありんす。ここで逃げ出す、そなたとは違ってなぁ」


    　藻女さんの言葉が胸の奥深くに突き刺さり、僕をその場に縫ぬい付ける。


    『タヌキチ！　早く逃げて！　そんなファックの言うことなんて──Sitシツト！　ポップコーンがこぼれたデース！　キーボードがわさわさデース！』


    　アニーの言葉が遠のき、藻女さんが指し示す当然の未来ばかりが頭に流れ込んでくる。


    　ＰＭ無効化ケータイを奪われただけで完全にダウンしてしまった華か城じよう先輩。下ネタも言えない収容施設でどんな有あり様さまになるのか容易に想像がつく。


    「それだけではないでありんす。いまアンナにそうされているように、暴力を受ける可能性だってないではない。なにせ利用者データを奪って逃げた仲間がいるでありんす。拷ごう問もんの一つや二つ、ないわけがなかろ？　それでも見捨てるでありんすか？　ここで逃げ出すでありんすか？　それでも、男でありんすか？」


    　振り払うことのできない、毒のような藻女さんの言葉。


    　少しずつ染みこんでくるその言葉が、ここから脱出しなければという気力を奪っていく。


    「話は簡単でありんすよ。このまま綾女を見捨てるか、それとも利用者データを返し妾わらわの英雄になる道を歩むか」


    「あなたの……英雄……」


    「そうでありんす。もし妾の英雄になってくれるというのなら、綾女を善ぜん導どう課に引き渡すようなことはしないと約束するでありんす。もちろんそれだけではない。数十年後、そなたの手で妾を打ち破るお膳ぜん立だてが整うその日まで、そなたと綾女、図書館の卑ひ猥わいな資料を自由に閲覧し、何不自由なく暮らせるよう手配しよう」


    「……」


    「さあ、もう断ことわる理由など、ないのではないか？」


    　僕の心を完全に読んでいるかのような、いやらしいほど巧たくみな飴あめと鞭むち。


    　ＰＭから悲鳴のように鳴り響くアニーの哀願もゆとりの怒声もすべてがどこか別世界の出来事に感じるくらい、藻女さんの言葉が僕の内心をかき乱す。


    　華城先輩を見捨てて利用者データを流出させる。それで本当にいいのかと。なにをどうすれば正解なのだろうかと、頭が空回りを始める。


    　ふと顔をあげれば、筋肉ダルマと図書館警備員がじりじりと近づいてきていた。


    　けどそれに気づいたところで、空回りする頭ではまともに指先一つ動かせない。


    　こんな状態で襲おそいかかられては、ひとたまりもないだろう。


    　これが藻みず女くめさんの策略だとわかってはいても、迷いを断ち切ることができず、僕の心は空回りを続けていた。


    「……どうして」


    「ん？」


    　僕の口から漏もれたのはなにかの決意ではなく、ただただ純粋な疑問だった。


    「これだけ巧たくみに策を巡らせ人の心をつかむことができるのに……」


    　それはなにも僕一人の話ではない。暴走するアンナ先輩を掌しよう握あくし、なだめ、僕たちを追い詰める作戦の一部に組み込む。それは並大抵のことではないはずだ。この一年、ずっとアンナ先輩の脅きよう威いにさらされてきた僕にはわかる。藻女さんは、やればできるオナニートなのだ。


    「それなのにどうして、あんな過激な規制で世界を変えようなんて思うんだ」


    　出生率〇％を目指し、勃ぼつ起きとお漏もらしは電でん撃げきでお仕置き。


    　そんな馬ば鹿かげたやり方で規制への恐怖を叩たたき込まずとも、彼女ならもっとうまく世界を調整できるはずだ。


    　それがどうして、自分の破は滅めつをも織り込んだ恐怖政治に突き進む。


    「ひ、ひひひひひひゃはっ」


    　苦し紛まぎれの時間稼かせぎにも聞こえる僕の問いに、藻女さんは嘲あざけるような笑い声を上げた。


    「簡単な話。復ふく讐しゆうでありんすよ」


    　その暗い瞳ひとみには、華か城じよう先輩のそれよりもさらに苛か烈れつで、決して消えることのないだろう光が灯ともっていた。


    「妾わらわは六歳のとき、両親に捨てられた。途中まで抵抗してくれたとか、そんな過程など関係ないでありんす。六歳の子供が、大好きだった両親に、その存在を全否定された。間違っているのだと追い立てられた。それがどれほどの絶望だったか」


    　それは僕や華城先輩が、部分的にではあるものの、体験してきたことだった。


    　僕は父さんが捕まってから下ネタ大好きな自分を封印し、健全な人間になろうと振る舞ってきた。


    　華城先輩は下ネタ大好きであることを疎うとまれながら、その性質を隠しながら、窮きゆう屈くつな思いをして暮らしてきた。


    　誰もそのままの自分でいていいだなんて、言ってくれなかった。


    　世の中の正解からズレて決定的に間違った、けれど切り離すこともできない自分を抱えて生きてきたのだ。


    　藻女さんは僕たちと同じような、けれど遥はるかに絶望的で救いのない過去を背負ってここまできている。


    「しかも妾わらわが捨てられたその理由は、正常な営みで生まれた子供が穢けがらわしいから、ときたでありんす。まったく、くだらない。そんなくだらない理由で、妾はあの日、あんなにも泣き叫んだのか？　お綺き麗れいで、誰も傷つかず、スムーズなやり方で世の中を変える？　馬ば鹿かげているでありんす。誰がそんな、聖人のような真ま似ねをしてやるものか。妾は穢れていて、間違った子供なのでありんしょう？　ならばそのやり方が間違っているのは当然でありんす。救ぐ世ぜという名の復ふく讐しゆうで、世界中の人間に、妾の無念を、取り返しのつかぬ渇かわきを、思い知らせてやらねば気がすまぬでありんす……っ！」


    　だから僕は、藻みず女くめさんが復讐と呼ぶそのやり方に軽々しく口を挟むことができなかった。


    　彼女の内面を聞けば説得もできるかと思った。けれどどうやら、それも無理らしい。


    「……話は終わりでありんす。今日きようの妾はちと働きすぎた。妾につくか、保身に走って綾あや女めを地獄に突き落とすか、好きなほうを選ぶでありんすよ」


    　藻女さんが僕に決断を迫る。


    　僕の心は寝取られモノに出てくる女の子のように揺れ動いていた。


    　心のどこかに突き刺さるような、藻女さんの確固たる理念。


    　提示された報ほう酬しゆう。


    　そしてなにより、


    「選ぶのが遅いでありんすなぁ。……アンナよ、目を狙ねらうでありんす」


    「っ!?　おい！　やめろ！」


    　容よう赦しやなく突きつけられる華か城じよう先輩の行く末が、いつの間にか僕の手を動かしていた。


    　利用者データの入ったケースを、藻女さんたちのほうへ、差しだすように突き出す。


    「そう。それでいいでありんすよ。……アンナよ。作戦変更でありんす。場所を移動しながら戦いなんし。その液体を床ゆかにぬぐうように這はいずって。そう、そうでありんす」


    　僕が利用者データ返還をしぶれば本当に目を狙わせ続けただろう藻女さんが、満足そうに微笑ほほえんだ。


    「このデータを渡せば、華城先輩を助けてくれる。そうだな」


    「もちろんでありんすよ。そなたらは妾の大切な英雄候補ゆえ」


    「……」


    　僕はケースを開け、中のＵＳＢメモリを取りだす。


    　そのときだった。


    　ケースの中から、入れたはずのないものが転がり落ちたのは。


    『おい！　バカ！　やめろだぜ！　もうすぐそっちに着くんだ！　おい！』


    『タヌキチ！　パフパフ！　パフパフしてあげるからやめるデース！　Ｏｈオー！　もう少し、もう少しでパイプカットできるのに……Sitシツト！』


    　それを目にした途端、ＰＭ越しに大騒ぎしているゆとりとアニーの声が耳に届くようになる。


    「これ……」


    　ケースから転がり出てきたもの。


    　それは、華か城じよう先輩がＰＭを無効化するときに使っているケータイ電話inビニール袋だった。


    　どうしてこれが、ケースの中にあるんだ？


    　逃走の邪魔になると思ったからか。それともアンナ先輩から逃げる際に下ネタを言う余裕はないと判断したからか。


    　……いや、違う。


    　アニーの一件以来、前にも増してケータイを手放すことを恐れ、紐ひもで結ぶようにまでなった先輩が。隙すきを見つけてはチンコとほざき、ま●こま●こと踊り出す先輩が、そう簡単にケータイを手放すはずがない。


    　──頼んだわよ。


    　そのとき、華城先輩がケースを投げ渡してきたときの言葉と表情が脳のう裏りに再生される。


    「そうか、華城先輩は」


    　あのとき、とっくに覚悟ができていたのだ。


    　アンナ先輩に正体がバレることも。善ぜん導どう課に捕まることも。


    　そのうえで僕に「頼んだ」と告げた。
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    　アニーのＰＭ無効化技術の向上に役立つよう、ケータイの入ったケースを利用者データごと僕に託したのだ。


    　なら、僕がここで立ち止まるわけにはいかない。


    「ああもう、かっこいいな先輩は」


    　脳のう裏りに、あの日買ったイヤリングが煌きらめく。


    　僕は額ひたいを押さえてかぶりを振った。


    　三月十四日など待たず、渡しておけばよかった。


    　僕はケータイとＵＳＢメモリをケースに放りこみ、しっかり閉じて懐ふところにしまった。


    　それを見た藻みず女くめさんの顔から表情が消える。


    「……なんの真ま似ねでありんすか？」


    「強しいて言うなら、先輩の真似だよ」


    　さすがにおちんぽとまでは叫べないけどな！


    　僕はカウンターからどぴゅっと飛びだした。


    「！　捕まえるでありんす！」


    　藻女さんが筋肉ダルマから飛び降り叫ぶ。


    　さっきまで四つん這ばいだったくせに、筋肉ダルマはほかの警備員より先にこちらへ肉にく薄はくしてくる。洗脳調教されてはいても、その身体能力は健在だった。


    「うげっ」


    　飛びだしたはいいものの、僕は筋肉ダルマ二人をギリギリでかわすのが精いっぱい。そのぶっとい腕をなんとかギリギリでかわすも、後ろに控えていた図書館警備員たちの包囲網まで一気に突破するような余裕がない。


    　と、背後から迫る筋肉ダルマの気配。僕はそれを読んで身を捻ひねる。


    　そのとき、僕の耳にぬるりとした声が忍び込んできた。


    「そなたは自分だけ助かり、綾あや女めが苦しむ未来を選んだということでありんすか？」


    　体力が尽きたのか、床ゆかに座り込んだ藻女さんが囁ささやくように言う。


    「見下げ果てた男でありんす」


    「──ぐっ」


    　体が硬直し、足がもつれる。


    　その隙すきを筋肉ダルマたちが逃のがすはずもなかった。


    「うわっ!?」


    　筋肉ダルマに腕をつかまれ、思い切りぶん投げられる。


    　背中から本棚に激突し、肺はいから空気が漏もれた。


    「う、ぐっ」


    　くそが。


    　決心はしても、やっぱり華か城じよう先輩のことが気になって仕方がない。


    　藻みず女くめさんはその迷いを突くように的確な言葉を選び、僕を責めてくる。


    　僕がドＭだったら興奮して身体能力も倍々だったのだろうけど、そううまくは回らない。


    　よろめいて立ちあがる僕に、図書館警備員が殺到する。


    「うわっ」


    　理性では藻女さんの言葉など気にせず脱出に専念すべきだとわかっていても、内心の迷いを反映するかのように体が重い。手足がスムーズに動かない。


    　ギリギリで図書館警備員をかわすが、その先には筋肉ダルマが待ち受ける。


    「女を守ることを放棄して、なにが男でありんすか」


    　悔くやしい、けど気にしちゃうビクンビクン。


    　などと内心でアヘっている場合ではない。いまは焦あせっていなければならない場面だ。


    　この包囲網を突破するのに、あと一歩が足りない。


    「まだ粘ねばるか。綾あや女めのほうはもう、粘ることも難しいようでありんすが」


    　映写され続ける映像を見やれば、ぬるぬるではなく最早ねばねばしてきたローションにまみれたアンナ先輩と華城先輩。


    『チョコなんて渡して、この泥棒女！　早く、早くわたくしに、あの方を返してくださいまし！』


    『返すもなにも、あなたと違って私はまだ……ちょっ、この、負けるもんですか！』


    　ローションでアンナ先輩の攻撃を受け流すのも限界に来ているようで、華城先輩は腕と髪の毛をつかまれ悪戦苦闘していた。


    　いままで意識して目を逸そらしていたけど、華城先輩がアンナ先輩に叩たたきのめされてしまう未来もそう遠くはない。


    　僕の動きはさらに鈍にぶり、筋肉ダルマの脇わきを駆かけ抜けようとしたところで回し蹴げりを食らう。


    　それでも膝ひざをつくわけにはいかず、僕はまた包囲網に突っこんだ。


    「いい加減冗じよう長ちようでありんすな。アンナ、綾女の首を締め上げ──むっ？」


    　華城先輩の苦しむ顔を僕に見せつけようとしたのだろうか。ろくでもない指示を出そうとした藻女さんが不ふ可か思し議ぎそうに声を漏もらした。


    　同時に、華城先輩とアンナ先輩の激闘を映写していた映像が歪ゆがみ、ついにはなにも映さなくなる。


    「なんでありんすかっ、通信がっ」


    『ハッハー！　やっとそのファッキンビッチのＰＭに介入してやれたデース！　マスをかきやがれデース！』


    　どうやらアニーが藻女さんのＰＭへのハッキングを成功させたらしい。どうでもいけど、こういうときにかくのはマスじゃなくて吠ほえヅラな。


    「くっ、アンナっ。殺すのだけは避けなんし！　聞き出さなければならないことが山ほどありんしょう！」


    　切れかかった通信で藻みず女くめさんがアンナ先輩に最低限の指示を飛ばす。


    　そこで完全に使いものにならなくなったのか、藻女さんはＰＭを気にする素そ振ぶりをなくし、


    「やってくれるでありんすな。だが、いまさら無駄でありんす。そうであろう、惚ほれた女を見捨てた、そこの薄情な男」


    　藻女さんが、だめ押しするかのように僕を苛さいなむ言葉を紡つむぐ。


    　僕のまわりには図書館警備員、そして二人の筋肉ダルマ。集団痴ち漢かん電車並みの物量差だ。


    　何度も攻撃を食らい、華か城じよう先輩を人質にとられ、僕の体はもうまともに動かない。


    　この包囲網を、突破できるか……？　こんな状態で。


    「ほれ、とっとと捕まえなんし」


    　藻女さんの指示に従い、筋肉ダルマたちがにじり寄ってきたそのとき。


    　ピピピピピピ。


    　僕のＰＭに、着信があった。
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    「この泥棒女！　早く、早くわたくしに、あの方を返してくださいまし！」


    「返すもなにも、あなたと違って私はまだ……」


    　馬乗りになったアンナに思い切り髪を引っ張られ、陰毛を引き抜かれるような痛みに頭皮が苛まれている最中、綾あや女めはふとあることに思い至っていた。


    　そうだ。アンナと違って自分はまだ、エロいことなんてまだなにも。


    　──いやいや違う違う。そうじゃない。そうではない。


    　そうではなく。自分の気持ちに素直すぎるほど素直だったアンナと違って、自分はまだ、狸たぬ吉きちになにも伝えてはいない。そのことに気づいたのだ。


    　冗談のような十円チョコレートを投げ渡し、それらしい言げん動どうをしたことはあっても、確信的なことはなに一つ。


    　それなのにアンナは「返せ」などという。


    　なにを返せばいいというのか。奪うどころか、いまだアンナと同じ土ど俵ひようにすら立てていないのに。


    　ふと髪の毛と腕をつかむアンナの力が緩ゆるみ、かと思うとその両手は迷うことなく綾女の首を締め上げた。


    　ローションのぬるぬるも最早気休め程度のものになってしまっており、アンナの攻撃を受け流すことは難しい。


    「──うぐっ」


    　自分は、善ぜん導どう課に捕まろうとしている。


    　それに加えて目の前に自分の命を刈り取ろうと殺気を滾たぎらせる魔ま獣じゆうがいるからだろうか。


    　羞しゆう恥ち心しんとか、自分の気持ちを知った狸たぬ吉きちとの関係がどう変わってしまうのだろうかとか、そういったモヤモヤはすべて消え、綾あや女めはアンナに首を絞められながらＰＭを操作した。さすがは耐水性もばっちりのＰＭだ。ローションまみれになってもちゃんと起動する。


    　直後、なにか指示を受けたのか、アンナが不本意そうに顔をしかめて首に入れる力を緩ゆるめた。


    　それでも声を出すのはかなり苦しい。


    　だが綾女は真っすぐアンナを見上げたまま、ＰＭの向こうへ呼びかけた。


    「もしもし？」
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    　こんなときに電話なんて、一体誰だ。


    　無視しようとしたものの、僕にしか聞こえないよう設定された着信音が耳みみ障ざわりだったため、筋肉ダルマたちを警戒しつつ、音を消すためにＰＭを操作した。


    「えっ」


    　そこで僕は気づいた。


    　電話をしてきたのは、華か城じよう先輩だったのだ。


    　アニーを経由すればわざわざＰＭを操作する手間も省けるのに、なぜ。


    　こんなときだというのに、僕はその着信に応こたえていた。


    『もしもし？』


    　ＰＭの向こうから聞こえてくるのは、必死に隠そうとしているものの、苦しそうな華城先輩の吐と息いき。映像が途切れたためにどうなっているのかわからないが、アンナ先輩と交戦中なのは間違いない。向こうだって切迫しているはずなのに、どうして電話なんか。


    　筋肉ダルマたちに警戒の目線を向けつつ、こちらからもなにか返そうとしたときだ。


    『下着の色を聞いてくるおっさんのような吐息が聞こえるわ……返事はないけど通じてるわね』


    　わけのわからない根こん拠きよで電話が通じていると確信したらしく、華城先輩が一方的に続ける。


    『お互い余裕も時間もない。端たん的てきに言うわ』


    　そして華城先輩は。


    　信じられないようなことを一気にまくしたてた。


    



    『あなたの全部が大好きよ！　あなたみたいな頭のおかしい人に会えて本当によかったわ！　さよなら！　パイパイ！　またいつか！　しばらくの間、さよならよ！』


    



    　……え？


    　こんなときに、華か城じよう先輩は一体、なにを言って──。


    『……こ、の……いま誰に、一体誰にいいいいいいっ！』


    　──ぶつっ。


    　僕が啞あ然ぜんとしていると、横から入り込んできたアンナ先輩の金かな切きり声を最後に通信は途切れてしまった。


    「……」


    　装着者が気絶したとき、ＰＭは勝手にオフになってしまう仕様だ。アンナ先輩がテレフォンオナニーの末に気絶して一方的に電話が切れる、なんてことが何度もあったので、その仕様は僕にとってなじみ深いものだ。そしてその仕様が、華城先輩の敗北を僕にはっきりと突きつける。


    　華城先輩はやられてしまった。これでもう、華城先輩は完全に敵の手に落ちたことになる。


    　──あなたの全部が大好きよ！


    　僕は華城先輩の最後の言葉を何度も嚙かみしめていたが、それも長くは続かない。


    　着信を受けた僕に決定的な隙すきが生じたと判断したのか、筋肉ダルマたちが一斉に僕のほうへ向かってきたのだ。


    「やっと終わりでありんすな」


    　藻みず女くめさんは僕が捕まると確信して床ゆかに寝転がり始めていた。


    「──まったく」


    　僕はため息をつき、


    「その男前な告白は、僕のほうからしたかったですよ」


    　僕は懐ふところから早さ乙おと女め先輩特製の〝お守り〟を取りだし、周囲にバラまいた。


    　すわ攻撃かと、筋肉ダルマや図書館警備員の視線が〝お守り〟に集中する。


    　だが残念。それは一度目をやればしばし釘くぎ付づけになってしまう早乙女先輩特製のエロイラストだ。


    　図書館の豊富なエロに日々慣れ親しみ、藻女さんによって調教ずみの彼らには、少し効果も薄いかもしれないけれど。


    　一瞬でも隙が生じればそれで十分だ。


    　僕は筋肉ダルマたちの隙間を抜け、図書館入り口に向かって全力で走る。


    「っ!?」


    　藻女さんが驚きよう愕がくに目を見開き、「うぅ、き、筋肉痛か……？」と顔をしかめながらも体を起こす。


    「なにをしているでありんすか！　絶対に逃がすな！」


    　僕の復活が完全に予想外だったのか、藻女さんの声がここにきて初めて緊張を帯びる。


    「そなた、完全にただのゲスでありんすなあっ。妾わらわが殺すなと命じたことで安心したか？　愚おろかな。アンナが息の根を止めぬということは、綾あや女めの苦しみが相応に長く続くということでありんす。自分だけ逃げ延び、綾女の遺志だの、大局のために仕方なかっただのと綺き麗れい事ごとで自分をごまかして過ごすつもりか？　本当にろくでもない男でありんすなぁ。口ではなんと言おうと、どれだけ気丈に振る舞おうと、綾女は助けを求めお主ぬしの傍かたわらにいたいと願っているかもしれぬのに！」


    　僕は足を止めた。


    　しかしそれは藻みず女くめさんの言葉を真に受けたからではない。


    　藻女さんの言葉責めなんて、右耳から左耳へ、アナルから口ま●こへと素通りしている。


    「ウオッ!?」


    　僕が急ブレーキをかけながら身をかがめたせいで、僕のすぐ後ろに迫っていた筋肉ダルマ二人が僕の前に飛びだす。


    　僕はすぐに振り返り、筋肉ダルマたちに比べれば身体能力の低い図書館警備員たちに向き直った。


    　早さ乙おと女め先輩のお守りを再びバラまき、図書館警備員たちの意識を僕からエロ方向へと逸そらす。


    　そして僕は日に本ほん村むらで双子の指示に従いガチムチの尻しりを貫つらぬいたときのことを思い出す。思い出したくないけど。しかしいまこの瞬間、ひたすら男の尻を狙ねらったあのときの経験が役に立つ！


    「うりゃあああっ！」


    「「「「ぎゃああああああっ!?」」」」


    　図書館警備員たちの断だん末まつ魔まが響き渡る。全員が尻を押さえ、下半身をひくひくさせながら床ゆかに倒れた。


    　僕はカンチョーの形にしていた手を合がつ掌しようのそれに変える。


    　僕の指によって後ろの処しよ女じよをぶち抜かれ、強制的に竿さお兄弟となってしまった哀れな彼らに幸さちあれ。


    「さて、あとはあなたたちだけなわけだけど……」


    　逃がすものかと凄すさまじい形ぎよう相そうでこちらに向かってくる筋肉ダルマ二人。


    　多少出し抜くことはできても、素すの身体能力は向こうのほうが圧倒的に上だ。


    　相手が一人で、加えて男の尻を狙うことにかけては右に出るものはいない腐ふ多た子ごのサポートがあればまだしも、この状況で倒せるわけがない。


    　普通に逃げても、まず間違いなく追いつかれてしまう。


    　けど僕は先ほどから一つの気配を感知していた。


    　こちらに近づいてくる仲間の気配を。


    　筋肉ダルマに一度フェイントをかけてから、僕はその気配のほうへと突っ走る。


    「お待たせだぜ！」


    　パンツをかぶった薄い胸の少女、濡ぬれ衣ごろもゆとりが本棚の陰から飛びだし、僕の袖そでをつかんで走り出した。


    「ちょっと!?　服が伸びる服がちぎれる！」


    　慌あわててゆとりの手をつかむ。


    「さ、触るなだぜ！　心の準備がだな……っ」


    　こともあろうに僕の手をふりほどこうとするゆとりに必死につかまり、僕は図書館を駆かけ抜けた。


    　ゆとりの下半身パワー（意味深）を借りれば、筋肉ダルマ二人から逃げ出すことも可能だ。図書館警備員は尻しり穴あなファックでダウンしているので、回り込まれる心配もない。


    「なぜでありんすか……っ」


    　後方で、藻みず女くめさんが呻うめくように言う。


    「ああ言えば……綾あや女めに惚ほれているそなたは自分の行おこないに迷い、罪悪感を抱いだき、耐えきれず、無力化されるはず……なのになぜでありんす」


    　ぐんぐん遠ざかっていく藻女さんの呆ぼう然ぜんとした呟つぶやきに、僕は苦笑した。


    　藻女さんの言うとおりだ。


    　僕は華か城じよう先輩のことが好きだ。一人の女性として、いっしょにバカをやるパートナーとして、誰よりも。


    　そんな人を置き去りにして逃げ出すなんて、そんな間違いだらけのこと、普通できるわけがない。あんなふうになじられて、迷わないわけがない。


    　それでも。


    　好きな人に、全部が大好きなどと全ぜん肯こう定ていされてしまえば、受け入れられてしまえば、なんだってできる。どんな間違いだって堂々と犯せる……犯せる！　たとえセルフ顔がん射しやが趣味のド変態でも、恥じることなく堂々と生きていくことができる。


    　ほかの人の言葉など耳に入らない。他人がなんと言おうが、そんなものはもう関係がない。


    　僕はもう、誰かの目を気にして、誰かの後を追いかけることしかできないようなガキではない。


    　僕は好きな人から、「あとは任せた」と、いろいろなものを受け取っているのだ。


    　先輩が命の次に大切にしているケータイに始まり、本当に大切なものを、幾つも。


    　だから僕は藻女さんを振り返り、


    「ここで僕が立ち止まることこそが、先輩への裏切りだ！　僕は先輩の信頼に応こたえるために、先輩を見捨てる！　あんたの言葉なんかに耳は貸さない！」


    　そう啖たん呵かを切った。


    　ぽかんとする藻女さんの表情を遠くに見やり、僕はゆとりに引っ張られるまま走り続けた。


    「……なーんか、腹立つ顔してるな、お前。《青あお》が捕まったってのに、妙にすっきりした顔してるし……不自然だぜ」


    「え？　そうかな」


    　僕の手を引きながら、野生動物よろしくなにかに勘づいたらしいゆとりがじとーっと僕を見てくる。お願いですからちゃんと前見て走ってください。


    「……白状しろ。利用者データだけ回収して、お前はここに捨ててったっていいんだぜ？」


    「あの、なんでもするんでそれだけは勘弁してください」


    　ゆとりをなんとか説き伏せつつ、僕らは図書館を脱出した。


    「……」


    　夜の闇やみに紛まぎれて突っ走りながら、華か城じよう先輩が囚とらわれた国会図書館を振り仰あおぐ。


    　……さて、あんな啖たん呵かを切ったところで少し気恥ずかしいけれど。


    　どんな間違いを犯すことも気にならなくなったところで、もう一つ。


    　さらに間違いを重ねてみようか。
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    「そうか、そういうことでありんすか……ああ、欲しい」


    　疲れ切って床ゆかに伏したまま、藻みず女くめは呟つぶやいた。


    　こちらに尻しりを向ける形で土下座する下げ僕ぼく二人の睾こう丸がんを爪つま先さきで痛めつけるというお仕置きを続けながら、藻女は恍こう惚こつの笑みを浮かべた。


    「妾わらわの言葉も意に介さぬほど、あの二人は……予想以上でありんす……ひひひっ。ああ、なんともうらやましい……なにがなんでも、あの男を妾のものに。そしてどんな手を使ってでもあの男が妾しか見えぬよう、徹底的に教育して……ひひっ、妾だけの英雄に……」


    　しかしそのためには相応の手順を踏まねばならない。


    　さしあたってやらなければならないことは……。


    　藻女はしばし思案したあと、睾丸の痛みに悶もだえる下僕二人に命じた。


    「まずはそこに転がっている情けない警備員どもを掃除しなんし。それから妾を自室まで運べ。夜食とオカズの用意を忘れるな。それから迷宮内のアンナと綾あや女めを回収。綾女は処置を施ほどこしたあと、檻おりへ入れておくなんし。諸もろ々もろが終わったのち、地下の警備員たちとともに警備ネットワークの復旧に努めるでありんす」


    　館内の下僕たちに出す指示はひとまずこんなところか。


    　あとは自みずからのＰＭについて精密検査を依頼し、先日より来日している技術大使や国内の製造元へ、ＰＭネットワークのセキュリティが完全に解かい析せきされていることを警告しなければ。


    　あの男を逃がしてしまったことも、利用者データを持ち出されたことも、実は藻女にとって致ち命めい的てきな出来事ではない。


    　しかしあのハッキング技術はさすがに野放しにしてはおけない。早めに対処をしてもらわなければ。


    「だが今日きようは、もう疲れたでありんすな」


    　下げ僕ぼくの背中でうとうとしながら、藻みず女くめは全身の筋肉痛と嗄かれた喉のどの痛みに顔をしかめた。
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    「……うっ」


    　じんじんと痛む頰ほおの痛みで綾あや女めが目を覚ますと、そこは無機質な牢ろう屋やの中だった。


    「なんで私……」


    　目覚めたばかりで朦もう朧ろうとする意識に、はっきりしない記憶。ぼんやりしたまま辺りを見まわすと、目の前には前時代的な鉄てつ格ごう子しがあり、職員らしき見張りが二人立っている。


    「さむっ……」


    　軽く絶頂に達したかのように体を震わせる。


    　全身にぬらぬらした液体がまとわりついていて、それが体温を奪っているのだと気づく。一瞬、寝ながら潮しおでも吹いてしまったのだろうかと疑うが、やがてそれがローションだと思い至る。そうだ、私は確か、キレたアンナに思い切りビンタされて……。


    「っ」


    　そこで自分がなにをしてアンナを逆上させたか思い出し、全身が火ほ照てった。羞しゆう恥ちでローション由来の寒さが吹き飛ぶほど体温が上がる。


    　情緒もなにもない告白をしたという恥ずかしい事実から目を逸そらすべく、綾女は周囲の探索に意識を切り替えた。


    　と、牢屋の中を調べるべく立ちあがろうとしたところで、両手がロープで縛しばられ柱にくくりつけられていることに気づいた。結び目を作って股こ間かんを往復させるプレイに使えそうな荒あら縄なわだ。とても解いたりできそうにない。ローションの残りわずかなぬめりを利用しても無理そうだ。


    「では、綾女さんのことを善ぜん導どう課に通報するのはもう少し待ってくださるということでよろしいですわね？」


    「うむ。構わないでありんす。気のすむまで尋じん問もんするといい。ただ、善導課に引き渡すときに怪しまれるのも面倒ゆえ。痛めつけるなら体でなく精神のほうでな」


    「……わかりましたわ」


    　ふと、檻おりの外で見張りとは別に二人の女性が話していることに気づく。


    　その姿はここから確認できないが、声からしてアンナと藻女で間違いない。


    「では妾わらわはオカズ選びもろくにできぬ下僕二人にしつけを施ほどこしたのちに夜食を食べて寝るのでな。……ところでアンナ。綾女と取り合っているらしいその男の名は、なんというでありんすか？」


    　藻みず女くめの質問に、それまでどこか少しぼんやりしたままだった綾あや女めの意識が一瞬で覚かく醒せいした。


    　その質問から狸たぬ吉きちが無事に図書館を脱出したことを確信して安心するのと同時に、彼の正体がバレそうになっている現状に冷や汗が流れた。


    「……彼にこれ以上ほかの女を近づけるつもりはありませんわ。たとえあなたでも」


    「それはそれは。恐ろしいでありんすなぁ。ふわぁ」


    　欠伸あくびをかみ殺しながら、藻女の声は遠ざかっていく。


    　そしてそれとは反対に、


    「あら。もうお目覚めですの？」


    　牢ろう屋やの前に現れたアンナが、ぞっとするような無表情で綾女を見つめた。


    　アンナの全身も綾女と同様乾きかけたローションまみれで、気絶してからそれほど時間が経たっていないのだと思わせる。


    「しばらく……いえ、ずっと目が覚めないくらいの力で頰ほおを張りましたのに。不思議ですわねぇ。あのときなんだか、急に力が抜けてしまって」


    　アンナが本当に不思議そうに自分の手を見下ろす。


    　確かに言われてみれば頰だけでなく首もズキズキと痛んでいた。よくもまあアンナをあそこまで激怒させて首が吹き飛ばなかったものだと、綾女はいまさらながら戦せん慄りつする。


    「ふふふ。待っていてくださいましね。この不愉快でおかしな臭においのする液体を洗い流しましたら、すぐ尋じん問もんをしてさしあげますわ。いつからわたくしを騙だまして奥おく間ま君を誑たぶらかしていたのか、どうやって唆そそのかしたのか、すべて話してもらいますの」


    　そしてアンナは鉄てつ格ごう子しを握って綾女を真っすぐ見み据すえると、


    「藻女さんはああ言いましたが、外傷を残さず痛めつける方法なんて……ふふふ、不思議ですわね、いまは幾つでも思いつきますわ」


    「どうせなら気持ちのいい拷ごう問もんを期待したいところなのだけど」


    　綾女が軽口を叩たたくと、アンナは不愉快そうに鉄格子を殴りつける。


    「……すぐ、そのような口がきけないようにしてさしあげますわ」


    　そう言うとシャワーでも浴びるのだろうか。アンナはすたすたと牢の前を去っていった。


    「まったく。卑ひ猥わいな冗談の通じない人はこれだから」


    　そう言って綾女が肩をすくめたのを最後に、牢の中はしんと静まりかえる。


    「暇ひまだわ……」


    　することもないので、脳内で下ネタを吟ぎん味みする定番の暇つぶしを開始する。


    　ペニスペニス　ムスコはすり切れ　海かい砂じや利り水すい魚ぎよの水すい行ぎようマーラ　雲うん雷らいマーラ　風ふう来らいマーラ　食う寝るつまりはヤリチンで　やぶら小こう路じのぶらチンコ　ちんぽちんぽちんぽのシューリンガン　シューリンガンのクーリトリス　クーリトリスのちんぽこピーのちんぽこなの長ちよう久きゆう命めいのチン助。


    　ふーむ、声に出して耳みみ触ざわりのよさを確認したいところだ。


    　けれどＰＭを無効化するケータイはもう手元にないし……と思ったところでいまさらそんなことを気にする必要もないと気づく。自分は捕まったのだ。


    　どうせいまＰＭが反応しようと、善ぜん導どう課がこの場に殺到するようなこともあるまい。藻みず女くめがすべてごまかしてしまうだろう。大体、もし善導課が殺到するようなことになったって、綾あや女めにはもうなんの不都合もないのだ。捕まってしまったなら、いっそなにも気にすることなく思い切り下ネタを口にしてやろうと決意する。


    　しかし、


    「……誰も聞いていないところで言っても、仕方ないわね」


    　見張りは聞いているだろうが、なんの反応も示さないに違いないことは試してみるまでもない。いや正確には、綾女が望むような反応を返してくれないということは容易に想像がついた。


    　そう。


    　そこの見張り二人が、狸たぬ吉きちのようなリアクションを返してくれるわけがないのだ。


    「もう少し、いっしょにいたかったなぁ」


    　出会って一年いろいろなことがあったが、思い出されるのは綾女のくだらない下ネタに終始付き合ってくれた狸吉の他た愛わいもない記憶ばかりだ。


    　綾女の気持ちを決定づけたのは彼がフェリーに閉じ込められたあの事件であったが、その根底には日々の他愛ないやり取りがあった。


    　利用者データの流出で《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》やそれに連なる規則、世論は間違いなく崩ほう壊かいするだろう。


    　それでも一度捕まってしまった自分がまともな生活に戻って狸吉と言葉を交わすには、長い年月を要するはずだ。


    　それは少し……いや、想像するだけでかなり寂しいことだった。


    「アッー！」


    「え？」


    　綾女は伏せていた顔を上げた。


    　突とつ如じよ、見張りが奇声を発して倒れたのだ。それは不覚にも綾女の腐った心を興奮させてしまうような声で。もし綾女にナニが生えていればチンピクしていただろう嬌きよう声せいだった。


    「だ、誰だおまアッー！」


    　何者かを発見したらしい残った見張りも同じ断だん末まつ魔まをあげて倒れた。


    「ふう、よかった。アンナ先輩の鼻をごまかせて」


    　そのときだ。なにが起きているのかわからないまま興奮していた綾女が自分の耳を疑い、次に目を疑ったのは。


    「ちょっ、え？　なんであなたがここにいるの！」


    　思わず漏もれた声は、大きな怒声になってしまっていた。


    　当たり前だ。なぜなら、


    「ちょっと先輩っ。大きな声出さないでくださいって！」


    　目の前にいたのは、この地下国会図書館から、綾あや女めの犠ぎ牲せいをもって無事に脱出したはずの狸たぬ吉きちだったのだから。


    　狸吉は呑のん気きに「しーっ」と人さし指を顔の前に立て、「うわっ、なんかくさい」と一人でやっている。その全身はなぜか新鮮なローションにまみれていて、なんだか新あら手ての妖怪めいていた。


    「いやー。臭においを感知されないよう、途中で全身をコーティングしておいたんですけど、必要なかったかもですね。アンナ先輩もまだ少しぬるぬるでしたし。それより焦あせりましたよ。藻みず女くめさんとアンナ先輩が早くどっか行かないかと隠れてたら、アンナ先輩がぬるぬるのまま拷ごう問もんを始めそうな雰ふん囲い気きで」


    　狸吉はひそひそと呑気に話しながら、見張りの腰から牢ろうの鍵かぎを奪い、懐ふところから取りだしたハサミで難なく綾女の拘こう束そくを解いてしまう。


    「どうして……」


    　解放されてからも綾女は呆ぼう然ぜんとしてそんなことしか言えない。


    　すると狸吉はのほほんとしたまま、


    「動画トラップは、アニーが藻女さんのＰＭをメチャクチャやったおかげでほとんど素通りできましたし、迷宮も見覚えのあるタイトルさえ見つければ違うルートから入ってもすぐ抜けられましたし。あ、ローションの痕こん跡せきは気にしなくていいですよ。どうせアンナ先輩と華か城じよう先輩のせいで館内中べとべとですから。それと、逃げるときに結構ばっさり華城先輩のこと見捨てたんで、まさか藻女さんもまた僕が侵入してるとは──」


    「そうじゃなくて！　どうして私を助けに来たのか聞いているの！」


    　そこでようやく、狸吉は綾女が怒っていることに気づいたらしい。


    　けれどその、のほほんとした態度はほとんど揺るがない。


    「それについてのお叱しかりはあとで受けますから、いまはとにかく逃げましょうっ」


    　綾女の言葉を遮さえぎり、狸吉は躊躇ためらうことなく綾女の手をべちょっとつかむ。


    「なっ、ちょっ……あうぅ」


    　ローションによって接触が緩かん和わされているとはいえ、いきなり手を握られて綾女はもにゅもにゅと口を動かしたまま二の句が継げない。


    「行きましょう。アンナ先輩が華城先輩の不在に気づく前に、地上まで」


    　そう言ってぬるぬると綾女の手を引く狸吉の背中は、綾女が知っているそれより随分と大きくなって見えた。


    　背中が勃ぼつ起きしている……？　混乱の極きよく致ちで、綾女はそんなことを思った。
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    「だからっ、どうして私を助けになんて来たのよ！」


    　なんとか図書館から脱出し、ある程度距離をとったころ。


    　華か城じよう先輩が僕の手をねちょぉ、と振り払って激怒した。


    　けれど暗がりでもわかるほどその顔は真っ赤かで目は泳ぎまくっていて、結構本気で怒っているはずなのにまったく怖くない。


    「ええと、当たり前ですけど、利用者データはゆとりに渡して、とっくに遠くまで逃げてもらってますよ？」


    　データを持って逃げるようゆとりを説得するのに、だいぶ骨が折れたことを思い出しながら僕は苦笑する。華城先輩救出に賛同してくれた鼓こ修す理りの助けがなければ、ゆとりに両足を折られていたかもしれない。


    「そうじゃなくて！　もしあなたまで捕まったら、誰がこれからの《ＳＯＸソツクス》を引っ張っていくのよ！」


    「あー、確かにそうでしたね。ちょっと軽けい率そつだったかもしれません」


    「ちょっとどころじゃないわよバカ！　《ＳＯＸ》には利用者データの流出で起こるだろう騒ぎの後始末をするって仕事も残ってるのに、無責任にもほどがあるわ！」


    「んー、まあ、そうなんですけど」


    「さっきからなんでそんなに軽いの！」


    「そりゃもう、一度華城先輩を見捨てた身ですからね。それに比べれば、なんかもう、悪いことだろうとなんだろうと、なんでもできちゃう気分なんですよ」


    「な、なによそれ！　理由にならないわ！」


    　僕の言葉になお声を荒らげようとする先輩。


    　その少し不自然なくらい持続する怒りに、僕は水を差すことにした。


    　そうしないと話が前に進まない気がしたからだ。


    「理由ならほかにもありますよ。ほら、まだだったじゃないですか。バレンタインのお返し」


    「！」


    　華城先輩が口を開けたまま固まる。


    「渡すまで、お別れなんてできません。それに」


    　さすがに気恥ずかしくなって、僕はしどろもどろの先輩から目を逸そらして続ける。


    「言い逃げはずるいですよ」


    「っ!!」


    　それまで散々僕を叱しつ責せきしていた華城先輩が不意打ちを食らったかのように言葉を詰まらせる。両手で顔を覆おおったまま「うぅ」とか「あぁ」としか言わなくなり、少し攻めすぎたかと僕は頭を搔かいた。


    　しかしその直後だった。


    　今度は僕が息を呑のみ、言葉を詰まらせる番が回ってきたのは。


    「え、ちょっ、華か城じよう先輩!?」


    　顔を覆ったままその場を動かなくなってしまった華城先輩の口に嗚お咽えつが混じり始め──暗がりでかなり見づらいが、手の隙すき間まから滴しずくがぽろぽろとこぼれ落ちていた。え？　え？　手についたローションとかじゃないよね、あれ。


    　慌あわてて手を伸ばすも、華城先輩はそれを制して「違っ、これは違くて」と支し離り滅めつ裂れつにか細い声を漏もらす。


    「なんか、もう、いっぱいいっぱいで、それで……」


    　言い訳じみた言葉も、しゃくりあげる喉のどに邪魔されてうまく口にできないらしい。


    　華城先輩は口がうまく回らない分、片手をだだっ子のように振って僕の手を拒み続けていた。だがやがて、その手がそっと僕の袖そでを握った。


    「……本当は、捕まって……とっても心細かったの……」


    　強がりもなにもない、一人の女の子の声が掌てのひらから漏れ聞こえる。


    「……狸たぬ吉きちが来てくれて、すごく、嬉うれしかった……」
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    　袖そでを握る力がぎゅっと強くなる。


    　華か城じよう先輩はそれ以上なにかを言うことはなく、あふれ出した感情を隠そうとすることもなくなった。


    「と、とにかくですね」


    　僕はそんな華城先輩を前にして、真っ白になりそうな頭と否いや応おうなく高鳴る心臓を落ち着けるべく、何度も大きく深呼吸する。


    　そうしてできる限り自分を落ち着けたあと、僕は意を決して、華城先輩の手を握った。


    「っ」


    　華城先輩の嗚お咽えつが一瞬だけ途切れ、肩が跳ね上がる。けれど華城先輩は僕の手を振り払ったりせず、じっと身を固めていた。


    「早くここから離れましょう。一刻も早くアニーと打ち合わせして、あのデータをバラまいてもらわないといけないんですから！」


    　今度は僕のほうから言い訳じみたことを言いながら、華城先輩の手を引く。


    　すると華城先輩はハッとなにかに気づいたように、顔を伏せたまま声を漏もらす。


    「……でも私……もう正体がバレてるし……」


    　なんだそんなことかと、僕は華城先輩の手を少し強く握りながら、こちらに引き寄せるように優しく引っ張る。


    「それもどうにかなりますよ。ほら、アニーが言ってたじゃないですか。後戻りはできなくなるけど、ってやつです」


    　僕がそう言うと、華城先輩はなおも「あ、え、でも」と戸惑いを覗のぞかせる。


    　ええい、まどろっこしい。


    「大丈夫ですよ──ちゃんと最後まで、先輩を守りますから」


    「──っ！　……うん」


    　そこでようやく、華城先輩の足が動き始める。


    「それじゃ、逃げましょう！」


    　そうして僕たちは夜が明けそうになっている首都を駆かけ抜けていった。


    　さて。急がないとな。


    　せっかく図書館から逃げおおせることができたのに、今度は普通に善ぜん導どう課に捕まってしまう。なにせ僕の下半身は、パンティー一丁のままなのだ。

  


  
    



    　エンディング　いっしょにイクのは難しい


    



    「ひひ。ふふふ。すっかり騙だまされたでありんすよ。あれだけ盛大に見捨てておいて、まさか助けに戻ってくるとは」


    　利用者データが盗み出されたあの日から数日。


    　藻みず女くめは地下国会図書館最深部の自室にて、ふかふかのベッドの上に寝転がりながら思い出し笑いをしていた。


    　綾あや女めが脱走したという報告を受けたときの驚きといったら。


    　半日以上爆ばく睡すいした直後だったというのに、一気に意識が覚かく醒せいし、筋肉痛で全身が痛むのも気にせず高笑いしてしまったほどだ。


    　本当に、愉快で魅力的な二人だ。


    　早くあの男を手中に収め、英雄候補として教育してやりたい。


    「笑い事では、ありませんわ！」


    　藻女の横たわるベッドに腰かけ、ＰＭでニュース映像を眺めながら、アンナが目をつり上げていた。


    「綾女さんはすぐに見つけ出すと、そう言ったではありませんの！　あれから随分経たつのに、まだ見つからないんですの!?　あなたが怠なまけてばかりいるから、またあの女が、好き勝手にこんな騒ぎを起こして……いまこうしている間にも、あの方はどんどんあの女に毒されてしまっているに違いありませんわ……っ！」


    「まあ落ち着くでありんすよ、アンナ」


    　藻みず女くめはアンナの見ているニュース映像を横から覗のぞきこむ。


    　そこに映っていたのは、いま藻女たちがいる地下国会図書館の真上にそびえる国会図書館を上空から撮影した様子だった。


    『──現在、国会図書館周辺は大量の人々に埋め尽くされ、図書館を封ふう鎖さする機動隊との睨にらみ合いが続いている危険な状態です。この騒ぎは先日テロリストが流したデマ映像を信じた人々による暴動と見られ、誰もが口々に「不健全雑誌を渡せ」などと要求しており、現在政府では公こう序じよ良りよう俗ぞく育成法違反として善ぜん導どう課出動も検討している状態で──』


    　金かね子こ玉たま子この強制放送が乗っ取られ、代わりに適宜編集された利用者データが放送されてから早二日。


    　利用者データは強制放送乗っ取りによる一時的な流る布ふだけでなく、ＰＭを介して常時閲覧可能なかたちに加工されたものがネットワークにバラまかれた。


    　データは当然のごとく国の手によって全国民のＰＭから一斉に削除されたのだが、正体不明の発信元から何度も何度もネットワークにバラまかれ、完全に不毛なイタチごっこの様相を呈ていしている。


    　発信元の反則じみたハッキング技術をどうにかしない限りデータの流出は止まらない。しかし長年ハッキングらしいハッキングを受けてこなかったＰＭネットワークに素早い対応を望むのは難しいらしく、現在も流出は続いている。


    　利用者データを盗み出され、こうも派は手でにバラまかれ、唯ゆい一いつの収穫であったはずの綾あや女めもまんまと救出されてしまった。


    　だが藻女はアンナの隣で笑みを崩さない。


    　あの場で《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》を手中に収めることができなかったことが唯一の痛手ではあるが、なにも問題はない。


    　問題はないのだ。諸もろ々もろの予定が少し早まっただけで。なにも問題はない。


    「妾わらわは確かに《ＳＯＸソツクス》に一本とられた。しかし向こうも妾に一本とられているでありんす」


    　不思議そうな顔をするアンナの膝ひざに頭を預け、藻女は言う。


    「そしてそれは、じき三本になるでありんすよ」


    



    　　　　　　●


    



    　喫茶店の地下室。


    　そこは早さ乙おと女め先輩の描えがいたイラストをこっそり印刷する場所であり、実質的に《ＳＯＸソツクス》のアジトみたいになっている場所だ。


    　一年前、うっかり僕に正体を明かしてしまった華か城じよう先輩が僕を縛しばり上げ、アンナ先輩をだしに脅おどしてきた場所でもある。


    　僕は店長に断ことわってから地下室へと降りる。


    　すると中で暇ひまそうに文庫本を読んでいた華城先輩が、ぱっとこちらに顔を上げた。三つ編みでも眼鏡めがねでもない、下ネタモードの華城先輩だ。


    「あ、狸たぬ吉きち。どう？　利用者データの反響は」


    「もー凄すごいですよ。国会図書館の周りなんて、新あら手ての米騒動みたいです」


    　僕は自分のＰＭを起動させ、ニュース映像を壁に映写する。


    　そこに映っているのはたくさんの一般人に囲まれた国会図書館で、とんでもない騒ぎになっているのが見て取れる。


    　そこにいるほとんどの人が「不健全雑誌を出せ！　よこせ！」と騒いでいるらしく、まさに春のエロ本祭りだ。春ってすごい。変態的な意味で。


    　その騒ぎは少しずつではあるが日に日に過激さを増していっているように見える。


    　育成法をつくり上げた体制と、それを取り巻く世論や制度にトドメを刺せたことは間違いない。けれどこの流れが必要以上に大きく過激になりすぎないよう、僕たちテロリストのほうで、ある程度制御する必要があるように思われた。


    　まだしばらく、僕たちのやったテロが正しかったのかどうか、わかりそうにない。


    「そりゃまあ、いままで散々エ……不健全なものを規制しておいて、国はこっそり溜ため込んで楽しんでましたじゃあ、暴動も起こるでしょ」


    　肩をすくめる華城先輩。


    　僕はその言葉選びが気になって吹き出してしまう。


    「『不健全なもの』って。もうＰＭを気にしないでいいんですから、普通に言っちゃえばいいじゃないですか」


    　華城先輩のＰＭは、アニーによって完全に停止させられてしまっている。


    　ネットワークに繫つないで情報を得ることも、電子マネーを払って公共交通機関に乗ることも、身分を証明することもできない状態で、もちろん善ぜん導どう課などに居場所を捕ほ捉そくされてしまうこともない。


    　ＰＭは強制的に外したり機能を止めたりしようとすると極微小サイズの発信器が装着者に打ち込まれ、善導課に追われることになってしまうが、アニーはそれも含めてＰＭを完全に停止させてしまっていた。


    　だから華城先輩はもう禁止単語や一日三分の無効化なんて気にすることなく下ネタをバンバン口にできるエロフェッショナル状態なのだけど、なぜかむしろ下ネタの数は減ってしまっているようだった。


    「いやだって、ハッキング技術向上のためにケータイはアニーに預けっぱなしでしょ？　あれなしで禁止単語を口にするのは、なんだか落ち着かないのよ……妖怪ちんげ燃やし～」


    　照れ隠しなのか華か城じよう先輩はお股またのあたりで手をわしゃわしゃっ、とさせるが、やはり落ち着かないらしい。気恥ずかしげに顔を逸そらしてしまう。


    　そしてこれ以上その話題を引っ張られることを嫌ったのか、僕が映写したニュース映像を見て話題を逸らす。


    「これからどうしようかしら。いつまでもここで匿かくまってもらってるわけにもいかないし、実家には当然善ぜん導どう課の手が入ってる。どこかに拠きよ点てんを構えて《ＳＯＸソツクス》のリーダーとして動かなきゃいけないけれど……」


    　華城先輩は言葉を切り、ちらっと僕のほうを見る。


    　けれど僕がそれに気づくと、すぐに逸らしてしまう。


    　利用者データが流出してからずっと、華城先輩はこの調子だ。


    　そこで僕はこっそり進めていた話を華城先輩に切り出した。


    「それなんですけど。華城先輩。僕と一緒に第一清せい麗れい指定都市から逃げませんか？」


    「……え？」


    　華城先輩が目を丸くする。


    「アニーに頼んで、僕のＰＭも完全停止してもらう予定なんですよ。二人分となるともう少し準備に時間がかかるみたいですけど」


    「ちょっ、ちょっと待ちなさい！　あなた変よ。私を助けに来たときから、思い切りがよすぎじゃないの？　なんていうかこう、童どう貞ていくささがないわ……まさか……いつの間に筆下ろしを……」


    　華城先輩はなにやら勝手にパニックを起こし「筆下ろしが童貞卒業なら、筆入れはアナル処しよ女じよ剝はく奪だつ……？」などと呟つぶやいている。しかしすぐに気を取り直したのか、深呼吸して僕のほうに向き直り、


    「あなた、学校はどうするのよ。私はまあ、ＰＭの不正停止と藻みず女くめの根回しで指名手配状態だからとっくに退学だけど。それに、ＰＭ不正停止なんかしたら、あなたのおっかない母親が……」


    「そういうの、全部捨てちゃおうかなって」


    　僕の顔には自然と笑みが浮かんでいた。気持ちも驚くほど軽い。


    　華城先輩が今度こそ僕のことを「精神が……淫いん水すい焼けした男だん根こんのように成熟している……？」みたいな顔で見る。嫌な以い心しん伝でん心しんだなぁ。


    「藻女さんとアンナ先輩がいっしょにいるんですよ？　アンナ先輩はなぜか僕の正体を疑ってもいないみたいでしたし、僕のことを藻女さんに喋しやべる気もなかったみたいですけど、いつバレることやら」


    　僕は華か城じよう先輩が囚とらわれていた牢ろうの前でアンナ先輩と藻みず女くめさんが交わしていた言葉を反はん芻すうしながら華城先輩に自分の考えを語った。


    「育成法も長くはもたないでしょうけど、僕たちが犯罪者であることは変わりありません。ゆとりを介していろいろ話はつけてありますから、僕のＰＭも完全無効化できたら、《絶対領域》や《捕ほ乳にゆう類》のツテを頼って、どこかでひっそり暮らしましょう」


    　華城先輩にゾッコンの鼓こ修す理りや、時とき岡おか学園を卒業して半ば根なし草状態の早さ乙おと女め先輩もついてくる気満々だったし、《ＳＯＸソツクス》はこれまでどおり活動できる手はずになっている。


    　……まあ、唯ゆい一いつゆとりだけが人でも殺しそうな目をしていたのが不安っちゃ不安だけど。


    　あとアニーはノリノリで「イップタサイ！　イップタサイデース！」と踊っていたので、なにか誤解をしていないか確認しておかなければならない。


    「ちょっ、あなた、狸たぬ吉きち、な、なにを、自分が、なにを言ってるのかわかってるの……？」


    　見れば華城先輩は地下国会図書館から脱出したときのように顔を真っ赤かにしていた。


    　華城先輩がなにをそんなに恥ずかしがっているのか、手に取るようにわかる。


    「ああ、駆かけ落ちみたいですよね」


    「！」


    　僕がその単語を口にすると華城先輩は遂に顔を伏せてしまい、ばしばしと肩を叩たたいてくる。


    　またまともに日本語を喋しやべれない状態になってしまったみたいで、駆け落ちに関する返事はいつまでたっても返ってこない。


    　そこで僕はポケットに手を伸ばした。


    「いろいろと慌あわただしくしてたせいで遅くなっちゃいましたけど」


    　それは以前、鼓修理に選ぶのを手伝ってもらったホワイトデーのお返しのイヤリングだ。


    「僕といっしょに逃げてくれるなら、この重いお返し、受け取ってもらえます？」


    「…………………………………ずるいわ」


    　華城先輩はたっぷり時間をおいたのち、髪の隙すき間まから僕を見上げて恨みがましく呟つぶやいた。


    「それだけ根回ししてから答えを迫るなんて、狸吉は変態よ。私が断ことわったらどうするつもりだったの」


    「そのときはそのときです」


    「……バカ」


    　華城先輩がそろそろとこちらに手を伸ばしてくる。


    「わかったわよ。いっしょに、イけばいいんでしょ。ただし、条件があるわ」


    　華城先輩はツンと顎あごを逸そらし、語気を強める。


    「……バレンタインだけじゃなくて、あのとき私が電話で言ったことに対する返事も、いっしょにちょうだい」


    「えーと……」


    　僕はイヤリングを握った手を華か城じよう先輩のほうに向けたまま、


    「返答は全部これにこもってる、ってことにはなりませんかね」


    「なっ……なるわけないでしょ！　どうしてこの期ごに及んでへたれるのよ！　ここで逃げたら、明日あしたからあなたのことインポって呼ぶから！」


    「わ、わかった、わかりましたから！」


    　最悪の脅きよう迫はくを受け、僕はいよいよ覚悟を決めた。


    　あれだよね。ムードとか流れとか、そういうの無視でいきなり言えと言われると、凄すごく気恥ずかしいよね。


    　けれどいまさら逃げ場があるわけもなく、また逃げる理由もない。


    　華城先輩の目を真っすぐ見つめ、僕は口を開いた。


    「僕も、華城先輩のことが──」


    　あのとき華城先輩が言ってくれた言葉に、僕を救ってくれた気持ちに、真っすぐ向き合おうとした、そのときだった。


    「動くな！」


    「「っ!?」」


    　突とつ如じよ地上へと続く扉とびらが開き、真っ白い制服に身を包んだ集団が地下室になだれ込んできた。


    「なっ、え!?」

  


  [image: ]


  
    　いきなりすぎる出来事に頭が真っ白になる。


    　善ぜん導どう課の職員たちは僕と華か城じよう先輩を取り囲み、テーザー銃じゆうを向けていた。


    　そして突入してきた善導課たちの背後から入ってきた人影に、僕は今度こそ絶望し打ちのめされる。


    「華城綾あや女め。貴き様さまにはＰＭの不正停止および《公こう序じよ良りよう俗ぞく健全育成法》違反の容疑で逮たい捕ほ状じようが出ている。逃げ道はない。おとなしく投降しろ」


    《鋼こう鉄てつの鬼き女じよ》として数あま多たの下ネタテロリストを葬ほうむってきた母さんが、その殺人鬼のような鋭するどい瞳ひとみで華城先輩を睨にらんでいた。


    　母さんの指示に従い、善導課職員が華城先輩を取り押さえる。


    「先輩！」


    　先輩を助けようと反射的に体が動く。


    　けれど僕の手は先輩に届かず、イヤリングはどこかに飛んでいってしまう。


    　母さんが目にも止まらぬ速さで僕の腕をねじり上げたのだ。


    　そして母さんは僕の腕を砕かんばかりに握りしめたまま、驚くほど冷たい声を発した。


    「指名手配中の《雪せつ原げんの青あお》がここに潜せん伏ぷくしていると、有力筋から今け朝さタレコミがあった。そしてそのタレコミにはこう付け足されていた。『しばらく待っていれば、《雪原の青》の共犯者である男も来るはず。それを待って突入すべき』だとな」


    「……!?」


    　どういうことだ。ＰＭを完全に停止させていたのに、華城先輩の居場所がバレていた？


    　てっきり僕の正体が思いのほか早く藻みず女くめさんにバレていて、そのせいで突入されたかと思ったけれど……どうなってるんだ。


    　混乱する思考はまとまらず、落ち着いて長考する余裕もなかった。


    　母さんが僕の頭を床ゆかに叩たたき付け、完全に動きを封じる。


    「なぜ、貴様が、ここにいる……っ！　指名手配犯と、親密に言葉を交わしている……っ！」


    　かろうじて感情の爆発を抑えているような母さんの鋼はがねの拳こぶしが振り下ろされ、僕は本当にあっさりと、気を失ってしまった。
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    「では、あとは頼んだぞ」


    「「「御ぎよ意いに」」」


    　利用者データ流出という前ぜん代だい未み聞もんの大事件。


    　それを受け、全国に向けた緊急記者会見が開かれようとしているその舞台裏。


    　議員代表として壇上へと臨のぞむ錦にしきノの宮みや祀まつ影かげから最後の言葉を託され、その後継者として育てられた藻みず女くめ他二名は恭うやうやしく頭を垂れた。


    　藻女の左右に並ぶ男女はどちらも、祀まつ影かげの父方の親族だという。


    　年は藻女よりも二回りほど上で、真っすぐ伸びた背筋と力強い瞳ひとみは藻女とは対照的とも言えた。


    　単身で祀影の後継者が務まるだろうこの三人で協力しあって、祀影が望んだ情報管理社会をつくり上げる。誰かが道を外れそうになればほかの人間がブレーキをかけ修正しあい、錦にしきノの宮みや家が代々引き継いできた国造りを完かん遂すいする。それが祀影の計画だった。


    　──残り二人がとっくに妾わらわの下げ僕ぼくになっているとも知らずに。


    　祀影が記者の前に姿を見せた段になって、藻女はそれまで保っていた真ま面じ目めな顔をほころばせた。それは子供のように無む邪じや気きな、そして大人になりきれなかった子供のように歪いびつな笑え顔がお。


    　記者会見が進む。記者たちから失笑が漏もれ、啞あ然ぜんとする様子が伝わってくる。


    　そのとき、一際プロテクトを強化した藻女のＰＭに一通のメールが届いた。


    　それは藻女の下僕の一人、善ぜん導どう課上層部に属する男からの連絡で、そこには「《雪せつ原げんの青あお》とその共犯者らしき怪しい男の捕ほ縛ばくに成功しました。ご褒ほう美びをください」とあった。藻女はその笑みをますます深くする。


    　綾あや女めには気絶している最中、ある処置を施ほどこしておいた。


    　ＰＭを無理やり外すか不正な手段で停止させようとした際、装着者に打ち込まれる極小の発信器。それと同系統の発信器を打ち込んでおいたのだ。


    　あとは利用者データが流出するのを待ち、しかるべきタイミングで善導課に通報するのみ。それで獲え物ものは藻女の手中だ。


    　本当なら綾女をわざと脱だつ獄ごくさせ、綾女を匿かくまうべく接触してきた《オナ禁百日目の童貞センチメンタルボマー》を捕らえる予定だったのだが、手間が省けたうえに予定より早くあの男が手に入った。


    「アンナには悪いが、あの男の寵ちよう愛あいは妾のものでありんす」


    　そうこうしているうちに祀影の会見は終盤を迎えていた。


    　記者たちはその荒こう唐とう無む稽けいな内容に「バカバカしい」という態度を隠そうともせず、列席者の中には既に席を立とうとしている者さえいる。


    　一国会議員の会見としては、あまりにもお粗末で見るに堪たえない幕引き。


    　しかし誰もがそう思った、次の瞬間。


    　会見会場の空気が一変した。


    　祀影が苦しげなうめき声を漏らし、自身の喉のど元を押さえてのたうち回り始めたのだ。


    　脇わきに控えていたＳＰたちが慌あわてた様子で駆かけ寄り、祀影の体を抱き起こす。


    　荒く浅い呼吸を繰り返す祀影はそのとき。


    　正気とはかけ離れた笑え顔がおを記者たちのカメラに向け、そして大きく息を吸った。


    



    「おちんぽおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    



    　その口からありえない単語が飛びだした。


    　一瞬の沈黙。そして鳴り響く祀まつ影かげのＰＭ。騒然とする記者席。


    「始まったでありんすなぁ」


    　祀影の乱心を皮切りに、藻みず女くめのＰＭには次々と『発症報告』が届く。


    『発症報告』はあっという間に五百件を超え、藻女の心を暗く高こう揚ようさせる。


    　藻女は届いた『発症報告』を一つ一つ丁てい寧ねいに眺めながら、輝かがやかしい未来へと思いを馳はせた。


    　さあ。


    　もう止まらない。


    　性に寛容な社会を、真のユートピアを、いまここからつくり上げようではないか。


    　復ふく讐しゆうの名の下もとに。
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    「一体どうなっている！　署長まで禁止単語を叫び始めただと!?」


    　取調室に飛び込んできた善ぜん導どう課職員の報告に、母さんが血相を変える。


    「それだけではありません！　署長を取り押さえようとした職員のうち三名も同様の症状を！」


    「バカな……」


    「さらに先ほど、第三清せい麗れい指定都市の善導課幹部数名も発症し、指揮系統がメチャクチャになっていると救助を求める連絡が！」


    「ただでさえ有力者どもの発症に手を焼いているというのに……っ！　なぜこうも影響力のある者ばかり」


    　母さんは苛いら立だちを隠そうともせずに取調室のスチール机に拳こぶしを振り下ろす。


    「……いつになったらこのバカの取り調べをする時間がとれるのだ！」


    　吐き捨てるように僕を一いち瞥べつし、母さんは取調室を飛びだしていった。


    「……」


    　取調室には椅い子すに縛しばり付けられた僕と見張りの善導課職員だけが残る。


    　僕と華か城じよう先輩が善導課に捕まってから数日。


    　取り調べは遅々として進んでおらず、幸いにして僕は母さんから拷ごう問もん一つ受けていない。もしまともに取り調べが進んでいたら、僕のお尻しりの穴が二、三個増えていただろう。


    　しんと静まりかえる取調室の中、僕と見張りの善導課二人のＰＭが勝手に起動し、淡々とした機械音声が端たん的てきなニュースを伝える。


    『政府の非常事態宣言により──』


    『先日の錦にしきノの宮みや議員の会見をきっかけにパンデミックを起こした《下ネタウイルス》──』


    『発症者の隔かく離りに関する緊急法案の審議に遅れが──』


    『各国首脳は世界規模の感染拡大を防ぐべく、日本との交易ルート縮小を決定し──』


    『経済への大打撃が予想され──』


    『感染拡大を防ぐため、育成法の強化とエイチ禁止法の導入検討──』


    　善ぜん導どう課に長らく拘こう束そくされていた僕に、詳しいことはなにもわからない。


    　けれど地下国会図書館の利用者データ流出に端たんを発する錦ノ宮祀まつ影かげの会見以来、なにかとんでもない事態が全国規模で進んでいることだけはその端的なニュースから読み取れた。


    「僕たちは一体、なにをしてしまったんだ……？」


    《ＳＯＸソツクス》はもう、バラバラだ。


    　僕はこの様ざまで、外部とまともに接触できず、アニーからの連絡もない。ゆとりたちがどうしているのかもまったくわからない。華か城じよう先輩の身柄は育成法違反者が隔離される北海道エリアへ護送されてしまったという。


    　決定的な間違いを犯したらしい僕たちにできることはもう、なにも残されてはいなかった。

  


  
    　あとがき


    



    　どうもお久しぶりです。赤あか城ぎ大ひろ空たかです。


    　さて早速ですが、今回の執筆で辛つらかったことが一つありまして。なにかといえば『ホワイトデーのお返しってどんなものがあるんだろう』とネットで調べたことです。お返しする相手もいないのに調べたことも辛ければ、この年になって初めてそれを調べてみたという事実が胸に突き刺さる。誰か……誰か私にギブミーチョコレート……（英語苦手）。


    　作者がそんな状態だというのに作中では綾あや女めと狸たぬ吉きちがあんな感じで、執筆中の僕はたぶんゆとりとおんなじような顔をしてました。


    　そういえば書いてる途中に気づいたのですが、いま現在狸吉とまともにラブコメってるのは綾女とアンナとアニー、なぜか全員イニシャルＡなんですよね。ゆとりはＹだからスルー状態なのでしょうか。ゆとりだっておっぱいはＡなのに。不ふ憫びんな子です。


    



    　以下、謝辞です。


    　担当の小こ山やま様。毎度修正の多い原稿はもちろんのこと、メディアミックス関連でも大変お世話になりました（ポンコツ作者がすっかり忘れていた設定とか記述まわりのチェックとか！）。ありがとうございます！


    　イラストを担当してくださった霜しも月つき様。今回もまた「ローションまみれで」などという表紙指定に応こたえていただきましてありがとうございます。やはり女性のくっ殺ころ顔はそそりますね。


    　コミカライズを担当してくださっている柚ゆず木き′Ｎ様。素晴らしい作画を毎月ありがとうございます。挑戦的な単行本デザインもこれぞ『下セカ』という出来でした（この九巻と同時に発売するコミカライズ二巻も要チェックだ！）


    　拙せつ作さくのアニメ化を引き受けてくださったアニメスタッフならびにキャストの皆様方。本当にありがとうございます。監修物のチェックやアフレコ見学では毎回とてもいい刺激をいただいております。本作へのモチベーションが爆上がりになるのはもちろんのこと、様々な分野のプロの仕事をこれまでよりずっと近くで、それも自分の作品に関するかたちで見ることができるというのは、今後にも繫つながるとても貴重な体験ですね。世の中化け物だらけなんやで……。


    　そして今回も『下セカ』出版に携たずさわってくださった皆様方。皆様のおかげでここまで突っ走ってこられました。最後までお世話になります。


    



    　さて、そんなこんなでアニメ放送まであと少し。ここまでついてきてくださった読者の皆様方も作者といっしょに全ぜん裸ら待機だ！　視聴するときはオナニーするときと同様、まわりの気配に注意な！　それではまた、十巻でお会いしましょう。


    
      （ちなみに、本物の国会図書館の地下にあんな卑ひ猥わいな施設は存在しないんだからね！）

    

  


  
    赤城大空


    Hirotaka Akagi


    



    三次元エロ動画のＢＧＭに勇ましい感じのクラシックを流すと意外に親和性が高くて笑ってしまう系作家。


    Twitterやってます。@akagihirotaka

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    下ネタという概念が存在しない退屈な世界　９
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